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プロローグ






　──それは、彼女と出会う数時間前のこと。




　華はなは既に高校に行き、俺は出かけるための準備をしていた。

　今日は隔絶の魔塔に行き、ダンジョン内ない転てん移いで再び入ることができるか実験するつもりなのだ。

　仮にその試みが成功した場合、また数日間にも及ぶ戦いに身を投じることになる。

　入念な準備は必須だ。

　その最中、テレビでは大々的にとあるニュースが報じられていた。

『先日、世界中を震しん撼かんさせた最年少でレベル10万超えを達成した冒険者についてですが、歴代のＳランク到達記録を大幅に塗り替えるものであり──』

　ここ数日、ずっと流れている聞き飽きたニュースだった。

　ぷつんとテレビを消し、素早く準備を終える。

　今の俺には、他人の動向に意識を割く余裕は存在しない。

　それよりも、一刻も早く俺自身が強くならないといけないのだ。

「よし、行くか」

　気合を入れ、俺は隔絶の魔塔に向けて出発した。

　──だけど、なぜだろうか。

　道中、ニュースで流れていた音声が妙に耳から離れなかった。




　数時間後、俺は知ることになる。

　────その理由ワケと、彼女の存在を。




　　　　◇◆◇




　──天あま音ね凛りんが、彼女と出会う前日。




　ギルド【宵よい月づき】のギルドマスター室。

　その中に、美しい白銀の長髪と深い蒼あお色いろの瞳が特徴的な少女──クレアが入ってくる。

「マスター、お呼びでしょうか？」

「クレアか、よく来てくれた」

　そう言って椅子に腰掛けていた男──ギルドマスターが作業の手を止めて顔を上げた。

　デスクの上には、大量の資料が置かれている。

　資料の中には一枚、書類ではなく人物の写真が紛れ込んでいた。

　クレアの視線がそこで留まったことに気付いたのか、ギルドマスターは「ああ」と言って写真を手に取った。

「こいつが気になるのか？」

「気になると言いますか、一枚だけ違和感を覚えたので」

「そうか、気になるか。じゃあプレゼントだ、ほれ」

「……まったく話を聞きませんね」

　呆あきれながらも、クレアは写真を受け取る。

　そこには黒髪黒目の青年が写っている。

　残念ながら、クレアに見覚えはなかった。

「この方はいったい？」

「天音凛だ」

「天音凛……先日の剣けん崎ざきダンジョンにおける迷宮ダンジヨン崩壊・コラプスの際に聞いた名前ですね。しかし、なぜ彼の写真を私に？」

「実はこいつをもう一度ギルドに勧誘しようと思ってな。それでクレアには直接こいつと会って、勧誘してここに連れてきてほしいんだ」

　クレアは小首を傾かしげる。

「勧誘ですか？　しかし以前聞いた話では、それほどの実力者ではなかったと記憶していますが」

「表向きはな」

「表向きは？」

「ああ。俺はこいつが本当の実力を隠してるんじゃないかと疑っている」

「……根拠を聞かせてください」

　クレアが真剣な表情でそう尋ねると、ギルドマスターは別の書類をクレアに見せる。

　そこには『ダンジョン内実習における殺傷事件について』と書かれていた。

「これは確か、ダンジョン協会の方が何者かに殺害された事件ですよね？　それと彼に何か関わりがあるのですか？」

「それが大ありなんだよ。実はその事件に天音凛も少し絡んでいてな……今から言う内容は絶対に他言無用だぞ」

　そう忠告した後、ギルドマスターは当時の状況と彼自身の推測を口にした。

　ダンジョン内実習の最中に魔物が出現し、柳やなぎという職員が足止めをすることによって学生たちはダンジョンの外に避難できたこと。

　ただ、天音凛の妹である華という少女だけが取り残されたこと。

　彼女を探すために片かた桐ぎりという職員が中に入っていったこと。

　しかしその後に出てきたのは華だけで、柳と片桐は死体で見つかったということ。

　そして天音凛はというと、当初はダンジョン内実習に参加していなかったが、事件が起きた後になってその場に現れたとのことだった。

　そこまでの話を聞き、クレアは疑問を抱く。

「なるほど、彼の妹がこの事件に巻き込まれたことは理解できました。しかしそれ以外に不可解な点はないように思うのですが……彼は妹が事件に巻き込まれたと連絡を受け、急ぎその場にやってきたのではないのですか？」

「まっ、そう考えるのが自然だよな。ただ、この事件にはまだ一つ大きな謎が残っていてな」

　そう答えた後、ギルドマスターは一枚の写真をスッとクレアに渡す。

　見ると、そこには一枚の魔石が写っていた。

「……いえ、ただの魔石ではありませんね。何か文字が刻まれているのですか？」

「ああ、そうだ。職員や魔物の死体が残されていた場所には、一緒に魔ま石せき板ばんが置かれていた。そこには事件が起こった経緯について書かれていた。事件の首謀者は柳で、略りやく奪だつ者しやというユニークスキルを用いて他人からスキルを奪おうとしていたと。片桐は被害者で、魔石板を書き残した奴やつは柳を殺した──といった風にな」

「……わざわざ、そんなものを残したのですか？」

　ギルドマスターは頷うなずいた。

「不可解だろ？　もちろん柳と片桐両方が被害者で、犯人が捜査を混乱させるために書き残した可能性もある。でも、普通に考えたらこんな余計なことをしないで立ち去った方が証拠を残さずに済む。となると書かれている内容は本当のことで、柳を殺した者はその事件を見過ごすことができなかったと考える方が辻つじ褄つまが合う」

　別の資料を手に取り、ギルドマスターは続ける。

「実際にここ最近、何人かのユニークスキル持ちが不審な死を遂げていたんだが、その近辺で柳の姿が目撃されている。協会の調査では魔石板に書かれていた内容は事実だろうという見解だ」

　そこまでの説明を聞いたクレアは、手を顎に当てて考え込むような素振りを見せる。

「……なるほど。仮にそれが正しいとすると、確かにその何者かは職員との戦闘後、他者にバレることなくダンジョンから脱出しているわけですね。その後ダンジョン協会による捜索が行われたことを考慮すれば、その前には脱出していると考えるのが自然……」

「そして、天音凛がその場に現れたのは捜索が行われる前。どういった手段と経緯でダンジョンを出入りしたのかは分からないが、何らかのスキルを使用すればそれも難しくはないだろう。実際に本人の妹がダンジョン内に取り残されていたわけで、突入するには十分な理由があるからな。どうだ、筋が通っているだろう？」

　したりげに告げるギルドマスター。

　ただここに来て一つ、クレアには最大の疑問が残っていた。

「確かに筋は通っています。ですが、それが正しいと考えるには前提として、天音凛さんがかなりの実力者である必要があります。その柳という職員や、現場に残されていた魔物の死体たちはどれも１００００レベルを超えていたと聞きます。果たして彼にそれだけの敵を打ち倒せるだけの力があったのでしょうか？」

　それは至極当然の疑問だった。

　ギルドマスター曰いわく、天音凛の冒険者歴は一年と数か月程度らしい。

　その短期間でそれだけの力を得るなど、普通に考えれば不可能だ。

　だが、ギルドマスターは自信ありげに頷いた。

「ああ、俺はそう考えている。なんたって、天音の持つユニークスキルは他に類を見ない転移系だからな」

　それを聞いて、クレアは目を丸くした。

「転移、ですか？　それはまたとんでもない力ですね」

「ああ、そうだろ？　冒険者になりたての時は何の役にも立たない性能だったが、スキルレベルが上がったことでどんな進化を遂げているか分からない。個人的には剣崎ダンジョンでラストボスを討伐したのも天音だった可能性が高いと踏んでいる。なぜか分かるか？」

「転移を発動すれば、閉ざされたボス部屋にも入れる可能性があるから……ですか？」

「ご名答」

　ギルドマスターが得意げに笑う。

　これが最後の質問になるだろう。

　そう考え、クレアは問いかける。

「事情は把握できました。マスターの予想が正しければ、彼が力を隠そうとする理由も理解できます。過ぎたる力が良からぬ災厄を招くことは、私もよく理解していますから。しかしなぜ、わざわざ私に勧誘を命じるのですか？」

「いや、それはほら……俺みたいなおっさんじゃなく、クレアみたいな美人に勧誘された方が成功率が高いかなって。うちの娘は世界一可愛かわいい」

「……真面目に答える気がないのはよく分かりました。ただ、私も彼には少しだけ興味がありますので、了解いたしました」

「ほう、お前が他人に興味を持つのは珍しいな。けど助かる。これが天音家の住所だ、後は頼んだ」

　どこから入手したのか、ギルドマスターは天音凛の住所が書かれた紙をクレアに手渡す。

　まあ、宵月はこの辺りでは最も有力なギルドである。協会を含めた政府とも繋つながりはあるし、この程度は朝飯前だろう。

　その後、クレアは凛の写真と住所を受け取り外に出た。

　さっそく彼のもとに向かうことにする。

「天音凛さん……彼はいったい、どんな人なんでしょうか」

　なぜだろうか。

　無性に、そんなことが気になるのだった。








第一章　宵月と最強






　隔絶の魔塔にやってきていた俺の目の前に現れたのは、陽光を受けて輝く白銀の長髪が特徴的な美しい少女だった。

　クレアと名乗ったその少女は、深い蒼あお色いろの目をまっすぐ俺に向ける。

　彼女の視線を受けて、俺は思わず言葉を失ってしまった。

「……天あま音ねさん？　どうかしましたか？」

　そんな俺の姿を疑問に思ったのだろうか、彼女は小首を傾げながらそう尋ねてきた。

「い、いや。それよりも君は……」

「クレアとお呼びください。同い年ですので敬語もいりませんよ」

「……じゃあ、クレア」

「はい、天音さん」

　なんだろうか、この状況は。

　なんていうか、こう、不思議なテンポで会話が進んでいく。

　こちらには敬語をいらないと言っておきながら自分は続けるのかと思ったりもするが、それ以上に気になる点があった。

　初対面であるにもかかわらず、彼女はなぜ俺の名前や年齢を知っているのか。

　そもそも何の目的で俺に会いに来たのか、訊きかなくては話にならない。

「それで、俺に何か用があるのか？　わざわざ色々と下調べしてまで会いに来てくれたみたいだけど……」

　警戒心を隠すことなくその問いを投げかけると、クレアは少しだけ気まずそうな表情を浮かべた。

「申し訳ありません。こちらにも色々と事情があるのですが……勝手に自分の身辺を調べられてよい気分にはならないでしょう。天音さんが不快に思われるのも当然です」

「……まあ、それについては後でいいよ。それで用件ってのはいったい？」

「ありがとうございます。では早速ですが伝えさせていただきます。私は今日、天音さんをギルドに勧誘するためにやってきました」

「勧誘？」

「はい。どうやらギルドマスターが天音さんと一度お話ししてみたいそうで、私が交渉にやってきたのです」

　思いもよらない言葉に首を傾げる俺に向かって、クレアはそう紡いだ。

　というか、どういうことだ？

　なぜいきなり俺の元にスカウトがやってくる？

　ユニークスキルを獲得したばかりの頃ならともかく、無能スキルだと知れ渡ってからのこの一年、勧誘を受けることなんてなかった。

　そう困惑する俺を見て何か勘違いをしたのか、クレアは続ける。

「ああ、そういえば大切なことを言い忘れていましたね。私が所属しているのはこの市に本部を置くギルド【宵よい月づき】です。ご存じでしょうか？」

「宵月……？」

「ええ」

　俺はクレアの告げた言葉を復唱する。

　その名前には心当たりがあった。

　ここ数年で国内上位ギルドに入ってきた、少数精鋭を謳うたう実力派のギルドだ。

　確か由ゆ衣いが所属しているのも宵月だったはず。

　そのギルドが俺への勧誘にやってくるとは、果たして何の因果だろうか。

「天音さんさえよろしければ、本部でギルドマスターと直接会っていただきたいのですが……いかがでしょうか？」

「…………」

　さて、どうするべきか。

　すぐには返答せず、俺は頭の中で自問自答する。

　俺自身、後ろ盾を持つ意味でギルドに所属したいと考えたことは何度もある。

　国内上位ギルドの宵月ともなれば、その条件はクリアしているかもしれない。

　とはいえ、現時点ではまだギルドに入るつもりはなかった。

　ギルドに入れば幾つもの制限を受けることになるし、一人で活動できるうちはギルドに入らずレベルアップに集中した方がいいと考えているからだ。

　だが、待て。そもそもこの話は少しおかしい。

　現在、俺は自分のスキルやステータスを周囲に隠しているため、実力や実績は一般の冒険者以下だと周囲からは思われているはず。

　にもかかわらず、なぜ少数精鋭を謳う宵月が俺をスカウトする？

　今になって一年前の噂うわさを聞きつけ、将来性を期待してくれたとでもいうのだろうか？

　不可解な点も多いが、その理由を確かめるためにも、ここは話だけでも聞いておいた方がいいかもしれない。

　それに──

「…………」

　──クレアの表情を軽く窺うかがい、再び自分自身に向き合う。

　先ほどから、ずっとだ。

　彼女を初めて見た瞬間から、何か言葉で言い表せないものが胸の中でうごめいていた。

　何か一つ、決してここで手放してはいけない物があるような……そんな不思議な感覚。

　なぜだろうか。俺はその感覚に従いたいと思った。

　ゆえに、

「……分かった。とりあえず話を聞くだけでいいのなら、ギルドに案内してくれるか」

「ありがとうございます、天音さん」

　その返答を聞いたクレアは微笑ほほえみながらお礼を言う。

　こうして、俺は宵月ギルドに向かうことになるのだった。




　　　　◇◆◇




　しばらくクレアの後に続いて歩いて行くと、路肩に停車してある一台の車の前で彼女は止まった。ギルドまでは少し距離があるので、車で向かうらしい。

「こちらの車にお乗りください」

「ああ」

　クレアが助手席に座り、俺は後部座席に座る。

　運転席には既に一人の男性が座っていた。

　彼も宵月ギルドに所属する冒険者なのだろう、身に纏まとう服には月と剣をモチーフにした宵月のエンブレムがつけられていた。

「……………」

「ん？」

　その男性はちらりとこちらを見たかと思えば、すぐに視線を前方に戻す。

　気のせいだろうか。男性の俺を見る目つきは鋭く、どこか敵意のようなものを抱いているように感じた。

「八や神がみさん、出発してください」

「分かりました」

　クレアの言葉に従い、男性は車を発進させる。

　まあ気のせいか。そう自分に言い聞かせ、俺は小さく揺れ始めた車内に身を委ねる。

　このまま無言でいるのも何だったので、俺は何となしに口を開いた。

「そういえば、クレアはスカウトに必要だから俺の名前なんかも知ってたのか？」

「……そう、ですね。本来ならばご自宅まで向かう予定だったのですが、車を走らせている途中に天音さんの姿が目に入ったので、こうしてお声がけさせていただきました。結果的にすれ違いになることもなかったので、嬉うれしい誤算でしたね」

「なるほど」

　あの時に言っていた嬉しい誤算というのはそういうことか。

　というか住所まで知られてたとか、正直言ってちょっと怖い。

　なんにせよ、そこまで情報が与えられているクレアなら、俺がギルドに勧誘された理由を知っていたりもするのだろうか？

　ギルドに辿たどり着けばギルドマスターから教えてもらえるんだろうが、せっかくだ。この機会に尋ねてみることにしよう。

「一つだけ訊いてもいいか？」

「はい、なんでしょう？」

「そもそもの話だが、なんで宵月は俺を勧誘しようと──」

　しているんだ？

　そう尋ねようとした次の瞬間だった。

「──ッ、これは！」

　突如として、前方に高密度の魔力反応が出現するのを感じる。

　ダンジョンの外でこれだけの魔力を感じることなど、普通ならありえない。

　だとするならこれは──

「迷宮ダンジヨン崩壊・コラプスですね」

　──俺が答えに辿り着くのと同時に、クレアはそう告げた。

　迷宮崩壊。

　それはダンジョンが消滅する際に、ごく稀まれに起きる現象。

　通常は冒険者しか通ることのできないゲートを魔物も通ることが可能になってしまい、ダンジョンの外に魔物が溢あふれてくるという恐るべき現象だ。それを止めるためには、誰かがダンジョン最奥にいるラストボスを討伐しなくてはならない。

　だけど今回の場合、大きな問題が一つだけ存在する。

　俺は確認の意を込めてクレアに尋ねる。

「なあクレア、この先にあるダンジョンってまさか……」

「ええ、そのまさかです。この先にあるのは攻略推奨レベル１５０００のＢランクダンジョン──【不知火しらぬいダンジョン】です」

「１５０００……！」

　これまでに攻略はおろか、足を踏み入れたこともない超高難易度ダンジョンだ。

　しかも迷宮崩壊時は、魔物の強さが通常時の倍以上になることも多い。

　一刻も早く誰かが何とかしなければ被害は相当なものになるだろう。

　そんなことを考えていると、クレアは俺を見て言った。

「天音さん、私たちはこれから現場に向かいます。天音さんを巻き込むわけにはいかないので、申し訳ありませんが、また後日お伺わせていただいてもよろしいですか？」

「なっ……お前も行くのか？」

「はい」

　至極当然といった風に、クレアは頷うなずいた。

　先ほど彼女は俺と同じ年だと言っていた。つまりまだ十九歳なはず。

　その年齢で攻略推奨レベル１５０００のダンジョンから現れる魔物と戦えるとはとても思えない。

　それとも、もしかしたら八神さんのサポートとして行くのだろうか？

　彼は二十代半ばに見えるし、それだけの実力を持っていてもおかしくはない。

　冷静に考えるなら、ここはクレアたちに任せて俺は離れるべきだ。

　俺が迷宮崩壊時のＢランクダンジョンにいる魔物に必ず勝てる保証はないし、仮に勝てたとしても実力が周囲にバレることになってしまう。

　ありとあらゆる点から、理性がそう判断を下す。

　だけど──

「なら、俺も行く」

「えっ？」

　──理性ではない本能の部分が、なぜかそれを選択していた。

　俺の言葉を聞き、クレアは出会ってから初めてとなる、戸惑ったような声を漏らした。

「天音さんも、ですか？　ですがかなりの危険が伴いますよ？」

「分かってる。けど、市民の避難を手伝うことくらいならできるはずだ」

「しかし……」

　少し悩む素振りを見せるクレア。

　そこに割り込んできたのは八神さんだった。

「ソイツが来たいと言うのなら、そうさせてやればいいでしょう。まだうちのギルドにも所属していないんですし、自己責任ですよ。それよりも、もう着きましたよ」

　八神さんの言う通り、車は既に不知火ダンジョンに到着していた。

　そこでは強力な魔物たちと、もともと不知火ダンジョンに挑戦していたのであろう冒険者たちが戦っている姿があった。

　どうやら、まだなんとか均衡は保たれているみたいだ。

　車から降りた俺たちは、まず後方で待機している冒険者に話しかける。

「救援に来ました。状況を教えてください」

　クレアがそう尋ねると、その冒険者は手短に説明してくれる。

　どうやら外に出てくる魔物を食い止めるのに精いっぱいで、まだラストボス討伐に向かったパーティーは存在しないようだ。

　それもそのはず。通常、迷宮崩壊時にラストボス討伐に向かうのはダンジョンよりも一つ上のランクの冒険者だ。

　最低でも２００００レベルを超えるＡランク冒険者がすぐにやってこれるはずがない。

　だけどそんなこちらの事情などお構いなしに、残酷な現実が俺たちに襲い掛かってくる。

「ッ！」

　突如としてダンジョンを中心に発生する激しい震動が、俺たちの体勢を崩した。

　これと同じことを、つい最近経験したのを思い出した。

　剣けん崎ざきダンジョンの迷宮崩壊時のことだ。

　その時の記憶を思い返すなら、この震動が指し示す事象はただ一つ──

「グゴォォォアアアアアアアアアア！」

　──鼓膜を破りかねない程の大声量が、辺り一帯に響き渡る。

　その叫び声と同時に、それはダンジョンの外壁を破壊して姿を現した。

　全長が10メートルにも届かんばかりの巨体。

　筋骨隆々の肉体で巨大な鉄の棍こん棒ぼうを振り上げる、一つ目の巨人。

　ただそこにいるだけで、形容しがたい威圧感が襲い掛かってくる。




　───────────────

【サイクロプス】


　・レベル：４００００



　───────────────




　鑑定を使用した俺の目に飛び込んできたのは、あまりにも規格外の数値だった。

「４００００……！」

　その怪物を見て驚きよう愕がくしたのは俺だけではない。

　周囲の冒険者たちも、自分の実力を遥はるかに上回る強敵を前にして恐れおののいている。

「──無名剣ネームレス」

　だが、ここでコイツを放置するわけにはいかない。

　俺はアイテムボックスから無名剣を取り出して、両手で構えた。

　仮にここで俺の実力がバレることになったとしても、この怪物が人を殺すのを、ただ指をくわえて眺めているわけにはいかない。

　なんとかして食い止める必要がある。

　しかし──

「やれるのか、俺に」

　──根本的な部分について、俺は自問自答する。

　本当に俺に、この怪物とやり合うことなど可能なのだろうか？

　今の俺のレベルは１３０００と少し。

　無名剣の効果や各スキルの効果を合わせれば、攻撃力と速度については４００００レベルの水準にまで上げることは可能。

　だが、それ以外の部分は圧倒的に劣っている。

　一撃でも喰くらえば即死と考えた方がいい。

　それに何より、最も重大な問題が残されていた。

　その問題とはつまり、ここがダンジョンの外であるということ。

　俺のユニークスキル、ダンジョン内ない転てん移い──その中でも最も戦闘に利用できる瞬間転移タイム・ゼロを発動することはできない。

　それだけで俺の実力は大きく低下する。

　ついでに言うなら、巨体相手には有効な体の内部からの攻撃を実践することもできない。

　かつてない絶望的な状況だといっても過言ではないだろう。

「……だとしても、やるしかない」

　手足が震えそうになるのを無理やり堪え、真正面からサイクロプスを見据える。

　サイクロプスの巨大な一つ目が俺を射抜き、排除すべき敵と定められる。

　俺は力強く地を蹴り、サイクロプスに向かって駆け出そうとする──その時だった。

「下がっていてください、天音さん」

「……え？」

　そんな言葉とともに、クレアが俺より一歩前に足を踏み出した。

　そしてあまりにも自然な立ち居振る舞いのまま、目の前にいるサイクロプスを見上げる。

　並の冒険者では、勝利はおろか善戦すら叶かなわないであろう怪物。

　その怪物に挑もうとするクレアを止めなければと思った。

　だけど結果的に俺がそれを口にすることはなかった──否いや、できなかった。

　彼女の後ろ姿に、俺は目を奪われてしまったから。

「──氷葬剣カースド」

　クレアが右手を前に出して小さく唱えると、何もないはずの空間から一振りの剣が出現した。

　刀身は氷で創られているのだろうか、透き通るような水色をしている。

　その剣は、風になびく白銀の長髪ととても調和していた。

　この場にいる全ての人間の視線が、サイクロプスではなくクレアに向けられる。

　それほどまでにクレアが纏まとうオーラは圧倒的だった。

　クレアはその視線を物ともしない軽々とした動きで、その場から消えた。

「────なっ！」

　転移？　いや、違う。

　もっと単純な話だ。

　クレアはただ、俺が目で追えないほどの速さで動いただけ。

　────決着は一瞬だった。

　水色の剣けん閃せんが、サイクロプスを下から斬り上げるように瞬いた。

　剣閃が消えたころ、ようやく俺は空中に浮かぶクレアの姿を発見した。

　クレアは空中で身をひねると、鉄の棍棒を振り上げたサイクロプスに背を向けて、そのまま地面に着地する。

　直後サイクロプスの体が左右に分かれ、左半身、右半身といった順で崩れ落ちていく。

　大量の血が噴き出るはずの断面は、輝く氷によって覆われていた。

　クレアは氷の剣を数回振るった後、悠然とこちらに戻ってくる。

　その姿を見て、俺はとあることを思い出していた。

　それは、ここ数日ずっとテレビで流れていたニュース。

　世界最年少のＳランク冒険者が日本から現れたという内容だった。

　点と点が線で結ばれる。

「まさか、お前は────」

　驚愕と動揺を隠しきれないまま、俺はクレアにそう問いかける。

　するとクレアは俺の考えていることが分かったのか、その場に立ち止まって蒼あお色いろの瞳をまっすぐ俺へと向けた。

「そう言えば、まだ所属ギルド以外の素性についてお伝えしていませんでしたね」

　そんな前置きの後、彼女は言う。

「私はギルド【宵月】に所属する、日本で十二番目のＳランク冒険者──」

　そして、




「──如月きさらぎクレアと申します」




　そう、告げるのだった。




　　　　◇◆◇




　クレアがサイクロプスを討伐してから数十分後。

　クレアたちは地上に出てきた残りの魔物を掃討することに成功した。

　重軽傷者はいるものの、どうやら死人は出なかったようだ。

　これも全てはクレアのおかげだろう。

　あのまま俺一人で戦っていれば、どんな結果になったかは分からない。

　掃討が終わると、ラストボスを討伐したクレアはその場にやってきたダンジョン協会の人に対して簡単に状況説明をしていた。

　クレアがサイクロプスを倒したと聞いても、彼らは驚く素振りを見せなかった。

　どうやら俺と違い、クレアは自分の力を周囲に隠していないみたいだ。

　それもそうか。じゃないと最年少でＳランクに到達したとニュースで取り上げられるはずがないからな。

　それにしても、ここに来て新たな謎が出てきてしまった。

　その謎とはもちろん、クレアの実力についてだ。

　十九歳という若さで、果たしてどうやってあれだけの強さを得たというのか。

　宵月に行けば、その理由の一端でも知ることができるだろうか？　思わずそんな淡い期待を抱いてしまう。

　そんな風に考えていると、説明を終えてようやく解放されたクレアが話しかけてきた。

「お待たせしてしまい申し訳ありません。それでは改めて参りましょう」

「…………」

「天音さん？」

「あ、ああ、そうだな。行こうか」

「はい。それではすぐにでも──と、その前に」

　クレアがサイクロプスに手を伸ばして触れると、一瞬でその巨体が消える。

　アイテムボックスの中に回収したのだろう。

　回収の権利は討伐したクレアにあるのだから、至極当然の行為だ。

　そんなやり取りを経て、俺たちは宵月ギルドに向かうのだった。




「ここが宵月ギルドか……」

　車から降りた俺の前にあるのは、巨大で立派な建物だった。

　さすがは国内上位ギルドの本部なだけはある。

「天音さん、こちらです」

「ああ」

　俺はクレアの案内に従い、建物の中に入る。

　綺き麗れいな廊下を二人で歩いていると、通りかかる人たちがクレアを見て話しかけてくる。

「クレアさん、おはようございます」

「あっ、クレアちゃんだ、おはよ～」

「はい、おはようございます」

　見るに、宵月は上位ギルドにしては珍しく二十代が多いようだ。

　冒険者歴が長ければ長いほどレベルが上がるこの世界において、実力者は三十代から四十代であることが多いため、少しだけ驚いてしまう。

　そんな彼らからクレアは気さくに話しかけられていた。

「人気者なんだな」

「……嫌われてはいないと思いますが、どちらかと言えば私がギルドマスターの娘であることの方が大きいんだと思いますよ」

「そうだったのか、初耳だ」

　会話をしつつ歩き続けていると、ようやくギルドマスター室に辿たどり着く。

　クレアがノックをすると、中から声が返ってくる。

「入ってくれ」

「失礼します」

　クレアの後を追い、俺も中に入る。

　部屋の奥にはデスクに着く一人の男がいた。

「……ん？」

　その男性に見覚えがあった。

　昔どこかで会ったことがあるのだろうか？

　などと考えているうちにも、クレアと男は話し始める。

「言われた通り、天音さんを連れてきました。それから不知火しらぬいダンジョンで発生した迷宮崩壊についてですが」

「ああ、その件については協会から連絡をもらってるから報告は大丈夫だ。ご苦労だったな、クレア」

　男はクレアを労ねぎらった後、ようやく俺に視線を向けた。

「よく来てくれた、天音。俺はこのギルド【宵月】のギルドマスター、如月大だい輔すけだ。実は以前にも一度お前を勧誘したことがあるんだが、覚えてるか？」

「以前にも勧誘……？　あっ」

　それでようやく思い出した。

　俺がこの人に見覚えがある理由を。

　一年前、俺がキング・オブ・ユニークを脱退した後、ダンジョン内転移の将来性を見込んでギルドに勧誘しにきた人がいた。

　当時の俺は仲間というものに忌避感があったため、ほとんど話を聞くこともせずに断ったが、改めて思い返してみれば確かにこの人だった。

　まさかギルマス直々のお誘いだったとは、今さらながら驚きだ。

「それでは、私は先に失礼いたします」

　クレアは俺を連れてくるという用事を済ませたからか、すぐに退出する。

　そうして残されたのは、俺とギルドマスターの二人だけ。

「まあ立ち話もなんだ、そっちのソファーに座ってくれ」

「……はあ」

　なんとなく気まずさを覚えたものの、彼の言う通り来客用に備え付けられているソファーに座る。

　するとギルドマスターは幾つかの資料を持って、向かいのソファーに腰掛けた。

「んじゃ、さっそくだが天音、うちのギルドに入るつもりは──」

「その前に、一つだけ質問をしてもいいですか？」

　失礼であることは重々承知だが、俺はギルドマスターの発言を遮った。

　彼は怒った素振りを見せることもなく、こくりと頷うなずく。

「ああ、言ってみてくれ」

「なぜ突然、俺を勧誘しようと？　以前のように俺のユニークスキルに将来性を感じたからですか？」

　ここで頷いてくれたなら、少しだけ肩の荷が下りる。

　だがギルドマスターは不敵な笑みを浮かべた後、得意げに告げた。

「半分は正解で、半分は不正解だ。お前のユニークスキルに価値を見み出いだしているのは確かだが……将来性ではなく現時点で既に有能な力に覚醒したんじゃないかと俺は踏んでいる。いや、回りくどいのも面倒だからはっきりと言うか──天音、お前は自分の力を周囲に隠しているんじゃないか？」

　ギルドマスターの言葉によって、俺は自分の鼓動が速まったのを理解した。

　今の言い方から察するに、俺が実力者であると確信できるだけの材料が彼の中にあるのだろう。

　冷静さを保つことを意識しながら、俺は問いかける。

「なぜ、そう思われたんですか？」

「剣崎ダンジョンの迷宮崩壊と住すみ福ふくダンジョンの協会職員殺害事件──そこまで言えば十分か？」

「────ッ」

　さすがに今回は、動揺を隠すことができなかった。

　これは本格的にバレていると考えた方がいいだろう。

　とはいえ、すぐに「はいそうです」と頷くわけにはいかない。

「根拠は？」

「まあ慌てるな、ゆっくりと説明する」

　そう断った後、ギルドマスターはその二つの事件に俺が関わっていると思われる理由を話していく。

　迷宮崩壊時にはダンジョン内転移を使用してボス部屋の中に入ったこと。

　妹の華はなが命を狙われ、それを助けるような形で俺が柳やなぎを殺したこと。

　悔しいが、推測のほとんどが正しかった。

　しかし、まだ反論の余地はある。

「その根拠は、あくまで俺がラストボスや柳さんを倒せるだけの実力があることが前提ですよね？　俺の実力が同年代の冒険者にすら劣っていることは、貴方あなたも知っているのでは？」

　質問に対し、ギルドマスターは「いや」と首を振る。

「それは以前の話だろう？　転移系のスキルは他に類を見ない特殊なスキルだ。進化の方向性次第ではかなり強力な武器に化ける可能性がある。瞬間移動による回避や接近、遠距離からアイテムをひたすら敵に向けて投下するとかな。ああ、やりようによっては爆ばく石せきなんかを魔物の内側に入れる手もあるか。なんにせよ、有効活用すれば圧倒的格上を倒すこともできるだろう」

「…………」

　後半のアイテムのみを転移させるのはともかく、前半の瞬間移動についてはギルドマスターの推測通りだ。

　その能力によって、俺は格段に戦闘能力を上昇させた。

　だが、ダンジョン内転移の真価はそこではない。

　再挑戦期間スパンを無視し、何度でもダンジョンを攻略できる点だ。

　さすがに限られた情報でそこまで辿り着くことはできなかったらしい。

　とはいえそこに勘付かれるのは少し面倒なため、とりあえず「なぜそれを知って……！」みたいな感じで驚いた風の表情を浮かべておく。

　すると、ギルドマスターは満足気に頷いた。

「どうやら正解みたいだな。まあお前がその力を隠したがるのも仕方ない。初めてユニークスキルを得た時には周囲から称賛され、だけど何の役にも立たないと分かるや否いなや手のひらを返されたんだ。その後有能なスキルになったとしても、周りに広めたくはないよな」

　ギルドマスターは言葉を止めた後、続ける。

「それだけじゃない。住福ダンジョンの状況を見るに、少なくともお前はレベル１００００超えの魔物を複数体倒せるだけの力を持っている。たった一年あまりで１００００レベル、あまりにも異常な成長速度だ。それがバレたら様々な面倒ごとに巻き込まれるだろう。だけどな」

　そこで、ギルドマスターは真剣な表情になった。

「お前がこの先に進むためには、いつまでも力を隠し続けることはできないはずだ。そこで話は戻るが、宵月ギルドに入る気はないか？　このギルドならお前の後ろ盾になれるはずだ。お互いにとって悪くない話だと思うが」

「後ろ盾……」

　それは俺がずっと欲していたもの。

　自分自身や華を守るために。

　確かに悪い条件ではないと思う。

　でも、答えを出すために幾つか確認しておかなければならないことがある。

「貴方の推測が正しければ、俺は柳さんを殺し、その事実を隠してることになりますが……そんな奴やつをギルドに入れるつもりなんですか？」

「俺の推測が正しければ、柳とやらを殺した奴はひねくれた正義感を持った人間だよ。実際にあの後、色々な証拠が揃そろってソイツが仕組んだことだって分かった。それに冒険者としてトップを目指す以上、どうしたって人間同士の争いも発生する。そこで迷わず刃を振るえる奴なら大歓迎だ」

「人間同士の争い……」

　今、この世界は絶妙なバランスの上で成り立っている。

　ダンジョンが出現してからまだ二十年しか経たっていないこともあり、今も恐ろしいほどの勢いで変化を続けている。

　トップクラスの冒険者の戦力は既に現代兵器のそれを優に超え、優秀な冒険者が多くいる国家ほど強い発言権を持つようになってきた。

　そのため、国家間の勢力図を塗り替えかねない存在は多くの国から敵対視されることになる。

　もちろん、スケールはかなり小さくなるが国内の競合ギルドからもだ。

　だからこそ俺は自分の力を隠そうと思った。

　それらの脅威から身を守ってくれる後ろ盾を求めた。

　彼は、宵月ギルドがその後ろ盾になってくれるという。

「…………」

　俺は視線だけをテーブルからギルドマスターに向ける。

　話している時の態度を見る限り、彼が嘘うそをついているようには思えない。

　俺の本当の実力を見抜いた上で、心から人材として求めているのだろう。

　……ここまでか。

　俺は諦めの意図を含めて、「はあ」と大きくため息をついた。

　これだけの情報を集めたうえで確信を抱かれているのであれば、誤ご魔ま化かすのはもう不可能だ。

　俺は諦めて頷く。

「おっしゃる通りです。オークジェネラルを倒したのも、柳の悪行を止めたのも俺です」

「ほう、逃げ場がないと見るやすぐに認めるか。そういう切り替えの早さは嫌いじゃない。それで、うちに所属する気にはなったか？　断ったからといってお前のことを世間に公表したりするつもりはない。正直な気持ちを答えてくれ」

「……申し訳ないですが、ギルドに入るつもりはありません」

「それはどうしてだ？」

　問題はここから。

　実力がバレたとしても、そこに至る経緯まで教えるつもりはない。

「ギルドに入れば、必然的にパーティーを組んで活動する機会が増えるはずです。だけど俺はパーティーじゃなくソロで攻略を続けたいんです」

「ソロで？　それはやはり昔の経験から仲間を信じられないからか？」

「いえ、効率の問題です。ダンジョン内転移は自分にしか使えないので」

「……なるほど、そういうことか。パーティーを組んで足並みを揃えるより、たしかに一人でガンガン突き進む方が効率的だな。道中の魔物や罠わなが面倒だが、攻略報酬が魅力的なダンジョンなんかには特におあつらえ向きだ」

　決して嘘はついていないが、スパンを無視できることについてはあえて説明を省いておいた。

　それでもギルドに入りたくない理由を伝えるには十分だったようだ。

　後ろ盾を失うのは痛いが、今はそれよりも自分のレベルを早く世界トップクラスまで上げることを優先したい。

　そう思った上での返答だったのだが、ギルドマスターはそう簡単に諦めなかった。

「けど、パーティーを組めば時間こそかかるが、一人では到底敵かなわないようなダンジョンボスを倒すことも可能になる。その分だけ攻略報酬は増えるし、長期的に見れば効率的に成長できるはずだ。その機会を逃すことになるが、本当にそれでいいのか？」

「それは……」

　ギルドマスターの忠言は正しい。

　そのため俺も返答に困ってしまうが、彼はそこを好機と見たのか一つの案を出してくる。

「だったら、まずは仮入団をするのはどうだ？」

「仮入団？」

　ギルドマスターは頷く。

「ああ。冒険者とギルドの相性を確かめる研修期間って言ったところだな。その期間中は基本的にこれまで通りソロ活動を続けてもらって構わない。その代わり、一回か二回だけうちの高ランク冒険者と一緒にダンジョン攻略をしてみる気はないか？」

「高ランク冒険者……？」

　ふと脳裏によぎるのは、白銀の長髪を靡なびかせる少女──クレアだった。

　Ｓランクの彼女は、文句のつけようがない高ランク冒険者だ。

　仮に彼女と一緒にパーティーを組めるなら、あの異常な強さの理由を少しは知れるかもしれない。

　正直に言って興味はあるが、問題は他にもある。

「悪くない条件ですが……正式に加入を決めるまでは、俺の実力を他人に広めてほしくはありません」

「もちろん、一緒に攻略パーティーを組む奴らには箝かん口こう令れいを敷く。うちのメンバーの口の堅さは本物だから信用してくれて構わない。それでも信じることができないって言うのならこっちはもうお手上げだが……どうする、天音」

「…………」

　リスクはある。

　だが、それに負けないだけのリターンも存在する。

　ソロでのダンジョン攻略を阻害されないのであれば、仮入団はいい落としどころかもしれない。

　しばしの思考の末、俺は決断を下した。

「分かりました。仮入団することにします」

「よく決断してくれた」

　そこでようやく、ギルドマスターは真剣な表情から一転、優しげな笑みを見せる。

　俺が仮入団すると決断したことを、心の底から喜んでいるようだ。

　彼がそこまで喜ぶのはなぜなのか気になったが、俺が訊きくのも変だと思ったため止やめておくことにする。

　その後、俺は仮入団する上での規則と条件、それから今後の予定についてギルドマスターと話し合った。

　最後に連絡先を交換し、俺はギルドマスター室を後にする。

　ここまで来た用は済ませたため、さっそく帰路につくことにする。

　しかし、

「……凛りん？」

「凛先輩が、どうしてここに？」

「ん？」

　背後から聞きなれた声がしたので振り返る。

　そして驚きに目を見開いた。

「……零れい、それに由衣」

　そこにいたのは、黒くろ崎さき零と葛か西さい由衣の二人だった。




　　　　◇◆◇




「どうしてこうなった……」

　ギルドマスター室で仮入団を決めてから数分後。

　ギルド内にある待機所の一室にて、俺は思わずそう呟つぶやいていた。

　待機所には飲食スペースが備え付けられており、そこで俺は他の三人と一緒にテーブルを囲んでいた。

　そのうち二人は偶然にも先ほど遭遇した零と由衣。

　そして残る一人はと言うと……

「……？　どうかいたしましたか？」

「いや、なんでもない」

　俺の左隣に座る少女、クレアの問いかけに対して首を横に振る。

　そう、なぜかこの場にはクレアもいるのである。

　話の流れは簡単だ。

　零と由衣の二人（特に零）が宵月ギルドにいることに驚いた俺と同様、零たちも俺がここにいることにかなり驚いている様子だった。

　そんな二人に対し俺が宵月に仮入団したことを伝えると、せっかくなので少し話をしようということになったのだ。

　そして二人の案内でこの待機所に来たところ、クレアと遭遇したというわけである。

「よかったらこちらをどうぞ」

「ありがとうございます」

　ギルドの事務員らしき方が小さな和菓子を二つと温かい緑茶を人数分持ってきてくれたので、ありがたく受け取っておく。

　にしても気まずい。

　この部屋には俺たち以外にも数人いるが、初めてここにやってきた俺に興味があるのか、ほとんど全員から視線を向けられてしまっている。

　……気にしないよう心掛けるか。

　というわけで、さっそく話題を提供することにする。

「それにしても、まさか零まで宵月に加入してるとはな」

「ソロでやっていくにも、限界があるから」

　ここにいた時点である程度予想はできていたが、零も宵月ギルドの一員になったらしい。

　きっかけは由衣から誘われたからとのことだが、零のユニークスキルが優秀でギルドマスターのお眼鏡にかなったとのこと。

　それに何より、零がここの環境を気に入ったことにより加入を決断したらしい。

　不思議な縁だなと思っていると、斜め前にいる由衣が笑いながら言った。

「それにしても、まさか凛先輩までこのギルドに来るだなんてびっくりしました。何か心境の変化でもあったんですか？」

「まあ、色々とな」

「私としては、凛先輩も入団してくれたら嬉うれしいです！」

「……善処するよ」

　なんというか、こうしてまっすぐに好意を向けられるのはなかなか恥ずかしい。

「……ふむ」

　すると、隣にいるクレアが興味深げに頷うなずいた。

「葛西さんと天音さんはずいぶん仲がいいんですね。年は二つ違うようですが」

「えっと……実は冒険者になりたてのころに助けてもらったことがあるんです。その後に凛先輩の妹さんが私の後輩だってことが分かって、仲良くなったって感じです」

「なるほど。ということは、葛西さんが以前話していた尊敬している先輩とは天音さんのことだったんですね」

「尊敬している先輩？」

「ちょ、ちょっとクレア先輩！　それをここで言うのは……」

　クレアの発言に対し、由衣は顔を真っ赤にしながら慌ただしく両手をあわあわと振る。

　ふむ、今の反応を見るに、本当にそんなことがあったらしい。

　まさか由衣が俺のポジティブ・キャンペーンに努めてくれていたとは驚きだ。

　気分は悪くない。

「よし、由衣にはこれをあげよう」

「えっ？　あ、ありがとうございます……？」

　感謝の意を込めて、自分の皿の上から和菓子を一つ由衣の皿に移す。

　由衣は戸惑いながらもお礼を言っていた。

　しかし、それを見て不満げな表情を浮かべたのは零だった。

「むぅ、由衣だけずるい。凛の素晴らしい点を語るなら、わたしも負けない」

　そんなよく分からない前置きとともに、なぜか対抗心を燃やした零が俺をすごい勢いで褒めていく。

　それもかなり長く、三十秒ほど経たったが終わる気がしない。

「分かった分かった。そのへんで十分だ」

「んんっ、もぐもぐ」

　そろそろ静かにさせるため、楊よう枝じで刺した和菓子を零の口の中に放り込む。

　少し乱暴にはなってしまったけど、なんか幸せそうな顔で食べ進めているから良しとしよう。小動物みたいで可愛かわいいし。

　しかしながら、これで俺の皿から和菓子が消えた。

　結局一口も食べることができなかったが……まあ別にそれはいいか。

「凛先輩、一口も食べてないですけどいいんですか？」

　などと考えていると、由衣がそう尋ねてくる。

　ふむ、罪悪感を抱かせないためにも、ここはそれっぽい理由で返すべきか。

「ああ、実は今ダイエット中なんだ」

「「「──────！」」」

　その瞬間、場の空気が凍った。

　由衣と零は仲良く顔を見合わせた後、まだ和菓子が残っている皿を同時に俺へ差し出してくる。

「実は私、凛先輩がおかしを美味おいしそうに食べるのを見るのが好きなんです。ですのでぜひ！」

「わたしもわたしも」

「そ、そうか」

　全く意味が分からなかったが、気け圧おされるようにして皿を受け取る。

　結果として、一瞬にして元通りの数になった。

　と、ここで俺は先ほど二人と一緒に動きを止めていたクレアの方を向く。

　彼女は一つだけ和菓子の残った皿を両手で持ち上げ、俺と何度か見比べた後、自分の体にすっと寄せて言った。

「……あげませんよ？」

「────っ」

　少しだけ控えめで、それでいてしっかりと主張するクレア。

　クールな見た目からは予想していなかった反応に、思わず言葉を詰まらせる。

　そんな彼女を見て生じた感情を誤ご魔ま化かすように、俺は戻ってきた和菓子をパクパクと口に放り込む。

「ごちそうさま」

　食べ終わると、少しだけ冷めた緑茶で喉を潤す。

　そこでようやく、ほっと一息つくことができた。

　そしてそれからしばらく、俺たちは親交を深めるように、何気ない会話を続けるのだった。
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第二章　爆速レベルアップ






　宵よい月づきにて色々あった翌日。

　俺は新たにＣランクダンジョン──【久く世ぜダンジョン】にやって来ていた。

　ダンジョンの前に辿たどり着いた俺は、ここで改めて自身の持つユニークスキル、ダンジョン内ない転てん移いについて確認する。




　───────────────

【ダンジョン内転移LV20】

　使用ＭＰマジツクポイント：１ＭＰ×距離（Ｍ）。

　条　　件：発動者が足を踏み入れたことのあるダンジョン内に対してのみ転移可。

　転移距離：最大で４００メートル。

　発動時間：０・８秒×距離（Ｍ）。

　対象範囲：発動者と発動者が身に纏まとうもの。

　───────────────

【派生スキル：瞬間転移タイム・ゼロ】

　１００ＭＰを使用することにより、半径10メートル以内なら０秒で転移可。

　───────────────




　条件にある通り、俺がダンジョン内転移を使用できるのは足を踏み入れたことのあるダンジョン内にのみだ。その点を最大限に活用するため、俺は以前、幾つものＣランク以下のダンジョンを攻略はせずに挑戦だけしておいた。

　そのうちの幾つかはまだ踏破を終えていないため、こうして改めて攻略しに来たというわけだ。

「んじゃ、行くか──ダンジョン内転移」

　こうして俺は久世ダンジョンの中に転移した。

　久世ダンジョンは攻略推奨レベル８００の、Ｃランクとしては下位に位置するダンジョンだ。無名の騎士ネームレス・ナイトとの激闘を繰り広げた剣けん崎ざきダンジョンよりは上だが、キングレインボーウルフと戦った魔ま狼ろうダンジョンよりは下といったところ。

　まあ、無名の騎士のレベルは１１００だったから、実質的にはあちらの方が上だったが。

　道中で出現するのは、コボルトやゴーレムなどの魔物である。

　これまでならば一周目に限り、ダンジョンの様子を確かめるため普通の方法で攻略することもあったが、今の俺は１３０００レベルを超えている。

　今さらそんなことをする必要はないだろう。

「というわけでさっそく、ガンガン行くか。ダンジョン内転移」

　ダンジョン内転移を利用し、一瞬で最下層まで到着する。

　隔絶の魔塔の経験があるせいか、本当にこんな簡単に攻略が進んでもいいのかと不思議な気分になってしまう。

「まあそれはおいておくとして、ボスに挑むとするか」

　ボス部屋に入ると、待ち受けていたのは８００レベルのアイスゴーレムだった。

　硬質な氷によって覆われた体は刃を軽々と弾はじくと言われているが、ここまでレベルが離れていたら話は別。

　魔奪剣グリードを一振りしてやるだけで、簡単に討伐に成功した。




『ダンジョンボスを討伐しました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが12アップしました』




「よし、まずは一周目っと。順調順調、この調子でどんどん行くか」

　久々の周回だ。

　気合を新たにし、俺は時間の許す限り攻略を続けていくのだった。




　　　　◇◆◇




『貴方あなたは本ダンジョンを規定回数攻略しました』

『ボーナス報酬　レベルが30アップしました』

『今後、貴方が本ダンジョンを攻略しても報酬は与えられません』




　翌日。

　合計六十周目を終えたタイミングで、脳内に聞きなれたシステム音が響き渡る。

「お、やっと踏破できたか」

　計十一個目となるダンジョン踏破だ。

　そういえば、踏破したダンジョンが十個を超えたら称号の表示はどうなるのだろうか？

　気になったため、確認してみることにする。




　───────────────

【ダンジョン踏とう破は者しや（10／10）】


　・ダンジョンを踏破した者に与えられる称号。

　・特定数のダンジョンを踏破することによって、ある恩恵が与えられる。



　───────────────




「10／10のまま……ってことは、これ以上踏破しても特別な何かをもらえるわけじゃないのか」

　さて、困った。

　二十個目の踏破を終えたら再び隔絶の魔塔に挑戦できるとかなら、幻の三つ目の報酬をもらえるチャンスがあったかもしれないが、どうやら無駄な期待だったようだ。

　正直かなりショックだが、俺一人の力ではどうしようもないことなので、ひとまず気にしないことにする。

「それよりも、まずは溜たまったＳＰスキルポイントをどう使うかだな」

　俺は自分のステータスを改めて確認する。




　───────────────

【天あま音ね　凛りん】

　レベル：１４３６７　ＳＰ：１６２１０

　称号：ダンジョン踏破者（10／10）・無名の剣豪・終しゆう焉えんを齎もたらす者もの（ＥＲＲＯＲ）・賢者を越えし者

　ＨＰ：１１２１００／１１２１００　ＭＰ：１７３３０／３１５７０

　攻撃力：２６８７０　耐久力：２２６３０　速　度：２８１００

　知　力：２２２９０　抵抗力：２２４３０　幸　運：２１３５０

　スキル：ダンジョン内転移LV20・身体強化LVＭＡＸ・剛力LVＭＡＸ・金剛力LVＭＡＸ・高速移動LVＭＡＸ・疾風LVＭＡＸ・起死回生LV１・浄化魔法LV１・魔力上昇LVＭＡＸ・魔力回復LV２・索敵LV４・隠おん密みつLV４・状態異常耐性LV４・鑑定・アイテムボックスLV５・隠蔽LV１・纏てん壁へきLV１・略りやく奪だつ者しやLV１

　───────────────




　現在、溜まっているＳＰ量は１６２１０。

　かなりの量があるが、問題はこれをどのスキルに使うかだ。

「まずは、今後の方針を立てるためにもスキル一覧を見てみるか」

　小さく呟つぶやいた後、俺は今後必要となるであろうスキルをピックアップする。




　─────保有スキル─────

　ダンジョン内転移LV20→LV21（必要ＳＰ：１００００）

　纏壁LV１→LV２（必要ＳＰ：１００００）

　状態異常耐性LV４→LV５（必要ＳＰ：１０００）

　索敵LV４→LV５（必要ＳＰ：１０００）

　隠密LV４→LV５（必要ＳＰ：１０００）

　アイテムボックスLV５→LV６（必要ＳＰ：１２００）

　─────新規スキル─────

　忍　　耐LV１（必要ＳＰ：１００）

　魔力強化LV１（必要ＳＰ：１００）

　精神強化LV１（必要ＳＰ：１００）

　etc.

　───────────────




「だいたいこんな感じかな」

　次はこの中からどれを選ぶかの検討だ。

　まず、新規スキルとして挙げた忍耐、魔力強化、精神強化。

　これらはそれぞれ、ステータスにおける耐久力、知力、抵抗力を上げてくれるスキルだ。

　剛力や高速移動の別バージョンと言った方が分かりやすいかもしれない。

「ＳＰが余るくらいまできたら、こいつらも獲得したいんだが……効果を実感できるレベルまで上げるとなるとＳＰをかなり使うことになるし、今はまだ保留かな」

　これらのスキルを頑張ってLV10にしても、ステータスの上昇は３０００。

　その後、上位スキルを獲得することで初めて効果を発揮するタイプだ。

　今はまだ取るべきではないだろう。

　ということで次は保有スキル一覧に視線を向ける。

　量が多い。なかなか選択が難しいところだ。

　少ないＳＰで取れるという観点で見ても、状態異常耐性、索敵、隠密、アイテムボックスと四つも存在する。

「状態異常耐性、索敵、隠密はどちらかといえば高難易度ダンジョン向けで、周回用じゃない。となると、アイテムボックスの優先度が上かな？」

　アイテムボックスはLV１の時点では大きめのリュック程度の容量しかないが、レベルを上げるごとに容量は数倍になっていく。

　現在のLV５のままでも武器やアイテム、魔石、魔物の死体を幾つかくらいは保管できるが、今後のことを考えればもう少しレベルを上げてもいいかもしれない。

　金になる巨大な魔物の死体なんかも回収できるようになるからな。

「よし、ひとまずアイテムボックスのレベルを上げるのは確定として。問題はこの二つだな」

　俺はスキル一覧の中から、二つのスキルに視線を向ける。

「ダンジョン内転移に、纏壁──このどちらを上げるかだな」

　どちらも上昇させるのに必要なＳＰは１００００と破格。

　その分だけ活躍してくれるスキルなので、そこに文句はないのだが……

　参考のため、俺は纏壁の説明を読む。




　───────────────

【纏壁LV１】


　・ＭＰを消費することにより、対象者を包み込むような魔力の壁を生み出す（強度、持続時間はスキルレベルにより変動）。

　・クールタイム：60秒。



　───────────────




「強度、持続時間はスキルレベルにより変動……ここが重要なんだよな」

　先日の柳やなぎ戦において、このスキルはかなり役立った。

　奴やつが振るう短剣から何度も俺の身を守ってくれた。

　ただ柳はレベルが１００００と少し程度だったし、パワー型ではなくスピード型なため、攻撃の威力はそこまで高くなかった。

　そんな柳の攻撃を十数回受けて突破されるようでは、今後、このレベルのままで活用することは難しいかもしれない。

　必然的にスキルレベルを上げる必要がある。

　しかし、それも今すぐの話ではない。

「逆に言えば柳を超えるような強敵と戦うまでは上げる必要がないってことだからな。しばらくは安全なダンジョンで周回を続けるつもりだし、やっぱりここはこれに決まりか」

　そう呟き、俺が視線を向けた先にあるのはダンジョン内転移の文字だった。

「スキルレベルを上げるのに必要なＳＰ量が、これまでとは明らかに違う。今後レベルを上げていく価値があるのか判断するためにも、まずは傾向を見たいところだな。次、LV30になるまでほとんど役に立たない進化が続くっていうのなら、少し考え物だしな」

　そんな考えのもと、俺はダンジョン内転移のスキルレベルを上げることを決断した。

　──そして、その結果に驚きよう愕がくすることとなった。




『ダンジョン内転移のスキルレベルが21に上がりました』

『条件が変更されます』

『発動者が足を踏み入れたことのあるダンジョン内に対してのみ転移可→全てのダンジョン内に対して転移可』




「んなっ……！」

　驚きのあまり、間抜けな声が零こぼれてしまう。

　だが、そうなるのも仕方ない。

　だって──

「全てのダンジョン内に対して転移可ってことはつまり、今まで一度も足を踏み入れたことがないダンジョンに対しても転移できるようになるんだよな？　新規ダンジョンに挑戦する際のスパンを気にしなくてもよくなるのか……とんでもないな。転移距離自体は変わっていないから、隔絶の魔塔とかには相変わらず挑戦できないんだろうが……それを差し引いても十分すぎる進化だ」

　今後、自分に合ったレベルのダンジョン──Ｂランクダンジョンに挑戦したいと思っていた俺は、そのために幾つかの方法を考えていた。

　が、この進化によってそうする必要はなくなる。

　自分の好きなタイミングで、好きなダンジョンに挑戦できるようになるのだ。

「これは俺にとって、大きな追い風になりそうだ」

　歓喜しているのが分かる弾んだ声で、俺はそう口にした。

　今回の進化を利用して、さらなる速度でレベルアップしていこう。

　そんな決意を胸に抱いた。

　その後、残ったＳＰのうち一部を使用してアイテムボックスをLV５→LV６に上げ、俺は帰路につくのだった。




　───────────────

【ダンジョン内転移LV21】

　使用ＭＰ：１ＭＰ×距離（Ｍ）。

　条　　件：全てのダンジョン内に対して転移可。

　転移距離：最大で４００メートル。

　発動時間：０・８秒×距離（Ｍ）。

　対象範囲：発動者と発動者が身に纏まとうもの。

　───────────────

【派生スキル：瞬間転移】

　１００ＭＰを使用することにより、半径10メートル以内なら０秒で転移可。

　───────────────




　　　　◇◆◇




　久世ダンジョンの踏破を終え、ダンジョン内転移がLV21になった翌日。

　今後は新規ダンジョンにおけるスパンも気にせずに済むということで、さっそく攻略推奨レベル１００００超えのＢランクダンジョンにでも挑戦する──という流れにはならなかった。

　場所は既に踏破済のＣランクダンジョン──【新にい見みダンジョン】。

　ゲートの手前で、俺は隣にいる妹の手を握り問いかけた。

「華はな、大丈夫そうか？」

「うん、思ってたより平気っ」

　笑顔の浮かべ方を見るに、どうやら嘘うそではなさそうだ。

　あれだけの出来事に遭った後だから、ダンジョンに対するトラウマを抱いている可能性も低くはないと考えていたが、とりあえず一安心。

「じゃあ行くか」

「うんっ！」

　俺と華は新見ダンジョンの中に入っていった。




　先日。柳との死闘を繰り広げた後、俺は改めて華からその時の出来事について詳しく話を聞いた。

　すると一つ興味深い話があったのだ。

　柳は華の持つユニークスキル技能模倣ストツクの性能を確かめるため、わざと華に強力な魔物を討伐させたらしい。

　その際、華のレベルは驚くほど上昇したとのことだった。

　ステータス画面を見せてもらうと、そこにはこう書かれていた。




　───────────────

【天音　華】

　レベル：５２１　ＳＰ：４７５０

　ＨＰ：３８２０／３８２０　ＭＰ：１３９０／１３９０

　攻撃力：８２０　耐久力：９００　速　度：８２０

　知　力：９４０　抵抗力：８２０　幸　運：８２０

　スキル：技能模倣ストツクLV１・身体強化LV３・魔力操作LV３・魔力上昇LV５

　───────────────

【技能模倣LV１】

　条件：対象者に直接触れることにより、相手が保有するLV１以下のスキルをコピーする。

　模倣可能数：最大で１種類。

　模倣時間：最大で10分（再度触れることで延ばすことが可能）。

　───────────────




　これを初めて見た時はかなり驚いた。

　俺が一年かけて到達した２００レベルを大きく上回るレベルだったからだ。

　いや、もしかしたらステータス獲得からたった数日でこれだけの成長は、もはや世界最速クラスかもしれない。

　問題はこれだけ上昇したレベルとステータス、それから大量のＳＰをどう活用するかだった。

　あの日、華は言った。

　自分を、そして自分以外の誰かを守れるくらい強くなりたいと。

　俺はそのための手助けをしてあげたいと思った。

　そんな経緯から、ダンジョン内で実戦を交えながら様々なアドバイスができればと思って、こうしてダンジョンにやって来たというわけである。

「この辺でいいか」

　第二階層に辿たどり着き周囲に冒険者がいないことを確認した俺は、そう小さく呟つぶやいた。

「んじゃ、さっそく始めるか」

「うん」

　まず初めに必要なのは、大量のＳＰをどう割り振るか決めることだ。

　俺と華は隣に並んで、華のステータス画面を見る。

　そして、それぞれのスキルレベルを上昇させるのに必要なＳＰ量を確認する。




　─────保有スキル─────

　技能模倣LV１→LV２（必要ＳＰ：１０００）

　身体強化LV３→LV４（必要ＳＰ：40）

　魔力操作LV３→LV４（必要ＳＰ：８００）

　魔力上昇LV５→LV６（必要ＳＰ：１２００）

　───────────────




　もともとのスキルレベルが高いからか、身体強化を除きどれも必要ＳＰ量がかなり多い。

　特に技能模倣に関しては、LV２に上昇させるのに１０００ＳＰも必要だとは驚きだ。

　それだけ優秀なスキルだから、仕方ない面はあるが。

　すると、華は俺に向かって小首を傾かしげる。

「ねえ、お兄ちゃん。どのスキルが重要なの？」

「……正直、全部だな」

　ユニークスキルである技能模倣は当然のことながら、他のスキルも汎用性が高く、レベルを上げるに越したことはない。

　それが俺の率直な意見だった。

　ちなみに魔力操作というのは、魔法などを発動する際に魔力を扱いやすくなるスキルである。

　技術上昇スキル──剣術や槍そう術じゆつの魔力版と言ったところだ。

　魔法の威力はスキルレベルの他に、本人の技術によっても左右されてしまう。

　その技術を引き上げてくれるのだ。

　話を元に戻そう。

　問題はまずどのスキルのレベルを上げるかだが、その答えは決まっている。

「ＳＰにも余裕はあるし、まずは身体強化をLV10まで上げよう。そしたら剛力、忍耐、高速移動っていうステータスを大幅に上昇してくれるスキルも獲得できるようになる。華の技能模倣を最大限活用するためには、接近戦もこなせるようになっておいた方がいい」

「わかった、じゃあそうするね」

　華は俺を心から信頼してくれているようで、迷うことなく身体強化のレベルを上げていく。結果として、４９０ＳＰを使用して身体強化はLV10になった。

　さて、ここからが本番だ。

「それじゃ、次はとうとう技能模倣だな。華が冒険者として強くなるためには、このスキルがかなり重要だってことは理解してるよな？」

「……うん、もちろん。使い方によっては、自分より遥はるかに強い相手を倒せるくらいだもんね」

　華は神妙な面持ちでそう言った。

「そういうことだ。ただ、LV１以下のスキルしかコピーできない今のままじゃ役に立つ場面がかなり限られてくる。できれば、最低でもLV５くらいまではコピーできるようになりたいな」

「じゃあ、技能模倣のレベルを上げればいいの？」

「ああ。とりあえず傾向を見るためにも、LV２にしてみよう」

「……分かった」

　頷き、華は技能模倣をLV２に上げる。

　その結果、効果は以下のように変化した。




　───────────────

【技能模倣LV２】

　条件：対象者に直接触れることにより、相手が保有するLV２以下のスキルをコピーする。

　模倣可能数：最大で２種類。

　模倣時間：最大で20分（再度触れることで延ばすことが可能）。

　───────────────




「なるほど、こういった感じか」

　コピー可能なスキルがLV１からLV２に。

　模倣可能な数が１種類から２種類。

　そして模倣時間が10分から20分に変化した。

　全ての項目が成長する、理想的な進化だった。

「お兄ちゃん、これっていいの？　悪いの？」

「かなりいいな。これなら十分活躍してくれそうだ」

「ほんとっ!?」

　俺の言葉に対し、華は嬉うれしそうな反応を見せる。

　それを見て俺は和んだ。

　その後、続けて技能模倣をLV３にまで上げ、残りのＳＰはひとまずおいておくことにした。実際に華が魔物と戦闘するのを見て方針を決めようと思ったからだ。

　そんなわけで、さっそく俺と華は魔物を探し始めるのだった。




　俺と華が魔物を探すこと約五分。

　目の前に現れたのは、大きな棍こん棒ぼうを持った緑色の小鬼──ゴブリンだった。

　鑑定を使用してみると、レベルは４００。

　初心者の華にしてみたらかなりレベルが高い相手だが、ステータス的には余裕があるし、最悪の場合を想定して助ける準備だけはしておく。

　ゴブリンを見た華の表情には緊張の色が浮かんでいた。

「華、やれるか？」

「うん……できる」

　頷うなずいて、華はゴブリンから距離を取った状態で身構える。

　既に華には俺の保有するスキルを二つコピーさせている。

　纏壁LV１と魔力回復LV２の二つだ。

　この中で戦闘に使用できるのは纏壁のみ。

　しかも防御に特化したスキルなため、攻撃手段は他から賄わなければならない。

　それゆえ、華には既に俺が用意しておいた短剣を渡してある。

　華の現在のレベルに合わせたものであるため、問題なくゴブリンにもダメージを与えられるはずだ。

「──いくよ！」

「グゥ！」

　そうして、華とゴブリンによる戦いが始まった。

　レベル差、スキルによるパラメータの上昇、さらにはもともと華の運動能力が高いことも影響し、戦闘は華の優勢で進んでいく。ゴブリンの振るう棍棒は華には当たらず、華の振るう短剣が少しずつゴブリンの体力を奪っていった。

　このまま問題なく勝てるか。

　そう考えながら見ていると、ゴブリンが予想外の行動を取った。

「ガウッ！」

「ッ！」

　ゴブリンはあろうことか手に持つ棍棒を華に向かって勢いよく投げた。

　まさか唯一の武器を手放すとは考えていなかったのか、華は咄とつ嗟さに短剣で守ろうとするも、その勢いを止めきることはできず、短剣は華の手から離れていった。

「グルゥ！」

　それを見て好機だと思ったのか。

　ゴブリンは瞬く間に華との距離を詰めると、地面に落ちていた棍棒を拾い振り上げる。

「これ以上は危険か──ん？」

　纏壁を纏まとっているとはいえ、万が一の危険性はある。

　そう思い加勢するべく地面を踏みしめた直後、俺の視界に驚くような光景が飛び込んできた。

「しつこい！」

「ギャウッ！」

　敵が棍棒を振るうよりも早く、華による渾こん身しんの右ストレートが敵の顔面に埋まった。

　美しいフォームから放たれたその一撃によって、ゴブリンが軽々と吹き飛んでいく。

「え、えぇー」

　どんな風に魔法を使って倒すのかと思っていたら、最後はまさかの拳で決着。

　ステータスの差やスキルの影響もあるのだろうが、あまりにも見事だった。

　背中から地面に落ち、無防備なゴブリンに向かって短剣を振り下ろしてトドメを刺した華はこちらに振り返った。

「勝ったよ、お兄ちゃん！」

「お、おめでとう」

　柳に与えられたトラウマからどうなるものかと不安に思っていたが、終わってみればまさかの圧勝。

　それも初心者ではなかなか実行が難しい素手での討伐だ。

　思い返してみれば、華がトレントを討伐した時も、緊急事態とはいえレベル２の状態でレベル１００００の敵に立ち向かったんだよな？

　うちの妹、もしかしたらかなりの度胸の持ち主なのかもしれない。

　ふと、俺はそんなことを思うのだった。

　ひとまず戦闘が終わったということで、気になったことについて尋ねる。

「そうだ、最後にゴブリンを素手で殴ってたけど怪け我がはないか？」

　仮にかすり傷の一つでもついていたら大問題。

　そう思って尋ねたのだが、華は「平気っ」と答えた。

「纏壁を使ってたから、私にダメージはなかったよ」

「なるほど、そんな使い方があったか」

　どうやら華は纏壁をプロテクターのように使用したらしい。

　確かにあれだけの強度で体が守られていたら、ゴブリンを殴ったくらいで傷付くことはないだろう。

　にしても、俺でもまだ防御以外の使用方法を見つけていなかった纏壁をまさかそんな風に有効活用するとは。

　戦闘における機転という意味でも、華には才能があるのかもしれない。

　そんな華が技能模倣を用いて強力なスキルをコピーし、様々な方法で使用していけば、いったいどれほど優れた冒険者になってしまうのだろうか。

「……ふむ」

　と、ここで俺は思考の海に沈む。

　華が冒険者として活躍するためには、俺のようなソロではなくパーティーで活動するべきだ。

　技能模倣の性能を最大限に発揮するためには、優秀なスキルを持った仲間が必要となる。

　もっと言うなら、華の強みは状況に応じてどんな戦い方もできるということ。

　一つのパーティーに収まる必要すらないかもしれない。

　となると……やっぱりいずれかのギルドに所属するのが一番なのだろう。

　できることなら、俺と華は同じギルドに所属したいと考えている。

　いや、もはやマストと言ってもいい。

　それを前提に考えると、現時点での第一候補は……宵月となる。

　宵月は少数精鋭を謳うたう上位ギルドだが、華の才能を知れば喜んで勧誘してくるはず。

　問題は彼らが信用に足るギルドかどうかだが──

「？　急に静かになって、どうかしたの、お兄ちゃん？」

「いや、何でもないよ」

　無言で考え事をする俺を疑問に思ったのか、華はそう尋ねてくる。

　俺は首を横に振り、華の頭に優しく手を置いた。

　色々と想定はしたが、結局のところ、どのギルドに所属するのか決めるのは華自身だ。

　現時点でそこまでのことを考えても仕方ない。

　今はただ、できることをやろう。

「よし、華さえ大丈夫そうなら、次の魔物を探すとするか」

「了解だよっ」




　その後、俺たちは一時間に及びダンジョン内を歩き回った。

　魔物と戦うたびに、華はたしかな成長を遂げていた。

　華の顔に疲労の色が見え始めてきたタイミングで探索と魔物討伐については終わることにしたが、レベルアップ効率のことを考えたらこのまま帰るのは惜しい。

　華は高校生。学校があるため、ダンジョン攻略に来れるのは週に一度か二度。

　ダンジョン攻略後のスパンの影響は比較的小さいため、せっかくなので攻略して帰ろうと思った。

　だけど、ダンジョン内転移は俺にしか発動できないし、普通にこのダンジョンを攻略しようと思えば半日近くかかる。

　華の体力的にもそれは難しいだろう。

　というわけで。悩みに悩んだ末、俺が取った行動は一つ──

「よし、いくぞ！」

「ええっ!?」

　──華をお姫様抱っこして、全力で最下層まで駆け下りた。

　そして約三十分後。

　ダンジョンボスを一撃でぶっとばし、華は12レベルアップするのだった。




「……お兄ちゃん？」

「はい」

　ただその代償として、攻略後ダンジョンの外で華は不機嫌そうな顔で俺を睨にらんでいた。

　怒った顔もまた可愛かわいい。

「『せっかくだし攻略もしていくか。いい方法があるんだけど試していいか？』って言われたから頷いたけど、突然抱きかかえられて高速移動だなんて想像してなかったよ！　ちょっと楽しかったけど！」

　楽しかったんだ。それは何よりです。

　いずれにせよ、本当に怒っていたわけではないらしい。

　深いため息をつくと、「んっ」と手を差し出した。

「まあ、私のためを思ってやってくれたことだし許してあげる。ほら、お兄ちゃん、早く帰ろっ」

「ああ」

　俺は華の手を握り、一緒に帰路につくのだった。




　　　　◇◆◇




　ファミレスで昼食を取り、華と家まで帰った後、俺は改めて外に出た。

　現在の時刻は正午を過ぎたあたり。休むにはまだ少し早い。

　そんなわけで、俺は一人でダンジョンにやって来ていた。

　周囲には優れた装備に身を包んだ冒険者たちが何人もいる。

　歴戦の猛も者さ。そう呼ぶのがふさわしい姿だった。

　それもそのはず。

　なんせここは攻略推奨レベル１００００のＢランクダンジョン──【鈴すず鹿かダンジョン】。

　この世界ではダンジョン攻略報酬の影響もあり、レベルが高ければ高いほどレベルアップの効率は上がっていくものだが、それでも１００００レベルに到達するまでには最低でも五～六年は必要となる。

　それだけの長期間、冒険者として活動してきた人たちだ。

　Ｃランク以下の者たちとは明らかにオーラが違う。

「ようやく、俺もここまで来れたってことだな。よしっ」

　気を引き締めなおし、改めて鈴鹿ダンジョンに向き合う。

　ダンジョン内転移がLV21になったことにより、俺はこれまで挑戦したことのないダンジョンにも入れるようになった。

　これはつまり、スパンの影響が完全に消えたことを意味する。

　そして──

「ダンジョン内転移」

　──こうして俺は、Ｂランクダンジョンに初挑戦するのだった。




　ダンジョンでは基本的に難易度が上がるほど階層は増え、下に行くほどフロアは広くなっていく。Ｂランクともなれば、その傾向は顕著だ。

　現にここ鈴鹿ダンジョンは、全五十階層となっている。

　攻略には一日、下へ手たをすれば数日がかかるほどの大きさである。

　しかしながら、それも当然、正攻法で挑戦すればの話だが──

「まだ入ってから十数分しか経たってないけど、だいぶ下の方まで来たな」

　ダンジョン内転移を発動すること十数分、俺はおもむろにそう呟つぶやいた。

　現在俺は、他の者たちが数時間かけて辿たどり着く第三十階層にいた。

　そのままの流れで第三十一階層に行くために、ダンジョン内転移を発動しようとした次の瞬間だった。

「キシャァァァ！」

「むっ」

　気色悪い音とともに、何かが俺に迫ってくる。

　反射的に地面を蹴り、それを回避した。

　先ほどまで俺がいた空間を貫いた赤色の何かは、しゅるると音を立てながら元の場所に戻っていく。

　見ると、そこには岩のような鱗うろこで覆われた巨大なトカゲが存在していた。

　鑑定を使用してみる。




　───────────────

【ロックリザード】


　・レベル：８０００

　・岩石の鱗を纏まとったトカゲ型の魔物。刃物による攻撃、および魔法を弾はじく頑強な鱗が特徴的。



　───────────────




「……ふむ。ロックリザード、レベルは８０００か」

　ここまでは運よく魔物とは遭遇しなかったが、ここにきてようやくお出ましになったらしい。

　とはいえ、ぶっちゃけ瞬間転移で今すぐ下の階層に行くことは可能なんだが……

「せっかくだ、戦っていくか」

　ダンジョンボスばかり討伐していたら、限られた状況においての戦闘経験しか得られなくなってしまう。そのため、遭遇した敵とはどんどん積極的に戦っていくべきだろう。

「魔奪剣」

　アイテムボックスから、透明に輝く刀身が特徴的な短剣──魔奪剣を召喚する。

　刃物の攻撃は効きにくいとあるが、試すだけならタダだ。

　それに──




　───────────────

【無名の剣豪】


　・他者に頼ることなく、刀剣と自らの力のみで困難を乗り越えた者に与えられる称号。

　・称号保持者がレベルアップした際、装備している刀剣類の武器の性能もアップする。

　・刀剣類の技術上昇スキルを保有している場合、この称号効果は発揮されない。



　───────────────




　称号の効果を発揮するためにも、極力武器を装備した状態で戦いたいからな。

　そうこうしているうちに準備は整った。

　というわけでさっそく、

「いくぞ」

　小さく息を吐いた後、俺はロックリザードに向かって駆け出していく。

「シャーッ！」

　耳に残る音とともにロックリザードの口から放たれるのは、槍やりを彷ほう彿ふつとさせるほどに鋭い赤色の舌だった。

　まともに喰くらえばダメージは避けられない。

　しかし──

「遅い」

　──今の俺にとって、その程度の攻撃は脅威ではない。

　軽いステップで躱かわした後、素早く魔奪剣を振り上げる。

「ギャウッ！」

　たった一撃で舌は切断され、ロックリザードは声にならない悲鳴を上げた。

　攻撃を仕掛けるなら今！

「はあッ！」

　馬鹿正直に、鱗に攻撃するわけではない。

　鱗と鱗の間に刃やいばを滑らせるようにして、鋭い斬撃を浴びせる。

　作戦は成功。

　斬撃によってロックリザードの中身に深い裂傷を負わせることに成功し、さらに剥はぎ取られた鱗が数枚、宙を舞った。

　後はむき出しになった肉に刃を突き立てるだけ。

　しかし、ただやられるロックリザードではなかった。

「キシャァ！」

「──ッ」

　突如としてロックリザードの内部で爆発が発生したかのように、体に纏う鱗が勢いよく放出された。

　数十を超える強固な岩石が俺に向かって飛んでくる。

「瞬間転移」

　瞬時に俺はロックリザードから距離を取り、攻撃を回避した。

　まさかの反撃に驚いたが、これでロックリザードを守る鎧よろいはなくなった。

　今度こそ、後は一撃を浴びせるだけ──

「……ほう」

　──と思った直後、ロックリザードの体から一斉に岩石の鱗が生えてきた。

　瞬く間のうちに、元通りの姿に戻る。

「再生能力まで持っていたのか。いや、鱗が元通りになるだけなら再生とは言わないのかな？　……まあどっちでもいいか。こうなったからには仕方ない」

　俺は魔奪剣をアイテムボックスの中に戻すと、右手の拳で左手の平を軽く叩たたく。

　パンッと、気持ちいい音が響いた。

「鱗を剥ぎ取ってからトドメを与えるっていう二段攻撃が防がれるんなら、一発で片をつけるしかないよな──纏壁っと」

　体に透明の壁を纏う。

　さらに瞬間転移を発動し、ロックリザードの上空に出現。

　そして──

「喰らえ」

　──渾こん身しんの一撃を、ロックリザード目掛けて振り下ろした。




　───────────────

【賢者を越えし者】


　・クエスト【賢者の闘争】を特定の条件でクリアした者に与えられる称号。

　・武器を持たない状態での戦闘時、攻撃力、耐久力、速度の各パラメータを＋50％。



　───────────────




　賢者の拳は軽々とロックリザードの鱗を粉砕し、そのまま肉体を貫く。

「よし、なんとかなったな」

　問題なくロックリザードを討伐できたことを確認した俺は魔石を回収し、そのままダンジョンを進んでいくのだった。




　ロックリザードの戦闘後は魔物と遭遇することもなく、順調に最下層まで下りることができた。

　目の前には、ボス部屋に繋つながる大きな扉が立ちはだかっている。

「結局、ここまで三十分もかからなかったな。初めてのＢランクダンジョンをこんな簡単に進んで、本当にいいのかって気分になるが……まあ文句を言ってくる奴やつがいるわけでもないんだ。気にせず行こう」

　というわけで、さっそく扉を開けて中に入る。

　部屋の中心には、炎を纏ったトカゲ型の魔物──サラマンダーが鎮座していた。

　その大きさはかなりのもので、高さは１メートルに届くだろうか。

　ダンジョン挑戦前にボスの情報自体は調べていたが、念のため鑑定を使用する。




　───────────────

【サラマンダー】


　・レベル：１００００

　・体に火炎を纏った魔物。火炎を自由自在に操ることができ、さらには強きよう靭じんな肉体による攻撃も強力。



　───────────────




「うん、聞いた通りだ。これならなんとかなりそうだな」

　魔奪剣を構えると、真正面からサラマンダーと向かい合う。

　先に動いたのは、相手だった。

「ガァアアア！」

　空間いっぱいに響き渡るサラマンダーの咆ほう哮こう。

　呼応するように炎が一か所に集まったかと思えば、螺ら旋せんを描くようにして、一直線に俺目掛けて放たれた。

　絶大な熱量を誇るその一撃を喰らえば、大ダメージは避けられないだろう。

　──もっとも、当たればの話だが。

「喰らえ、魔奪剣」

「──!?」

　一いつ閃せん。

　透明に輝く刃が触れた瞬間、炎の渦が一瞬で消滅する。

　同時に、魔奪剣の刃が赤く染まった。

「──いくぞ」

　想定外の事態を前にして動きを止めるサラマンダー。

　俺はその隙を逃さなかった。

　瞬間転移を使うまでもない。

　速度パラメータに頼った超速移動によって、一瞬でサラマンダーに肉薄する。

　攻撃を浴びせるべく魔奪剣を振り上げた直後、ふと思った。

　……サラマンダーの体を纏まとうこの炎も、吸収できたりするんじゃないか？

　魔物が放つ炎や雷を吸収できるのであれば、それも不可能ではないはずだ。

　実験の意味も込めて、俺は吸収を試みた。

　結果──

「──っ、成功！」

　見事、炎を吸収することに成功した。

　サラマンダーの体が大気に晒さらされる。

　それはすなわち、サラマンダーを守る炎の鎧がなくなったということ。

　サラマンダーの鱗うろこは、岩石のようだったロックリザードほどは硬くない。

　続けて振り下ろした刃が、深々とその体を貫いた。

「ガウゥゥゥ！」

「うおっ」

　とはいえ、さすがに一撃で死ぬほど甘い敵でもなかったらしい。

　サラマンダーは自分の体に突き刺さった刃さえお構いなしといった風に、勢い任せで体当たりを仕掛けてくる。

　魔奪剣を体から抜き、身軽な動きでそれを躱かわした俺は、その勢いを利用して──

「はあッ！」

「ガァァァアアアアアア！」

　──全力で振るった刃が、サラマンダーの顔面を切り裂いた。

　それがトドメとなり、サラマンダーは断末魔を上げながらその場に崩れ落ちていった。




『ダンジョンボスを討伐しました』

『経験値獲得　レベルが１アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』




「よし、攻略完了っと」

　脳内に鳴り響くシステム音を聞き、俺はそう呟つぶやいた。

　初めてのＢランクダンジョンだったが、思っていたよりもずいぶん楽に攻略が可能だった。

　まあ、レベルがレベルだから、それも当然なんだけどな。

「にしても……炎を吸収できたのはいいが、だいぶＭＰを使ったな」

　視界の片隅に浮かぶＭＰバーが、四分の一以上減少していた。

　そのほとんどはサラマンダーの纏う炎を吸収した際に減っていた。

　ああいった魔法は、魔物自身もかなりの魔力を使用して発動しているのだろう。

　たとえば、纏てん雷らい獣じゆうの纏雷とか。

　戦う魔物によっては有効な対抗手段になりそうだけど、使いどころは考えないといけないな。

　さて、後はサラマンダーから魔石を取り出し、報酬を受け取って地上に戻るだけだ。

　ちなみに鈴鹿ダンジョンの攻略報酬は魔力増幅石という名のマジックアイテムである。

　中に魔力が込められている石という点では魔石と同じなのだが、魔力増幅石の場合、単純なエネルギー資源として以外にも有効な活用方法がある。

　それが魔法の威力強化。魔法を放つ際、魔力増幅石の内部にある魔力を使用することで格段に威力が跳ね上がるのだ。

　そのため魔法使いの方々には大人気。かなりの値段で売却可能というわけだ。

　俺はわくわくしながら、その報酬が現れるのを待っていたのだが……

「全然こないな」

　どれだけ時間が経たっても、報酬が与えられる様子がなかった。

　普通だったらとっくに与えられているはずなのだが……

「待てよ。この展開、どこかで経験した気が──」

　嫌な予感がした、その直後だった。




『本ダンジョンを初挑戦で攻略したことを確認しました』

『本ダンジョンを単ソ独ロで攻略したことを確認しました』

『本ダンジョンに足を踏み入れてから60分以内に攻略したことを確認しました』

『条件：【神速の狩人かりゆうど】をクリアしました』

『エクストラボス、【グリフォン】が出現します』




「やっぱりか！」

　いつの間に出現したのか、翼がはためく音を響かせながら上空に浮かんでいたのは、大おお鷲わしの上半身と翼に、獅し子しの下半身を持った魔物──グリフォンだった。




　───────────────

【グリフォン】


　・レベル：２５０００

　・エクストラボス：鈴鹿ダンジョン



　───────────────

【天音　凛】

　レベル：１４４１８　ＳＰ：４５１０

　称号：ダンジョン踏破者（10／10）・無名の剣豪・終しゆう焉えんを齎もたらす者もの（ＥＲＲＯＲ）・賢者を越えし者

　ＨＰ：１１２５００／１１２５００　ＭＰ：２３１５０／３１６８０

　攻撃力：２６９７０　耐久力：２２７１０　速　度：２８２１０

　知　力：２２３７０　抵抗力：２２５００　幸　運：２１４２０

　スキル：ダンジョン内転移LV21・身体強化LVＭＡＸ・剛力LVＭＡＸ・金剛力LVＭＡＸ・高速移動LVＭＡＸ・疾風LVＭＡＸ・起死回生LV１・浄化魔法LV１・魔力上昇LVＭＡＸ・魔力回復LV２・索敵LV４・隠おん密みつLV４・状態異常耐性LV４・鑑定・アイテムボックスLV６・隠蔽LV１・纏壁LV１・略奪者LV１

　───────────────




　　　　◇◆◇




　突如として、俺の目の前に現れた魔物──グリフォン。

　無名の騎士や纏雷獣と同様、過去に目撃された記録がない存在だった。

　敵の能力が何であるかを一つずつ確かめながら戦う必要がある。

　さらにレベルが２５０００ときた。

　間違いなくこれまで俺が戦ってきた中で最強クラスの敵だろう。

　だけど、不思議と恐怖はなかった。

　これまで俺は数々の強敵との戦いを乗り越えてきた。

　その経験が確かな自信となって、俺という存在を支えてくれているのだ。

「こい、無名剣ネームレス」

　呼び掛けに応じるように出現したのは、白銀の刃やいばを持った一振りの長剣。

　右手でそれを強く握ると、特殊効果によって俺の全能力値が上昇するのを感じる。

　さらに、金剛力と疾風を同時使用。

　十分すぎるほどの力が、この体に備わる。

「──さあ、始めるとするか」

　俺は地面を強く蹴り、空高く飛ひ翔しようした。

　まばたきする間もなくグリフォンに急接近し、その勢いのまま無名剣を振るう。

　だが──

「ッ、これは！」

　──接近したことによって俺は気付いてしまった。

　グリフォンの体が、目に見えない強風によって守られているのを。

　それはさながら、纏雷獣の雷やサラマンダーの炎を彷ほう彿ふつとさせる魔法の鎧よろいだった。

「くっ！」

　強風に跳ね返されグリフォンへの接近は失敗する。

　いともたやすく俺は地面に押し返された。

　着地すると同時に、ここからの戦い方を考える。

　サラマンダー戦と同様、魔奪剣であの風を奪うか？

　いや、討伐推奨レベル１００００のサラマンダーでさえＭＰの二割以上必要だったのだ。

　グリフォンの巨体を纏まとう鎧ともなれば、間違いなくその数倍のＭＰを使う羽目になるだろう。

「ガァァァアアアアア！」

　などと考えているうちに、グリフォンは反撃を仕掛けてきた。

　巨大な翼をはためかせ、大気を歪ゆがませるような烈風を放つ。

　烈風の勢いが強いためか、反動でグリフォンの体が少しだけ後ろに下がっていた。

　いや、敵の観察は後だ。

　俺の矮わい小しような体を呑のみ込まんとばかりに迫ってきたこの烈風を、まずはなんとかしなくては！

　回避するか？

　それも悪くないが、あえてここは──

「魔奪剣！」

　──深紅の刃を振るい、烈風を奪い取る！

「よし、成功だ」

　魔奪剣の刀身に、新しく黄緑の光が宿る。

　ＭＰは一割近く減少したけど、これで新たな攻撃手段を得た。

　無名剣、魔奪剣、瞬間転移、炎の螺ら旋せん放射、烈風──これらの手札をどう使えば、あの風の鎧を打ち破れるだろうか。

　思考の果てに、俺は辿たどり着く。

　風の鎧は厄介だが、決して完璧なわけではない。

　纏雷獣と比べても攻撃性は圧倒的に劣るだろう。

　問題は、風の力が強いせいで近寄ることができないということ。

　逆に言えば、近寄れさえすれば後は簡単だ。

　スキルや無名剣によって上昇した攻撃力パラメータに頼り押し切ってしまえばいい。

　だから今考えるべきは、風の鎧を打ち破りグリフォン本体に迫るための手段。

　余計な策はいらない。

　俺は圧倒的な速度を生み出すことで、その壁を突破すると決めた。

「よし、いくぞ」

　決意の言葉を口にしたのち、上空にグリフォンがいるにもかかわらず、あさっての方向に走り出す。

「早く」

　グリフォンの位置も、上空から迫る攻撃も意識の外に追いやる。

　俺が今求めているのは、純然たる速度のみ。

「──もっと、速く」

　一秒にも満たない間に、俺が出せる最大速度に達する。

　それを理解した俺は、迷うことなく地面を強く蹴り──跳んだ。

　その先には誰もいない。壁があるのみだ。

　このままだと勢いよく壁にぶつかって無様な羽目になるだろう。

　──無論、そんな未来が訪れる可能性は皆無だが。

「瞬間転移」

　そう唱えた次の瞬間──俺はグリフォンの眼前に転移していた。

　地上で得た速度をそのままに。

　瞬間転移を何度も使用するうちに、俺は理解していた。

　転移前に俺が保有していた運動エネルギーは、転移後にも消えないということを。

　それゆえに、このような作戦が可能となった。

　だけどまだ足りない。

　グリフォンが纏う風の鎧を完璧に突破するには！

　────もっと、疾はやく！

　だからこそ俺は魔奪剣の切っ先を後方に向け、小さく告げた。

「解放リリース」

　魔奪剣から放たれるのは、グリフォンから奪った烈風。

　グリフォンは先ほど、これを放った反動で後ろに下がっていた。

　グリフォンの巨体でさえそうなるのだ。やつより遥はるかに軽い俺の体なら、その影響は何倍にも膨れ上がるだろう。

　予想は的中。

　限界を超えた速度を生み出した俺は、そのまま無名剣をまっすぐ突き出す。

「いけぇええええええええええ！」

「グォォォオオオッ!?」

　雄お叫たけびとともに放たれた渾こん身しんの一撃が風の鎧を切り裂き、グリフォンの顔面に突き刺さり──その体をまっすぐに貫いた。

　体にぽっかりと穴があいたグリフォンと、体勢を崩した俺が同時に落下する。

「おっと」

　このままだと変な着地になりそうだったので、瞬間転移を使って綺き麗れいに着地しておいた。

　遅れて、どさりと地面に落ちてくるグリフォン。

　そして脳内にシステム音が響き渡る。




『エクストラボスを討伐しました』

『経験値獲得　レベルが３８７アップしました』

『エクストラボス攻略報酬　レベルが80アップしました』




「よし、勝ったぞ」

　レベル差が二倍近くあったからだろうか、経験値獲得によるレベルアップはかなりのものだった。

　満足げに頷うなずいた俺は、血を払うために無名剣を数回振るう。

　そして最後に、魔奪剣の深紅に染まる刀身を見て一言。

「余った」

　かくして、俺は鈴鹿ダンジョンを完全攻略するのだった。




　───────────────

【天音　凛】

　レベル：１４８８５　ＳＰ：９２１０

　称号：ダンジョン踏破者（10／10）・無名の剣豪・終しゆう焉えんを齎もたらす者もの（ＥＲＲＯＲ）・賢者を越えし者

　ＨＰ：１１５９３０／１１５９３０　ＭＰ：２１３７０／３２９２０

　攻撃力：２６９７０　耐久力：２２７１０　速　度：２８２１０

　知　力：２２３７０　抵抗力：２２５００　幸　運：２１４２０

　スキル：ダンジョン内転移LV21・身体強化LVＭＡＸ・剛力LVＭＡＸ・金剛力LVＭＡＸ・高速移動LVＭＡＸ・疾風LVＭＡＸ・起死回生LV１・浄化魔法LV１・魔力上昇LVＭＡＸ・魔力回復LV２・索敵LV４・隠密LV４・状態異常耐性LV４・鑑定・アイテムボックスLV６・隠蔽LV１・纏壁LV１・略奪者LV１

　───────────────




　　　　◇◆◇




　グリフォン討伐後、俺は自分のステータスを見て「ふむ」と頷く。

「無名の騎士と戦った時は【無名の剣豪】って称号が手に入ったけど、今回は特に何もないんだな。まあ、倒すのに苦労したわけでもないし、それは別に構わないんだけど」

　大量の経験値ボーナスが手に入ったので、それで良しとしておこう。

　続けてグリフォンの体から魔石を取り出し、死体についてもアイテムボックスの中に収納する。レベル２５０００レベルの魔物だ。風を纏っていたことから、そっち方面の装備なんかに素材が使えそうだし、かなり高く売却できそうだ。

　問題は、どうやって売却するかだが……

「大量の魔石を、色々な店舗で分けて売却してたのとは事情が違うよな。そもそも前例のない魔物だし、入手した経緯を色々と訊きかれそうだ」

　こんな時、ギルドに所属していたら面倒ごとを押し付けられるんだけど……

「……仮入団でも頼めば引き受けてくれそうだが、やっぱり経緯を説明しなくちゃいけないのがネックだな。とりあえず、しばらくはアイテムボックスの中に眠らせておくか」

　ただ、この調子だとアイテムボックスの容量がすぐいっぱいになりそうだったので、３０００ＳＰを使用してLV６からLV８に上げておいた。

　うん、ひとまずこんなものか。

　その後、俺は転移魔法によって地上に帰還するのだった。

「さて、今の時間はっと」

　時計を見てみると、ダンジョンの中に入ってからまだ一時間も経過していない。

　体力にも余裕はあるし、あと何回かは攻略できそうだ。

「よし、いくか──ダンジョン内転移」

　そして俺は、再び鈴鹿ダンジョンに挑戦する。

　ダンジョン内転移を利用した階層間移動のおかげで、ボス部屋に到着するまではほとんど時間がかからない。

　出現するダンジョンボスは当然サラマンダー。

　簡単に討伐するなら、先ほどのように魔奪剣で体を纏う炎を奪ってしまえばいいんだが、それだとＭＰ消費がかなり激しい。

　というわけで、

「纏壁」

　透明の結界を体に纏い、サラマンダーの炎に突撃する戦法を取った。

　その戦法を実行して思ったのは、やはり纏壁はかなり便利なスキルだな、ということ。

　おかげでＭＰを節約したまま、えいえいっと倒すことができた。




『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』




　脳内に鳴り響くシステム音。

　二回目の挑戦ということもあり、エクストラボスは登場しない。

「よし、この調子でガンガンいくか！」




『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』




　その後も、俺は順調に周回を続けていく。

　最終的に今日だけで、九回も鈴鹿ダンジョンを攻略するのだった。




　　　　◇◆◇




　帰宅後、俺はさっそく溜たまったＳＰを割り振ることにした。

「今あるのは１０２１０ＳＰ。確か纏壁をLV２にするのに必要なのが１００００ＳＰだったよな？　なら、それに決まりか」

　纏壁は非常に強力なスキル。

　今後のことを考えれば、スキルレベルは上げておいた方がいいだろう。

　思い出すのは柳戦。

　奴やつは総合力としてはレベルからかけ離れた実力を有していたが、攻撃力に限るなら、それ相応の範囲に収まっていた。

　その攻撃を数回喰くらって突破される程度の強度なら、この先戦うことになる魔物には通用しなくなるだろう。

　そんな考えのもと、ステータス画面を開き、纏壁のスキルレベルを上げようとしたのだが、




　───────────────

　ダンジョン内転移LV21→LV22（必要ＳＰ：１００００）

　纏壁LV１→LV２（必要ＳＰ：１００００）

　───────────────




　その表示を見て違和感を覚えた。

「あれ？　ダンジョン内転移をＬＶ22にするのに必要なＳＰも１００００なのか？」

　LV20→LV21にするのに必要なのが１００００ＳＰだったから、次は１５０００ＳＰか２００００ＳＰあたりになるんじゃないかと思っていたが……

　これは少し想定外だ。

「……本当なら纏壁を上げるつもりだったけど、しばらくは鈴鹿ダンジョンに潜るつもりだし、ここは確認も込めてダンジョン内転移のレベルを上げるか」

　もしかしたら、また大きな進化が待っているかもしれない。

　そんな期待のもと、俺はダンジョン内転移にＳＰを割り振ったのだが──




『ダンジョン内転移のスキルレベルが22に上がりました』

『転移距離が変更されます』

『最大で４００メートル→最大で６００メートル』




　結果は、なんとも肩透かしなものだった。

「これはかなり微妙……というか、消費したＳＰ量を考えたら相当悪いな」

　転移距離が４００メートルから６００メートルに増えたところで、メリットは０といってもいい。

　常に自分にとって望む成長を遂げてくれるわけではないことは、これまでの経験で重々承知しているから、そこまで心は痛まないが……

　いや、やっぱりちょっとだけショック。

　念のためLV23に上げるのに必要なＳＰ量を見てみると、これもまた１００００と書かれていた。

「ってことは、今回と似たような成長しかしないってことか？　やっぱりこれからは纏壁を優先的に上げた方がよさそうだな」

　そうして、俺は今後の方針を決定する。

　その後、華の作ってくれたご飯を食べてから就寝したのだった。




　　　　◇◆◇




　そして翌日から翌々日にかけて、俺は鈴鹿ダンジョンでのレベルアップを開始した。




　翌日。

　ダンジョンにやってきた俺はダンジョン内転移を使用して、さっそく攻略を開始する。

「ダンジョン内転移」

　呟つぶやくたびに、俺の体を浮遊感が襲う。

　だが、もうこの感覚は慣れたものだ。

　転移、浮遊、落下、着地。

　この四項目をひたすらに繰り返し、最下層を目指す。

　そして──

「はあッ！」

　ボス部屋に辿たどり着いた俺は、纏壁を使用したままサラマンダーに迫せまり魔奪剣を振るった。

　まだ一撃で倒すのは難しいが、音速を超える斬撃を数回浴びせてやればそれが致命傷となった。




『ダンジョンボスを討伐しました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』




　鳴り響くシステム音。

　もはや聞き飽きてしまったそれをＢＧＭにしつつ、サラマンダーの死体と攻略報酬として与えられた魔力増幅石をアイテムボックスに収納する。

「うん、順調だな」

　その後、帰還魔法が発動し、俺は地上に戻される。

　それから何度も何度も、鈴鹿ダンジョンに再挑戦した。




『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが50アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　…………




　昨日のようにエクストラボスが出現するということもなかったため、順調に攻略は続き、最終的に三十回以上攻略した。




　さらに翌日。

　前日に得たＳＰを使って纏壁のスキルレベルを２に上げ、実戦導入してみた。

　わざとサラマンダーの炎を浴び、LV１の時との比較検証を行ってみたが、倍近く耐久性が上がっていることが分かった。

　ダンジョン内転移と違い、こちらは１００００ものＳＰを消費した甲か斐いがあったということだ。

「レベルを上げれば上げるほど、強力な敵と戦う時には役に立ってくれそうだな。ありがたい」

　満足感とともにそう呟いた後、俺は周回を続けていく。

　それから間もなくして、あのシステム音が鳴り響いた。




『貴方あなたは本ダンジョンを規定回数攻略しました』

『ボーナス報酬　レベルが１２０アップしました』

『今後、貴方が本ダンジョンを攻略しても報酬は与えられません』




　それは、苦節五十回の攻略を終えたタイミングでのことだった。

「よし、これで鈴鹿ダンジョンも踏破完了だ！」

　気分を良くしながら、ステータス画面を開く。

　するとそこには、凄すさまじい成長結果が記されているのだった。




　───────────────

【天音　凛】

　レベル：１７４５５　ＳＰ：６９１０

　称号：ダンジョン踏破者（10／10）・無名の剣豪・終しゆう焉えんを齎もたらす者もの（ＥＲＲＯＲ）・賢者を越えし者

　ＨＰ：１３６４５０／１３６４５０　ＭＰ：２１９２０／３８１００

　攻撃力：３２５７０　耐久力：２７４２０　速　度：３４１４０

　知　力：２７０８０　抵抗力：２７２１０　幸　運：２６１３０

　スキル：ダンジョン内転移LV22・身体強化LVＭＡＸ・剛力LVＭＡＸ・金剛力LVＭＡＸ・高速移動LVＭＡＸ・疾風LVＭＡＸ・起死回生LV１・浄化魔法LV１・魔力上昇LVＭＡＸ・魔力回復LV２・索敵LV４・隠おん密みつLV４・状態異常耐性LV４・鑑定・アイテムボックスLV８・隠蔽LV１・纏壁LV２・略奪者LV１

　───────────────




　　　　◇◆◇




　鈴鹿ダンジョン踏破後、まだ日は高い位置にあった。

　しかし今から他のダンジョンに向かう時間はないと判断した俺は、素直に帰宅することにした。

　自宅から通える範囲にあるＢランク以下のダンジョンは、もうほとんど攻略してしまった。これからは長期遠征も視野に入れるべきかもしれない。

　そんなことを考えながら、駅に向かって歩いていると、

「おい、見たか？　今の人、すげぇ綺き麗れいだったな」

「ああ、見た見た」

　興奮しながら話をする学生たちとすれ違う。

　決して美人という単語に反応したわけではないが、俺は彼らの会話につられるようにして少し先に視線を向けた。

　様々な商店が立ち並ぶ中に建てられたゲームセンター。

　店先に置かれたクレーンゲーム機の前には、陽光を受けて輝く白銀の長髪が特徴的な、とても綺麗な女性が立っていた。

「あいつは……」

　俺は彼女のことを知っていた。

　というか、つい先日知り合ったばかりの相手だ。

　宵月ギルドに所属する、国内で十二番目のＳランク到達者──クレア。

　話しかけるべきか、素通りするべきか。

　二つの選択肢が頭の中に浮かぶ。

　どちらを選ぶべきか悩む俺の前で、クレアはスッと腕を上げた。

　しなやかな指の先には１００円玉が数枚握られており、クレーンゲーム機に投入した。

　どうやらお目当ての景品があるようだ。

　クレアは真剣な表情を浮かべると同時に、深い蒼あお色いろの双そう眸ぼうを一点に向ける。

　視線の先を見てみると、そこには狼おおかみをデフォルメ化したぬいぐるみが置かれていた。

　特徴的なのは、右目が黒色の眼帯に覆われ、閉じられた左目には縦に伸びる一本の傷跡があること。

　要するに、右目も左目も見えていない。

　俺はそのキャラクターを知っていた。

　──あれは、間違いなく『ウルフん』だ!!

　日曜の朝にやっている子供向け番組、『マジカル☆ダンジョン☆ガールズ（略してマジダン）』。

　マジダン自体は、ユニークスキル【魔法少女】に目覚めた少女たちが魔物から人々を救う友情バトルファンタジーだ。

　一話につき一回は迷宮ダンジヨン崩壊・コラプスが発生するのがお約束である（現実だったら最悪だ）。

　そしてそこに登場するマスコットキャラクターこそがウルフんである。

　作中では、意思を持ち人間に味方をする特別な生命体として描かれている。

　ただ、両目が眼帯や傷跡で隠されているという尖とがった見た目や、発言内容が本当に子供向けかと疑われるくらい過激なせいで子供からはあまり人気がなく、代わりに一部の大人からは、そこが可愛かわいいと言われて根強い人気を獲得していたりする。

　ちなみに、なぜ俺がこんなにマジダンについて詳しいのかというと、昔から日曜の朝は華とゆったりとした時間を過ごすのが習慣となっていて、その時にテレビでやっていたマジダンを何気なく見ていたのだが、想像以上に深みのある物語に引き込まれてしまったというわけだ。

　ついでに言うと零もマジダンがかなりお気に入りのようで、不定期に連絡を取り合っている際、よく話題に出してきたりする。

　俺も楽しくなり激しい議論を交わすこともあるが、夕食後辺りから話し合っていたはずが、気が付けば日付が変わっている時もあったりなかったり。

　と、そのあたりの話はおいておくとして。

　俺はクレアが操作するアームの行く末を見届ける。

「────！」

　ここだ！　と言わんばかりに目をカッと開き、ボタンを押す。

　アームはゆっくりとウルフんに向かって落下していき、その体を捕まえる。

「……（じーっ）」

　真剣な眼まな差ざしで、ぬいぐるみが持ち上げられる様子を見つめるクレア。

　だが──

「あっ」

　アームの力が弱かったのか、むなしくもウルフんは下に滑り落ちていった。

　それを見て、クレアは少しだけ切なそうな声を上げる。

　それでも諦めるつもりはないのか、続けて何度も何度も挑戦する。

　しかし、そもそもクレーンゲーム機で遊んだことがないのか上手うまく取る方法を知らないようで、失敗した数は十回を軽く超えていた。

　……み、見てられない。助け舟を出すべきか？

　だけど、クレーンゲームに本気になっているところを知り合いに見られたことを彼女が恥ずかしく思う可能性もある。

　Ｓランク冒険者なら稼ぎは相当なものだろうし、仮にゲームセンターごと買い取っても破産することはないはず。

　うん、ここはスルーしよう！

　と、そう決断したのだが──

「……天音さん？」

「あっ」

　残念ながら、俺がここにいることを彼女に気付かれてしまった。

　微妙な空気が俺たちの間に流れる。

　より動揺してるのは、向こう側だった。

「い、いったい、いつからそこにいたんですか？」

　まさか、何度も失敗しているところを見ていませんよね？　という意図の質問だと俺は捉えた。

　間違っても、初めから見ていましたとは言えない雰囲気だ。

　くそっ、こうなったら何とか話題を逸そらしてこの場を切り抜けるしかない……っ！

「そ、そうだ、豆知識なんだけど、そういうゲームの景品ってほとんど売り値が８００円以下らしいな」

「どうして、今そのような話を？」

「いやだって、クレアが明らかにその数倍は使ってそうだったから……あっ」

「………………」

　ジト目で俺を睨にらむクレア。

　ここで俺は自身の失態を悟った。

　これだと初めから見ていましたと言ったも同然じゃないか。

　まさか誘導尋問だったとは。

　さすがはＳランク冒険者だと恐れをなしていると、彼女は小さくため息をついた後、頬ほおを僅かに赤らめて言った。

「あなたがいることに気付けなかった私が悪いので、責めたりはしませんが……できれば今後は、早めに話しかけていただきたいです」

「ぜ、善処します」

　それに対し、俺は頷うなずくことしかできなかった。

　クレアに声をかけないまま、彼女がクレーンゲーム機を操作しているところを見続けたのは、確かにあまり良くなかったかもしれないと反省する。

　そのお詫わびと言ってはなんだが……

「ちょっと場所を代わってくれ」

「えっ？」

　戸惑いの声を零こぼすクレアに代わって、クレーンゲーム機の前に立つ。

　小銭を投入すると、ゲームが始まった。

　昔のことになるが、華と出かけている時によく、ぬいぐるみやら何やらが欲しいとねだられた。そのたびに何度もプレイしていたので、クレーンゲームはわりと得意なのだ。

　クレーンゲームにおいて、アームでぬいぐるみを掴つかもうとするのは下策。

　確実に取りたいと思うなら、回数はかかるが、ぬいぐるみの端を持ち上げるようにして少しずつ位置をずらしていくのが一番だ。

　ただ、この状況ならもっといい方法がありそうだな……

　横に移動するボタンと縦に移動するボタンを続けて押すと、アームは狙った場所まで移動する。

　ウルフんの少し横に向かって下りていくアームを見て、クレアが言った。

「これだと、ウルフんを持ち上げられないのでは？」

「いや、これでいい」

　すると、俺の目もく論ろ見み通りアームの先がウルフんのタグに引っかかった。

「っ、こんな方法が……！」

　驚きよう愕がくの声を上げるクレアの前で、ウルフんが持ち上げられていく。

　そのまま穴に落ち、無事にウルフんをゲットすることができた。

　取り出し口からウルフんを出していると、感心したようにクレアは言う。

「驚きました。天音さんはこういったゲームが得意なんですね」

「ああ、妹にせがまれてよくプレイしたからな。それよりも俺はクレアがウルフんを好きなことの方が驚いたけど」

「ウルフんを知っているんですか!?」

「っ！」

　ずいっと身を乗り出しながら、そう尋ねてくるクレア。

　それによって彼女の長髪がふわりと宙を舞い、シャンプーのいい匂いがした。

　思わず後ずさってしまった自分に気付きながらも、なんとか冷静さを保ちつつ俺は言葉を返す。

「あ、ああ。マジダンは毎週見てるからな。それより、ちょっと近い気が……」

「っ、す、すみません！」

　自分が距離を詰めたことに気付いたのだろう、クレアは赤面しながら勢いよく後方に下がった。

　嬉うれしいような、寂しいような……

　胸の中でせめぎ合う、相反する感情に戸惑っている俺の前では、クレアが申し訳なさそうな表情を浮かべていた。

「申し訳ありません、天音さん。ウルフんについて語り合える方が私の周囲にはいないので、つい我を忘れてしまいました」

「大丈夫だ。それよりも、ほら」

　ウルフんのぬいぐるみをクレアに差し出すと、彼女はきょとんと首を傾かしげた。

　俺の意図が伝わっていないようだったので、言葉を続ける。

「やるよ」

「……私に、ですか？」

「ああ」

「ですが、それは天音さんが取ったものです。同じウルフんファンから一方的に奪い取るような行為は主義に反します」

　なぜか俺までウルフんファンということにされてしまったが、諦めずにぬいぐるみを押し付けた。

「気にするな。初めからクレアにあげるつもりで取ったんだから、貰もらってくれた方が俺は助かる」

「……そういうことなら」

　恐る恐るといった表現がぴったりな動きで、クレアはぬいぐるみを両手で受け取った。

　何を考えているんだろうか。数秒間、無言のままじーっとぬいぐるみを見つめたかと思えば、大切そうにぎゅっと抱きしめる。

　そして、柔らかい笑みをこちらに向けた。

「ありがとうございます、天音さん。すごく、すごく嬉しいです」

「────」

　その笑顔を前にして、俺は自分の鼓動が速くなるのを感じた。

　クレアの笑顔に圧倒されていると、突如としてプルルルルと着信音が響き渡る。

　どうやら彼女のスマホに電話がかかってきたようだ。

「父からのようです。少し失礼します」

「ああ」

　俺に断りを入れた後、クレアはウルフんを左腕に抱えたまま通話に出る。

「はい、もしもし」
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『クレアか、出てくれて助かった。少し相談したいことがあるんだが、今大丈夫か？』

「……はい、問題ありません」

　クレアはそう答えながら、俺を一いち瞥べつし、少し距離を取る。

　重要そうな話だったし、俺の耳には入れたくないと考えたのだろう。

　一人だけ置いて行かれた形になるが、このまま立ち去るのもなんだったので、とりあえず通話が終わるのを待つことにする。

　およそ二分後、通話が終わったのかクレアがこちらに歩いてくる。

　いや、よく見るとまだ耳にスマホを当てたままだ。どうしたんだろうか？

　疑問を抱いている俺の耳に、クレアとギルドマスターの会話が飛び込んでくる。

『そうか、クレアがそう言うのなら、一度天音に連絡を取ってみるよ』

「その必要はありません。天音さんとは今一緒にいるので、私が確認してみます。返答が聞けた後でまた連絡します」

『えっ？　ちょっと待て、何で用もないのに、うちの可愛かわいい娘と天音が一緒に──』

　プツッという音とともに、ギルドマスターの叫び声が無情にも断ち切られた。

　最後のやり取りを聞いていた俺は、思わず苦笑いを浮かべる。

「ずいぶん愛されてるんだな」

「過保護、という表現の方が適していると思うのですが……」

　俺の言葉に不満があったのか、うっすらと頬を膨らませるクレア。

　何はともあれ、家族仲が良いみたいで何よりだ。

「それで、用件は何だったんだ？　俺の名前が出てたみたいだけど」

「そうでした、そちらが本題です。父のことはひとまず捨ておきましょう」

　本人が聞いたら泣いてしまいそうな表現で話題を変えたクレアは、続けて言う。

「天音さん、宵月に仮入団した際、本加入の判断材料としてうちのギルドメンバーと合同でダンジョンを攻略するといった話を覚えていますか？」

「ああ、もちろん」

　当然覚えている。

　しかし、それを聞いてくるということはつまり──

「とうとう合同攻略のお誘いがきたってわけか」

「はい。ただ二つほど問題がありまして」

「問題？」

「はい。一つは、攻略日程が明日と急なことです。そこでお聞きしたいのですが、天音さんは現在スパン中でしょうか？」

「……いや、その点については大丈夫だ」

　少し間を置いた後、俺は首を振った。

　実際は今日もダンジョンを攻略した帰りなのだが、ダンジョン内転移のスキルレベルが上がったおかげで、今の俺は足を踏み入れたことがないダンジョンにも入ることができる。

　ゲートを通る際に気を付ければ、まずバレることはないだろう。

　それにしても、攻略予定が明日とはずいぶんと急な話だ。

　合同でダンジョンを攻略する場合、一週間以上前には通知するのが普通。

　宵月のギルドマスターともあろう方がそれを忘れていたとは思えない。

　恐らく、何か別の理由があるはずだ。

「では、もう一つの問題についてですが」

　そんな風に考える俺に向かって、クレアは告げる。

「今回挑戦するのは、今朝新たに出現したばかりの新規ダンジョンです」

「────ッ」

　彼女の言葉を聞き、俺は思わず息を呑のんだ。

　新規ダンジョンとは、その名の通りこの世界に新しく出現したダンジョンのことだ。

　過去に攻略した者がいないため、どんな魔物や罠わなが出てくるかは不明であり、危険度が通常のダンジョンとは比較にならない。

　多くの場合、新規ダンジョンの初攻略は高ランク冒険者（特にギルド所属の者）が受け持ち、その攻略記録については、ダンジョン協会を通じて共有するようになっている。

　そして今回、ダンジョンを受け持つことになったのが宵月なのだろう。

　新規ダンジョンの情報を得ることは急務なため、挑戦が明日なのも納得がいく。

　問題は俺が、その申し出を受けるかどうかだが──

「幾つか質問してもいいか？」

「はい、私に答えられる範囲なら」

　決断を出すにはまだ情報が足りない。

　そのため、ギルドマスターからある程度説明を受けているクレアに幾つか質問を投げかけ、情報を集めていく。

　けれど、もしかしたらその時間は無駄だったのかもしれない。

　心の奥底では、既に俺の意思は固まりつつあった。

　宵月ギルドに所属するメンバーの実力を確かめるには、何が起こるか分からない新規ダンジョンの方が適していること。もちろん、それも理由の一つだ。

　だけどそれ以上に、俺の中には抑えきれない好奇心があった。

　ダンジョンを周回するだけでも、恐ろしい速度でレベルは上がり、俺は強くなれる。

　だけど強さを得るには、レベルを上げる以外にも大切なことがある。

　無名の騎士、オークジェネラル、纏雷獣、柳──数々の強敵との戦いは、俺の実力を何段階も引き上げてくれた。

　未知なる強敵が待ち受けているのなら、それに挑まない手はない。

　俺は強くなりたい。

　だから正直なところ、答えはもう決まっていた。

「──と、私から答えられるのはこの程度です。もっと情報が必要なら、父に直接聞いてみますが」

「いや、大丈夫だ。もう決めた」

　一度言葉を止めた後、俺は言った。

「その合同攻略に、俺も参加させてくれ」








第三章　合同攻略






　クレアから合同攻略の誘いを受けた翌日。

　都心から少し離れた郊外にて出現した新規ダンジョンに、俺はやって来ていた。

　程近い場所には住宅街が広がっているが、ダンジョンの近くに一般人の姿はなかった。

　隔絶の魔塔が現れた時もそうだったが、新しく現れたダンジョンにはどれほどの危険があるか分からないため、許可を受けた者以外が近付くことを禁止されているのだ。

　その代わり、ダンジョン前には八人の男女が立っていた。

　全員がしっかりとした装備に身を包まれている。

　鎧よろいだとか、ローブだとか、そういった感じだ。

「さすがはＡランクパーティー。雰囲気が違うな」

　そんな彼らを見て、俺はそう呟つぶやいた。

　そして昨日、クレアから聞いた話を思い出す。

　新規ダンジョン初挑戦時には、事前にダンジョンの難易度が調べられる。

　特殊な機器をゲートの中に入れて内部の魔力を測定することにより、ある程度の予測を立てることが可能なのだ。

　その過程を経て、新規ダンジョンは大きく二つに分けられる。

　Ｃランク以下か、もしくはＢランク以上の難易度か。

　Ｃランク以下の場合でも、安全を考慮しＢランクダンジョンの攻略経験があるパーティーが初攻略を務めることが多い。

　そしてＢランク以上のダンジョンにもなると、日本でも数少ないＡランクパーティーが担当することになるのだ。

　今回現れた新規ダンジョンは、魔力測定の結果から入場制限レベルが１００００前後だろうという結果が出たとのことだった。

　これはＢランクダンジョンに相当する数値であるため、宵よい月づきはギルドに一組しかいないＡランクパーティーを投入すると言っていた。

　ちなみにクレアは単独でＳランクなため、別枠らしく今日は来ていない。

　……正直、俺が一番一緒に攻略したかったのはアイツなんだけどな。

　なんにせよ、ここにいる者たちは普段から活動している冒険者の中でも上位１％に入る、圧倒的な強者というわけだ。

　レベルだけなら、この中で俺が一番の格下。

　気を引き締めていく必要がある。

　そんなことを考えながら彼らのもとに向かう途中、俺は知った顔を見つけた。

　その男の名前は確か八や神がみさん。

　以前、俺とクレアを宵月ギルドまで連れて行ってくれた人だ。

　クレアの話によると、彼がこのパーティーのリーダーであるとのことだった。

　どうやら、ただの運転手じゃなかったらしい。

　何はともあれ、まずは挨拶か。

「天あま音ねです。今日はよろしくお願いします」

「……チッ、本当に来たのか」

　だが、返ってきたのは舌打ちだった。なんだこいつ。

　いや、思い返してみれば初対面の時にも同じような反応をしていた記憶がある。

　理由は分からないが、どうやら俺は彼に嫌われているようだ。

　ふと周囲を見渡すと、八神さん以外の人は俺を興味深そうに眺めていた。

　事前にギルドマスターから話を聞いているんだろうが、このランクのダンジョン攻略に俺のような若造が参加することに対し、懐疑的な感情を抱いているようだった。

　……まあ、そりゃそんな反応にもなるよな。

　俺が彼らの立場でも同じことをするはずだ。

　申し訳ないが、彼らには少し我慢してもらうとしよう。

　そんなことを考えていると、苛いら立だった様子のまま八神さんが告げる。

「言っておくが、お前を同行させるのはギルドマスターに言われたから仕方なくだ。戦闘には参加せず、ずっと最後尾にいろ。それがお前を連れていく条件だ。これを守れないようなら、そこでお前は置いていくからな」

「分かっています」

　昨日の時点で聞いていた条件と相違ないので、こくりと頷うなずく。

　俺としても、わざわざしゃしゃり出て、パーティーの連携を崩すつもりはない。

　というかそれをしてしまったら、彼らの実力を見るっていう本来の目的も果たせなくなるからな。

　その後、最後の確認事項を終えた後、俺たちはとうとうダンジョンに潜ることとなった。

　リーダーの八神さんを先頭に、次々とゲートを潜くぐっていく。

　当然、俺は最後尾だ。

　彼らを見届けながら、俺はふと思った。

「さて……どんな長丁場になることやら」

　新規ダンジョンでは下層に繋つながる階段の位置が不明であることに加え、魔物や罠にいつも以上に注意して進んでいく必要がある。

　そのため、攻略にかかる時間は通常の数倍となる。

　Ｂランクにもなると、最低でも一日はかかることだろう。

　……一応、華はなにはこのことも伝えておいた。

　今日は帰れないと思うって。

　そしたら隔絶の魔塔に行った時みたいに、華は『……彼女とお泊りとか、そういうことじゃないんだよね、お兄ちゃん？　ふふふ』と笑顔で尋ねてきた。

　なぜかは分からないが、その時、俺は背筋が凍えたような気がした。

　笑顔のはずなのにやけに怖く感じてしまったのだ。

　いったいあれはなんだったんだろうか……

　と、そんな風に関係ないことを考えていると、とうとう俺の番がやってくる。

　現在俺はスパン中のため、当然ゲートを潜るのではなく──

「ダンジョン内ない転てん移い」

　──スキルを使って中に入る。

　目の前には、先に入っていた八人が立っていた。

「…………？」

　気のせいだろうか。

　ダンジョンの中に足を踏み入れた瞬間、俺は形容しがたい違和感を覚えた。

　通常のダンジョンとは違う何かを感じたのだ。

　そんなことを一人で思案している最中、突如として八神さんは振り返ると、俺に向かって告げる。

「おい、お前。一度ゲートの外に出てから、もう一度中に入ってこい」

「え？」

「検証のためだ。早くしろ」

　一瞬訳の分からない指示だと思ってしまったが、検証という言葉でようやく発言の意図を理解した。

　ダンジョンによっては、一度ゲートの中に入ればボスを討伐するまで外に出られなかったり、一度ゲートの外に出てしまえば、スパン中ではないにもかかわらず数日間再挑戦ができなくなるといったものも存在する。

　そういった検証も、初攻略組の務めなのだ。

　仮に再挑戦できなくなった時のため、この中で最も攻略に不要な俺がその役目を引き受けること自体は理解できる。

　理解はできるんだが……

　八神さんには悪いが、素直に頷けない事情があった。

　と言うのも俺の場合、ダンジョン内転移を使って中に入ってきているのでゲートを通っていない。そのため検証としては不十分なものになってしまうだろう。

　すごく気まずいが、ここはしっかりと断っておくべきか。

「いえ、それはできません」

「何だと？」

　八神さんの額にしわが寄り、鋭い視線を向けてくる。

「お前、それは自惚うぬぼれているのか？　自分の方が、ここにいる他のメンバーよりも攻略に貢献できるとでも？」

「いや、そういうわけでは……」

「違うのならその理由を答えろ。さもなくば、一人で勝手に最下層を目指すんだな。お前のような訳の分からない奴やつがパーティーにいたら、他の奴らが危険な目に遭う可能性があるんだよ」

「うっ……」

　くそっ、なんて正論なんだ！

　申し訳ない気持ちが加速する。

　だが理由を言うわけにはいかないため、俺は口を閉ざす。

　すると、八神さんの視線の鋭さがどんどん増していく。

　完全に反感を買ってしまったようだ。

　心の中で八神さんに謝罪していると、俺たちの間に割り入ってくる者がいた。

　それはローブに身を包んだ、綺き麗れいさと可愛かわいらしさを兼ね備えた女性だった。

「まあまあ、八神さんも落ち着いてください。代わりに私が出入りしますから」

「……ばかを言うな、東雲しののめ。このパーティー唯一のヒーラーがいなくなるのが一番の痛手だ。はあ、仕方ない。松本、お前が行ってくれ」

「さりげなく一番の役立たずだって言われた気がするんすけど!?　……まあ了解っす」

　わざとらしく落ち込んだ声を零こぼしながら、松本──魔法使いらしき男性がゲートの外に出て、一瞬で戻ってくる。

「どうやら問題なさそうっすね」

「そうか。なら先を急ぐぞ」

　八神は最後に俺を睨にらんだ後、前衛を務める二人のタンクの後ろに移動した。

　最後尾にいるのは俺と、先ほど助け舟を出してくれた東雲さんという女性だった。

　俺は彼女に頭を下げる。

「すみません、助かりました」

「あはは、いいのいいの。今の八神さんの言い方じゃ、天音くんが一番の足手まといみたいな感じだったし、いきなりそんなこと言われたら反抗したくもなっちゃうわよね」

「……ソウデスネ」

　なんだか無駄にプライドの高い子供のように思われている気がしたが、勘違いをしてもらっておいた方が都合がよかったので頷いておいた。

　すると、東雲さんは柔らかい笑みを浮かべる。

「私は東雲香か織おりよ。東雲さんでも、香織ちゃんでも、お姉さんでも、好きに呼んでくれて構わないわ」

「……では、東雲さんと。ちなみに俺は──」

　自己紹介をしようとするが、先ほど天音くんと呼ばれたことを思い出す。

　ここに来てからまだ名乗っていない気がするのだが、どうして知っているのだろう？

　疑問に思っていると東雲さんは笑いながら言った。

「天音凛りんくんよね？　もちろん知ってるわ」

「確かに、パーティーに同行する奴の名前くらい事前に聞いてますよね」

「それもあるけど、前から天音くんのことは知っていたわよ。お姉さん、君のことちょっと気になってたから」

「えっ？」

「由ゆ衣いちゃんや零れいちゃんと話していると、天音くんの名前がよく出てくるのよ」

　二人の名前を聞いて、なるほどと思った。

「由衣や零と仲が良いんですか？」

「ええ。由衣ちゃんについてはヒーラーの先輩として、入団当初から色々と教えてあげてるの。零ちゃんの方はたまーに会話するくらいかな？」

「二人は宵月でうまくやれてますか？」

「もちろん。由衣ちゃんは凄すごいわよ。どんどんヒーラーとしての才能が開花していって、ギルドの戦力になる日も近いと言ったところかしら。零ちゃんに関しては……」

　そこで東雲さんは言葉を止めた後、少しだけ神妙そうな面持ちで言った。

「彼女に関してはユニークスキル持ちだから、通常の尺度では測れないのよね。それでも分かっているのは、彼女のスキルはあまりにも──」

　と、ここで東雲さんは、はっと顔を上げた。

「ううん、やっぱりここで言うのはやめておくわ。仲が良いんだから、天音くんが直接聞いた方がいいと思う」

「なら、そうすることにします」

　少し気になる内容だったが、人ひと伝づてに聞くものでもない。

　俺は彼女の言う通り、また今度二人と話す機会があればその時に色々と訊きこうと思った。

　と、ここで話題は二人から、このパーティーについてに移る。

「こちらについては、むしろ知っておいてほしいことだから紹介するわね。パーティーは合わせて八人。そのほとんどが２００００レベル前後なんだけど、リーダーの八神さんだけが飛びぬけて強く、２５０００を超えているの」

「なるほど」

　名実ともに、八神さんがこのパーティーのトップということだろう。

「このパーティーが、宵月ではトップなんですよね？」

「……パーティーでなら、ね。上にはクレアちゃんがいるから」

「…………」

　クレアは自身をＳランク冒険者だと名乗っていた。

　それが事実なら、彼女のレベルは十万を超えていることになる。

　ここにいる全員で挑んだとしても、手も足も出ないような圧倒的な差が存在する。

「彼女は……」

　俺はずっと、彼女がどうしてそれだけの力を持っているのかが気になっていた。

　同じギルドに所属する東雲さんなら、その理由を知っているかもしれない。

　そう思ったのだが、すんでのところで、こんな方法で知るのは違うんじゃないかと思った。

　だから、質問を変える。

「クレアは、宵月ではどんな立ち位置なんですか？」

「立ち位置？」

「いや、だからその、他のギルド員からはどんな風に思われてるのかなと思いまして。それだけ強かったら、他の奴らと距離があったりするんじゃないんですか？」

　東雲さんはくすくすと笑う。

「不思議な質問をするのね。クレアちゃんは皆から慕われているわよ。実力は圧倒的だけどそれをひけらかしたりしないし、誰にでも丁寧に接してくれるもの……だけど」

　一度言葉を止めて、彼女は言う。

「その圧倒的な強さや、必要以上に思える丁寧な態度のせいなのかしら。クレアちゃん自身が、周りとの間に見えない壁を作っているような感じはするわね」

「見えない壁？」

「ええ。必要以上に、他人と仲良くするのを避けているみたいだって言った方が分かりやすいかしら」

　それを聞き、俺は彼女に関する記憶を呼び起こす。

　初めて出会った日、柔らかく、だけど芯の通った声で俺に会いに来たと告げた姿。

　サイクロプスを一振りで瞬殺する、美しくかっこいい姿。

　自分のお菓子を守ろうとした姿。

　ウルフんのぬいぐるみを抱きしめる姿。

　……あれ？　そんなに人を避けてるような感じあったか？

　おかしいなと首を傾かしげていると、東雲さんは言う。

「私の印象としてはそんな感じかしら。それにしてもそんなことを訊くだなんて、もしかして天音くんはクレアちゃんに気があったりするのかな？」

「べ、別にそういうわけでは……」

「うふふ、悪いけど、お姉さんの目は誤ご魔ま化かせないわよ。クレアちゃんを狙っている人は多いから、競争は激しいと思うけれど、応援しているわ！」

　おい、なんか妙な流れになってきたぞ。

　そんな風に戦々恐々としていると、

「ごほん。おい、東雲、そろそろ魔物が出てきてもおかしくない。無駄話はその辺りにしておけ」

「むぅ、いいところだったのに……了解です」

　八神さんが助け舟を出してくれたおかげで、東雲さんは頬ほおを膨らませながら質問をやめた。

　……た、助かった。

　ありがとう、八神さん。そう心の中で感謝する。

　実際に魔物と遭遇したのは、それから五分後のことだった。




　一階層を歩いている最中、ザッザッという、俺たちのものではない足音が聞こえてくる。

　八神さんたちの対応は早かった。

「陣形を整えろ！」

　八神さんの指示に従い、彼らは一瞬で応戦の構えを取る。

　その傍らで、俺もアイテムボックスから武器を取り出していた。




　───────────────

【速そつ剣けん】


　・鍛冶スキルを用いて作成された短剣。

　・装備推奨レベル：７０００

　・攻撃力＋６０００

　・速度＋３５００



　───────────────




　取り出したのは無名剣ネームレスや魔奪剣グリードではなく、速剣。

　あの二つについては、あまり他人に見せたくないからな。

　身構える俺たちの前に、魔物が五匹現れる。

　硬く鋭い毛皮に包まれた二足歩行の魔物だった。




　───────────────

【ワーウルフ】


　・討伐推奨レベル：８０００

　・刃やいばを弾はじくほど硬い毛に覆われた二足歩行の獣。俊敏な動きと、鋭い爪や牙による攻撃が強力。



　───────────────




　大きさは人間の大人と同じくらい。

　それでこれだけのレベルなことから強きよう靭じんな肉体であることがうかがえる。

　ただ、Ａランクパーティーに挑むにはあまりにも脆ぜい弱じやくだった。

「ファイアライン！」

　タンクが敵の気を引き、前衛が攻撃を浴びせて隙を生み出すと、最後に八神さんが炎属性の中級魔法を放ちトドメを与えていく。

　五匹を倒すのに一分もかからなかった。

「……ふむ」

　これなら確かに俺の力は必要ないだろう。

　そう思えるほどに安定感のある連携だった。

　それぞれが自分の力を見せびらかすように戦っていた風かざ見みたちとは全く違う。

「私たちの役目はなかったわね」

「そうですね」

　東雲さんとそんなことを話していると、八神さんが「ふむ」と頷うなずく。

「この程度の魔物相手なら、ＭＰマジツクポイントは温存しながら戦った方がよさそうだな。皆もその点を留意しながら戦ってくれ」

「「「はい！」」」




　その後も攻略は順調に進んでいった。

　索敵スキルを使用し、下の階層に続く階段がどこにあるか調べる。

　道中に現れる魔物を討伐しながら階段を目指しつつ、記録を残すために簡単な地図を同時作成。

　手探りで試行錯誤しながら進んでいくため、データが揃そろったダンジョンを攻略する数倍の時間はかかるものの、ほとんど危険な目に遭うことなく進むことができた。

　休憩を挟みつつ、進み続けること十時間。

　俺たちは三十階層に到着した。

（……なんだろう、この感覚は）

　順調に進んでいく中で俺は疑問を抱いていた。

　ダンジョンに入った時に感じた違和感らしきものが、下の階層に進むにつれて強くなっている気がしたのだ。

　途中で何気なくそのことを皆に伝えてみたが、俺以外は誰も感じなかったようで結局そのまま進み続けてきた。

　そんな不安が現実になったのだろうか。

　その出来事が発生したのは、それから数分後のことだった。




　　　　◇◆◇




　三十階層で俺たちの前に現れたのは、２メートルを超える巨大な体と長剣を持つゴブリンキングが一体と、その配下であるゴブリンジェネラルが八体だった。

　タンクがゴブリンキングを受け持っているうちに、残りの面々がゴブリンジェネラルを殲せん滅めつし、今は全員でゴブリンキングと戦っている。

「今だ、畳みかけろ！」

　ゴブリンキングに隙が生まれたタイミングで、八神さんが叫ぶ。

　流れるような動きで前に出た剣士の一人が、手に持つ長剣でゴブリンキングの胴体を切り裂く。

「ヴギャァァァァァ！」

　断末魔を上げながら倒れていくゴブリンキング。

　１４０００レベルとここまで現れた敵の中では一番強かったが、このパーティーにかかれば簡単に倒せる相手だったようだ。

「それにしても、このままだと俺、本当にただ同行してるだけなんだけど……」

　最後尾で彼らの戦いを眺めていた俺は小さくそう零こぼす。

　彼らが優秀すぎるせいで、俺に危険が迫ることは一度もなかった。

　彼らが強いこと自体は喜ばしいことなんだが、なんだろうこの気持ち。

　微妙にやるせない、といった表現がぴったりだろうか。

　憂いを晴らすべくため息をつこうとした瞬間、ぞわりと背筋に悪寒が走った。

「────なんだ、今のは？」

　決して無視することのできない悪寒に、俺は慌てて周囲を見渡した。

　何か嫌なことが起きる前兆に思えたのだ。

　似たような感覚を経験したことがある。

　それは、隔絶の魔塔でのことだ。

　隔絶の魔塔。通常のダンジョンとは何もかも違う、異常な場所。

　そこで課された様々なクエストは、例外なく俺を殺すために存在していた。

　力、知恵、魔力、体力。

　ありとあらゆる能力が試される中で共通していたのは、クエストの攻略中、一瞬とて油断することが許されなかったことだ。

　つまり何が言いたいかというと、隔絶の魔塔での経験によって俺は身に迫る危険を察知する力が増していた。

　その感覚が告げる。

　今、油断してはならないと。

　ゴブリンキングたちを討伐したこの状況で、何に気を付けなければならないのか。

　周囲を見渡す中、俺は気付いた。

「ふー。難易度的に最下層は六十か七十くらいだと思うけど、ようやく半分といったところね。ここからが正念場、頑張らなくちゃっ」

　魔物を倒した安あん堵どからか、深呼吸をして気合を入れる東雲さん。

　そんな彼女の背後にはゴブリンキングの死体が転がっており──

　ピクリとその指先が動いたかと思った次の瞬間、ガバッと起き上がった。

「ッ」

「東雲、後ろだ！」

「────え？」

　それに気が付いたのは、この場で俺と八神さんだけだった。

　八神さんの呼びかけにより、東雲さんは戸惑ったように振り返る。

　そしてそこにいた長剣を振りかぶったゴブリンキングを見て、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「きゃあっ！」

「くそっ！」

　悲鳴を上げる東雲さんと、焦燥の声を零す八神さん。

　無情なことに、俺や八神さんと東雲さんの距離は10メートル近く離れていた。

　東雲さんは咄とつ嗟さに後ずさって回避を試み、八神さんは魔法を発動しようとするも、とても間に合うタイミングではない。

　彼女を救うための方法は一つしか存在しなかった。

「────瞬間転移タイム・ゼロ」

　だから俺は、迷うことなくそう呟つぶやいた。

　次の瞬間、ゴブリンキングの首が宙を舞い、残された体が崩れ落ちていく。

　代わりに残るのは、速剣を振り切った俺の姿のみ。

「あ、れ？　何が起こって──きゃっ」

「おっと」

　無理に後ろに下がろうとしたためか、転びそうになった東雲さんの体を抱きかかえる。

　その拍子に、俺たちの顔は急接近する。

　ついでに彼女の豊かな胸元が俺の体に当たるが、なんとか意識から追い出した。

「大丈夫ですか？」

「……（こくこくこく）」

　顔を真っ赤にし、さらには無言のまま、東雲さんは何度も首を縦に振る。

　元気いっぱいなようで、ひとまずは一安心だ。

　彼女が両足で立てるように手助けし、周囲を見渡す。

　……予想していたことだが、全員が疑うような視線を俺に向けていた。

　まあ、こうなるよな……

　さて、どう誤ご魔ま化かすべきか。

　そんなことを考えている中、声を上げたのは八神さんだった。

「お前、いま何を……」

　動揺を隠しきれていないのか、声が震えていた。

　この中でも八神さんだけは、間違いなく俺が転移で突然現れたところをその目で見ていただろうし、疑問もひとしおだろう。

　そんな彼に向けて、俺は言う。

「俺、速度特化型なんです。あと、魔物が現れた時は気配を消すスキルを使っているので、いきなり現れたように見えたんだと思います」

　あまりにも苦しい言い訳。

　というかそもそも、突然現れたことを指摘されていないのにこう言ってしまうと、逆にもっと怪しまれるかもしれない。

　自分の失策を恥じている中、八神さんは告げる。

「とてもそんな説明で納得できる光景ではなかったが……いや、詮索はなしだったな」

　自分を納得させるように、八神さんは首を横に振る。

　そして俺から少し視線を外したかと思えば、恥ずかしそうに言った。

「何はともあれ、お前のおかげでパーティーの仲間が助けられた……か、感謝する」

「……どういたしまして？」

　先ほどまでと態度がかなり違っていたため、戸惑いながらもそう返す。

　すると、八神さんは視線をゴブリンキングに向けた。

「それよりもだ。なぜ死んだはずのコイツが動いたのか調べるぞ。協力しろ、天音」

　呼び方が、お前から天音に変わっている。

　……どうやら少しだけ、俺のことを認めてもらえたようだ。

「はい、分かりました」

　小さく笑いながら、俺はそう返すのだった。




　それから現れた魔物たちの中にも、数は少ないが再生する個体が存在していた。

　そのたびに調査を行うことによって、俺たちはその原因を突き止めた。

「なるほど。死体の中に魔石が残っている場合、再生することがあるのか」

　八神さんは神妙そうに調査結果を呟く。

　それに対して東雲さんは言った。

「あとは魔物のレベルが高ければ高いほど、その傾向があるみたいですね。さっき倒したゴブリンジェネラルなんかは、魔石が残っていても復活しませんでしたし」

「そのようだな。しかし、これはかなり面倒なことになったな。確実に魔物を殺すには魔石を破壊するか、天音がやったように首を刎はねるしかない。戦闘中の労力が増えるし、何より稼ぎのタネとなる魔石を回収できないのはかなり痛い」

　八神さんは数秒間何かを考え込むと、決意の表情で言った。

「魔物のレベルが高いことが再生の条件なら、下層に行くにつれて発生頻度が増える可能性がある。いったん、安全な上階層に戻り長時間の休養を取り、その後攻略を再開する。皆もそれでいいな？」

「「「はい」」」

　八神さんの指示に、パーティーメンバー全員が頷うなずく。

　俺もまた、八神さんの考えに賛成だった。

　このパーティーのレベルなら魔物を倒すこと自体は簡単だと思うけど、倒した魔物が再生するかどうか気にしながら戦うのは精神的にかなり疲労するからな。

　ここらで一回、休養を挟むのは得策だろう。

　まあ、俺一人なら普通に進んでいただろうけど、それはそれとして。

　再び陣形を整え上階層に戻ろうとしたその時、




　──突如として、階層全体が震えだした。




「っ、なんだ!?」

「きゃあっ！」

　突然の出来事に、この場にいる全員が戸惑う。

　無論、それは俺もだ。

　何だ？　何が起きた？

　ダンジョンで揺れが発生したとすれば真っ先に思いつくのは迷宮ダンジヨン崩壊・コラプスだが、それとは少し様子が違う。

　この揺れ方や、迷宮内に鳴り響く音から推測するなら、これはむしろ──

「おい、あっちを見ろ！」

　パーティーの一人がある方向に指を向け、焦燥した様子でそう叫ぶ。

「ッ、あれは！」

　遅れて俺たちもそちらに視線を向け──驚愕に目を見開いた。

　俺たちが歩いてきた通路から姿を現したのは、五十体を超える魔物の集団。

　ヤツらは他には目もくれず、俺たちに向かってまっすぐ向かってきていた。

　その様子を見ながら、俺は唇を噛かみしめる。

　そして、この現象を指す名称を口にした。

「──魔物のモンスター・行進パレードッ！」

　魔物の行進。その名の通り、大量の魔物が同時に現れる現象。

　魔物の出現ポイントに間違えて足を踏み入れてしまったり、群れの移動中にかち合ってしまったりと遭遇するきっかけは様々だが、今回は後者だったようだ。

　魔物の行進はランクを問わずどのダンジョンにも発生する現象だが、俺はそれをあまり問題視していなかった。

　最悪、ダンジョン内転移を使って逃げることが可能だから。

　けれど通常の冒険者にとって、それは死の危険性をもたらすもの。

　上位ギルドが誇る優秀なＡランクパーティーであっても、それは同じだった。

「タンクは前に！」

「「はい！」」

　八神さんの指示に従い、タンク二名が前に出て魔物たちを食い止める。

　通路が狭いため、かろうじて進行を遅らせることには成功したものの、逆にいえばこちらから攻撃するためのスペースも存在していなかった。突破されるのは時間の問題だ。

「リーダー、あちらからも魔物が来ます！」

「別方向からだと!?」

　それに加え、必死に対抗策を考える俺たちを絶望の淵ふちへ叩たたき落とすかのように、別の通路から同じ数の魔物が追ってきていた。

　通常の魔物の行進なら、こんなことは起こりえない。

　明らかに何かがおかしい。

　俺はギリッと歯を噛みしめた。

　ここにいる誰もが驚愕と混乱に陥る中、八神さんは毅き然ぜんとした態度で叫ぶ。

「退避だ！　このままだとジリ貧になる！　ひらけた空間に出て、広範囲魔法で敵を殲せん滅めつする！　急げ！」

　その声に従い、前衛職を先頭にして、残された一つの通路から俺たちは避難した。

　俺や東雲さんは先頭の後ろにつき、最後尾は八神さんやタンクが務めてくれる。

　だが、

「っ、あっちにも魔物の群れがいるぞ！」

「こっちの道にはいない！　行くぞ！」

　分かれ道に辿たどり着くと、かなりの確率で魔物の群れが待ち受けていた。

　必然的に残る通路を選び、突き進んでいく。

　その途中で、俺はふと違和感を覚えた。

「……おかしい。あまりにも都合がいい」

　なぜここまで魔物が大量に現れるのかは不明だが、俺たちを殺したいのなら全ての通路を塞ぐようにして現れればいいはずだ。

　だけど実際は、用意されたかのように逃げ道が存在している。

　誘導。そんな不穏な単語が脳裏に浮かび上がった。

　疑念はあるが、だからといって立ち止まるわけにはいかない。

　俺が隠していた力を明かして応戦したからといって、どうにかなる状況でもない。

　歴戦の猛も者さである八神さんの指示に従うのが、最もいい手段のはずだ。

　頭でそれは分かっているはずなのに、胸の動どう悸きが収まらない。

　答えが出ないまま進み続けていると、俺たちはとうとう目標の場所に辿り着いた。

「見て、あっちに大きな部屋があるわ！　あそこでなら魔物たちを迎え撃てるわよ！」

　ひらけた空間を見つけた東雲さんが、歓喜の様子で叫ぶ。

　俺たちは迷うことなく、その空間に繋つながる穴を通った。

　その瞬間、ぞわりと身震いが起きた。

「────なんだ？」

　言い知れぬ感覚に、戸惑いつつも振り返る。

　そこには、追ってくる魔物たちに魔法を浴びせながらも、なんとかこの部屋に辿り着いた八神さんたちの姿があり──

　その左右には、開かれた扉が存在していた。

「ッ、外に出てください！」

　反射的に、俺はそう叫んだ。

　その言葉を聞いた八神さんが目を見開く。

「何を言っている天音。外には魔物が大量にいる。ここで倒す以外生き延びる道は──」

　八神さんの言葉が最後まで紡がれることはなかった。

　バタンッ！　と、彼の声をかき消すような盛大な音を立てて、その扉が閉まったから。

「なんだ？　扉が閉まった？」

「群れから逃げきれたのか？」

　その光景を見た者たちが、戸惑いつつも安あん堵どしていた。

　けれどその中で、俺の鼓動だけが早鐘を打つ。

　安心なんてできるはずがない。

　俺の予想が正しければ、ここはきっと──

「……皆、後ろを見ろ」

　何かを見上げるように顔を上げた八神さんが、震える声でそう告げる。

　俺は深く息を吐きながら振り返り──それを見た。

「……そうだろうなとは思ったよ」

　奥の壁から湧き上がるようにして現れたのは、オークジェネラルを彷ほう彿ふつとさせる、５メートルは軽く超える高さを誇る怪物だった。

　額から伸びる一本の角に、鋭い金色の眼光。

　口からは巨大な牙が二本飛び出ている。

　岩石のように膨れ上がった肉体は濁った赤色で塗りたくられたようで、異様な雰囲気を醸し出す。丸太のような手には刀身が２メートルを超える大剣が握られていた。

「嘘うそだろ、最下層でもないのに、なんでここにこんな奴やつが……」

「まさかトラップだったのか!?」

「……っ！」

　ここにいる誰もが、その化け物を前に恐れをなす。

　俺は静かに鑑定を使用した。




　───────────────

【ハイオーガ】


　・討伐推奨レベル：４００００

　・エクストラボス：鬼おに塚づかダンジョン



　───────────────




　そのレベルは奇くしくも、あの日戦う機会すら与えられなかったサイクロプスと同じで。

　俺たちは唐突に、この強敵との死闘を強いられることになった。




　　　　◇◆◇




　突如として眼前に現れたハイオーガに対し、八神は小さく舌打ちした。

　ボス部屋はダンジョンの最下層にしか存在しない。それはダンジョンにおける常識だ。

　だからこそ八神たちは何度も索敵を使用し、まだダンジョンが下に続いていることを確認しながら進んできた。

　だというのに、これは何だ？

　なぜこんな中層にボス部屋が存在する？

　しかも、現れたのが通常のボスより遥はるかに強力なエクストラボスだというおまけつきで。

　誰かに答えてもらわなくても、本当はもう分かっている。

　先ほどの魔物のモンスター・行進パレードによる誘導も含めて、これまでに目撃された例のない罠わなだったということだろう。その罠に自分たちはかかったのだ。

　そして、レベル４００００という遥か格上の魔物と戦う羽目になったというわけだ。

（俺たちだけで、コイツを倒せるか？）

　この中で最もレベルが高い自分でも、まだ２６０００には届かない。

　その差は歴然。この場にいる皆の力を借りても、勝つことは難しいだろう。

　それでも、ここから生き残るためには、戦わないという選択肢は存在しなかった。

「リーダー！」

　指示を求めてこちらを見る仲間たちに向けて、八神は告げる。

「応戦する、陣形を整えろ！　前衛はダメージを与えるのではなく、敵の気を引くことに徹しろ！　俺以外の魔法使いはその援護に回れ！　トドメは俺が与える！　ヒーラーは全員に強化魔法を！」

「「「はい！」」」

　全員が頷うなずき、各々の役目を果たすべくハイオーガに向き合う。

　そんな中、八神はふと後ろにいる凛の存在を思い出した。

（先ほどの動きを考えるなら、天音も戦力になる可能性はあるが……いや、ダメだ）

　しかし、途中で首を振る。

　さすがに４００００レベルの魔物と渡り合う実力があるとはとても思えないし、何より彼は短剣を扱う接近戦タイプ。

　前衛の連携は難易度が高く、一つのミスが命取りになる。

　初めてパーティーを組んだ者たちが上手うまく協力し合うのは困難だろう。

　この極限状態で、彼のような不確定要素に頼るべきではないと八神は判断した。

　そんなことを考えているうちにも、徐々に戦場は熱を帯び始める。

　タンクはＭＰ消費には一切気を回さず、全てのスキルを使って全力で防衛に徹する。

　そうでもしなければ、ハイオーガが振るう大剣を一撃とて耐えきることができないのだ。

　そして剣士と槍やり使いの二人は、隙を見てハイオーガの足首に斬りかかる。

　タンクに向けられる圧力を緩和しつつ、動きを制限しようとする考えからだ。

　しかし──

　キィンッ！

「なっ、刃が通らないだと!?」

「くそっ、こいつ、硬さが普通じゃないぞ！」

　甲高い音とともに、ハイオーガの硬質な皮膚によって二人の刃やいばは易やす々やすと弾はじかれた。

　レベルが倍近くあるとはいえ、通常ならそんなことは考えられない。

　数瞬の思考の末に、八神はその答えに辿り着いた。

「──硬化か！」

　スキル硬化。その名の通り体の強度を上げるスキルであり、本来ならタンクを中心とした前衛職が獲得するものだ。

　恐らくこのハイオーガは、その力を特性として有している。

　これが上位魔物の厄介なところだ。

　魔物はレベルが上がれば上がるほど、厄介な特性を持ったものが多くなる。

　体を溶かす酸を吐く蛇、炎を纏まとったトカゲ、地響きを鳴らし続ける亀──そして、体の強度を上げる巨大な鬼。

　防御力に特化したこの怪物を倒すのは難しい。

　だが、だからといって諦めるわけにはいかない！

　八神は逐一戦況を確認しながら、詠唱を続けていく。

　前衛の攻撃はハイオーガの皮膚によって弾かれたが、それでも浅い傷を与えることはできていた。

　どれだけ強固な体であったとしても、無敵というわけではない。

　全力の一撃ならば、あの怪物を倒すことも十分可能なはずだ。

　それから数十秒後、とうとうその瞬間が訪れる。

「リーダー、今です！」

　時間を稼ぎ終え、ハイオーガから距離を置いた前衛が八神に向かってそう告げる。

　それを見届けた八神は、体内にある魔力を絞り出すようにして叫んだ。

「プロミネンス・バーストォォォ！」

　炎属性の最上級魔法、プロミネンス・バースト。

　渦巻くようにして放たれた炎の奔流はいかなる鉄壁をも貫くほどの威力を誇り、敵の内部に侵入した瞬間、大規模な爆発を引き起こす。

　そうすることによって、敵の体を内側から粉砕し焼き尽くしてしまうのだ。

　これこそが、今の八神が持つ最大火力の一撃。

　ハイオーガの皮膚すら貫けると確信して放った魔法だった。

「グゥゥゥゥゥ!?」

　ハイオーガが自身に迫る魔法に気付くが、もはや手遅れ。

　回避は間に合わず、炎の奔流はハイオーガの胸元に直撃し、その衝撃によって部屋いっぱいに砂さ塵じんが舞った。

　ここにいる誰もが、勝利を確信する。

　しかし──

「うそ……だろ」

　数秒後、砂塵ちりの中から姿を現したのは、未いまだ健在なハイオーガの姿だった。

　その光景を前に、八神は大きな衝撃を受けた。

（プロミネンス・バーストが当たらなかった？　いや、わずかだが火傷やけどの痕がある。直撃はしていたはずだ！　なのになぜ、この程度しかダメージを与えられていない!?）

　動揺すると同時に、冷静な頭が分析を続ける。

　ハイオーガの全身を観察するうちに、八神はとあることに気付いた。

（なんだ？　魔法を喰くらったところだけ赤みが増している。火傷のせいではなく、皮膚自体の色が濃くなっているようだ。その反面、それ以外の部分は少し薄くなっている気が──ッ！）

「まさかッ！」

　思考の末、八神は一つの答えに辿たどり着く。

「部位によって、硬化の強度を変えられるのか!?」

　その考えが正しければ、プロミネンス・バーストが防がれたのにも納得がいく。

　全身に張り巡らせていた硬化の力を一点に集めたならば、強度は数倍に跳ね上がっていたことだろう。

　冒険者が使用する硬化スキルでは再現不可能な、魔物であるハイオーガだけに許された能力。それによって、八神たちの渾こん身しんの一撃は無効化されたのだ。

　八神たちにとって望まざる事態は、さらに続く。

　道中に現れた魔物たちのようにハイオーガも再生能力を有しているようで、瞬く間に火傷の痕が消えていったのだ。

（くそっ、なんて厄介な敵だ！　自由自在に硬化を操る力に、多少の傷なら一瞬で治ってしまうほどの再生能力！　コイツを倒すには、硬化の操作が間に合わないほどの速度で最大火力をお見舞いするしかない！）

　その作戦を実現するためには何をどうするべきか、それはまだ分からない。

　ただ、今すぐ動き出さなければ蹂じゆう躙りんされるのみ。

　それだけは分かった。

「皆、もう一度時間を稼いでく──」

「ヴルァァァァァアアアアアアアアアア！」

　八神の言葉が最後まで紡がれることはなかった。

　ハイオーガによる全力の咆ほう哮こうが八神の声を掻かき消し、大気を圧迫するようにして八神たちに襲い掛かったからだ。

　混乱、絶望、恐怖。

　自分たちに迫ったかつてない死の危機。

　ここにいる誰もが、人間としての根源的な感情を思い出した。

　かろうじて、その威圧に耐え切れたのは八神のみ。

　焦燥の表情で、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす仲間たちに向かって叫ぶ。

「何をしている、動け！　早くハイオーガから離れるんだ！」

　だが、意識がハイオーガに縛り付けられている彼らに、八神の声は届かない。

　ハイオーガは巨大な口の端をニッと上げると、大剣を高らかに振り上げる。

　そしてこの場にいる全員を──否いや、部屋そのものを破壊するほどの勢いで振り下ろした。

　ゴウッと、大気が断ち切られる音が響く。

　振り下ろされる先にいるのは、死の危険と隣り合わせになりながらも、必死に時間を稼いでくれた前衛の皆。

　彼らに迫った危機を前にして、八神はただ手を伸ばすことしかできなかった。

　そしてその直後、八神は目撃する。

　誰もが立ち尽くすことしかできないなか、八神の横を颯さつ爽そうと駆け抜けていく、一人の青年の姿を。

（な──ッ!?）

　その青年──天音凛は、白銀の長剣を手にハイオーガに向かっていく。

　八神は咄とつ嗟さに声を上げる。

「待て、天音！　無謀だ！」

　なぜ、この状況で彼だけが動けるのかは分からない。

　だけど、４００００レベルの魔物と戦うには、その体はあまりにも小さく──

　無情にも、その矮わい小しような体にハイオーガの大剣は振り下ろされた。




　　　　◇◆◇




　数十秒前。

　後方から八神たちとハイオーガの戦闘を眺めながら、凛は思考の海に沈んでいた。

　ハイオーガのレベルは４００００。

　現在の凛のレベルは１７０００と少しであり、軽く二倍以上に相当する。

　凛は直感的に、この敵がこれまで戦ってきた魔物たちの中で最も強力であると理解していた。

　倍率的なレベル差だけなら、かつて戦った纏てん雷らい獣じゆうが最も大きい。

　だけど改めて思い返してみると、あの時は道中のクエスト報酬で完全回復薬フルポーシヨンや魔ま断だん薬やくが与えられるなど、あの化け物と渡り合うためのお膳立てがしっかりとされていた。

　凛が纏雷獣に打ち勝つための術すべを、システム音が用意してくれていたのだ（それでもギリギリの勝利だったが）。

　だが、今回は違う。

　今、凛たちの目の前にいるハイオーガはイレギュラーによって現れた敵であり、明確に凛たちを殺すためだけに存在している。

　アレと戦うために全力を出せば、凛の実力は今度こそバレてしまうだろう。

　そもそも全力を尽くしたからといって、必ずしも勝てる保証はない。

　ならば歴戦の猛も者さである八神たちに討伐を任せる方が、きっと得策で。

　その考えのもと、凛は戦いの行く末を見守ることにした。

　しかし結果として八神が放った全力の魔法ではハイオーガを倒すことができず、その現実を前に全員が絶望と恐怖を抱き、足を止める。

　──その光景を前に、凛は自問自答する。

　こんな状況になってもなお、自らの実力を隠すことに固執するのか──と。

　いいや、違う。凛は心の中でそう強く否定した。

　彼らの命と自分の秘密など、天てん秤びんにかけられるようなものじゃない。

　それに──

（そもそも俺は、何のためにここに来た）

　答えは決まっている。

　強者と戦い、新たなる力を得るためだ。

　なら、この機会をみすみす逃すわけにはいかない。

「無名剣ネームレス」

　この手に現れるは、格上を打ち倒すための剣。

　ハイオーガが大剣を振り下ろしたタイミングで、凛は駆け出した。

「待て、天音！　無謀だ！」

　思考は既にハイオーガの動きだけに限定され、周囲の声も耳には入ってこない。

　音速を上回る動きで飛び出した凛は、床を粉砕するような勢いで踏み込んだ後──大剣目掛けて、無名剣を全力で振り上げた。

「うあぁぁぁッ！」

　二つの刃やいばがぶつかり合い、真っ白な火花を散らす。

　結果は互角。

　両者の力は拮きつ抗こうし、それぞれの剣が後方に押し返される。

「なっ！」

「あの大剣を弾はじき返しただと!?」

　その光景を前に、凛を除く全員が驚きよう愕がくの声を上げていた。

　それは彼らにとって、恐怖を打ち消すほどの衝撃だったのだ。

「────？」

　そしてそれはハイオーガも例外ではなかった。

　困惑した様子で、凛を見下ろす。

　この小さな体に、なぜこれだけの力が備わっているのかが理解できないようだった。

　対して、凛の反応は違った。

　これまで後方から眺めていたことによって、ハイオーガの特性は理解している。

　それに加えて、パワーでも対等に渡り合えることがこうして分かった。

　──全ての条件は揃そろった。

　漆黒の瞳をハイオーガに向け、凛は静かな声で告げる。




「お前にはここで、今から俺の糧になってもらう」




　そして、凛とハイオーガの戦いが幕を開けた。








第四章　格上喰い






　自分を遥はるかに上回る巨きよ躯くを前に、凛りんが恐れをなすことはなかった。

　かつてのオークジェネラル戦のように、全ての感情を置き去りにし、ヒット＆アウェイに徹する──などという作戦は必要ない。

　なぜならもう、そんな作戦に頼らずとも。

　凛には、ハイオーガを圧倒できるだけの特別な力があったから。

「──瞬間転移タイム・ゼロ」

　数十の剣けん閃せんが、空くうを瞬く。

　白銀の残光が、次々とハイオーガの皮膚を切り裂いていった。

「ヴルガァァァアアアアア！」

　ハイオーガは雄お叫たけびを上げながら大剣を振り回す。

　だが、その全てが空振りに終わっていた。

　ハイオーガが大剣を振り切った時にはもう、凛は次の転移を終えているからだ。

「いいのか？　硬化が間に合っていないぞ」

「────ッ！！！」

　ハイオーガは凛の力を恐れ、硬化の力を集中させることによってダメージを避けようとしていた。

　だが、それも長くは続かない。

　視覚はおろか、直感ですら凛の位置を把握できなくなった直後、渾こん身しんの一振りがハイオーガの皮膚を断ち切った。

「グギャァァァァァァァァァァ！」

　あまりの痛みからか、叫び声を上げるハイオーガ。

　だが、それを聞いても凛が油断することは決してない。

　ここが勝負所だと判断した凛は、続けて連撃を加えていくのだった──




　　　　◇◆◇




「……なんだ、この光景は」

　二十歳にも満たない青年が４００００レベルのハイオーガを蹂じゆう躙りんする姿に、八や神がみを含めた全員がただただ圧倒されていた。

　力、速度、精神力。

　称賛すべき点は多々ある。

　ただその中でも極めて異質だったのが、敵の攻撃を全て躱かわし、死角から攻撃を浴びせていく特異な力──転移だった。

　凛とハイオーガの戦いを眺めている中、一人が口を開く。

「なあ、リーダー。アイツはいったい何者なんだ？　１００００レベルを超えていることだけは事前に聞いていたけど……それだけじゃ、これは説明がつかないぞ！」

「…………」

　八神は答えなかった。

　決して無視したわけではない。

　その問いを聞き取れないほど、自分の思考に集中していたからだ。

　十九歳。冒険者歴は一年強。ギルドマスターが見込んだ人材。

　──そして転移。

　一年前、冒険者界かい隈わいで一時的に噂うわさになっていたあるユニークスキルのことを思い出した八神は、すぐに凛がそのスキルの持ち主であると予想することができた。

　この予想が正しければ彼が特別な理由も、ギルドマスターがその才能を欲した理由も理解できる──が、この成長速度だけは理解できない！

　彼は十八歳で冒険者になったばかりで、それからたった一年でこの領域に辿たどり着いたのだとすれば。

　それはきっと、自分が尊敬する彼女さえも上回るほどで──

（そんなこと、ありえるはずがない！）

　彼女が特別である理由の一端を知っている八神にとって、それはとても信じることのできない答えだった。

　だけど、目の前で繰り広げられる白熱した戦いが理屈を超えて八神の心に訴えかけてくる──それが真実であると。

「……見届けよう、最後まで」

　理性と本能が真逆の答えを導き出す中、八神はこの戦いを見届け、その結果で信じるべき答えを決めようと判断するのだった。
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　動揺、驚愕──そしてわずかな興奮をこの場にいる誰もが抱く中。

　とうとう、凛とハイオーガの戦いに決着がつこうとしていた。

　──刃を振るった回数が１００を優に超えたころ。

　ハイオーガの皮膚から感じる硬さが増したことを確認し、凛は小さく呟つぶやいた。

「なるほど、硬化の範囲を元に戻したのか。悪くない判断だ。だが──」

　瞬間転移によって縦横無尽に斬りかかってくる凛に対して、限られた部位だけの防御力を高める方法は通用しない。

　全身の防御力を高め、少しでもダメージを減らそうとしたこと自体は正解だろう。

　しかし、今さらそんな小手先の手段に頼ったところで、もう手遅れだった。

　ハイオーガを倒すための準備は、既に終えていた。

「──魔奪剣グリード」

　左手に、深紅に染まる一振りの短剣──魔奪剣を召喚する。

　頭の中にある作戦を実行するために、八神から魔法の供給を受けようかと一瞬だけ考えるが、その必要はないと判断した。

　凛は迷うことなく、硬化の影響を受けない部分──ハイオーガの大きな傷跡を抉えぐるようにして、魔奪剣を深く突き刺した。

　そして、

「お前には余りもので十分だ──解放リリース」

　魔奪剣にもともと蓄えられていた一つの魔法。

　サラマンダーの纏まとっていた炎を、ハイオーガの内部に解き放つ。

「グゴォォォォォォォォォォ！」

　炎はハイオーガの内部を駆け巡り、無残にも内側から燃やし尽くしていく。

　ハイオーガは痛みのあまり苦痛の声を上げ、数々の傷跡からは炎が漏れ出した。

　１００００レベルのサラマンダーの炎が通用するか多少の不安はあったが、硬化が意味をなさない内側からの発動ということもあり、大いにダメージを与えられたみたいだ。

「さあ、終わりにしよう」

　ここで凛はハイオーガからいったん距離を取り、八神たちのもとにまで転移で後退する。

　再生能力によって傷が治る前に畳みかけるべきではないか。

　そう思っているであろう者たちの視線を背中に受けながら、凛は力強く地面を蹴って加速した。

　瞬間転移による連続攻撃は強力だが、踏み込みができずパワーが出にくくなってしまうという欠点がある。

　そのため、最後の一撃は加速をつけて放つべきと判断したのだ。

　音速を軽々と凌りよう駕がした動きで、炎に苦しめられるハイオーガに迫る。

　しかし、ただやられてくれるほど敵も甘くはなかった。

「ガルァァァアアアアアアアアアア！」

　炎に苦しめられながらもなお、生存本能に従うようにしてハイオーガは大剣を振り下ろす。まさに火事場の馬鹿力というべきか、力も速度も通常時を遥かに上回っていた。

　神速の刃やいばは万物を破砕するエネルギーをもって、凛に襲い掛かる。

　このままだと凛の体は軽々と押しつぶされてしまうだろう。

　だが、それでも凛は止まらない。

「瞬間転移タイム・ゼロ」

　直後、大剣は床を粉々に粉砕し、ダンジョン全体を激しく振動させる。

　だが、既にそこに凛の姿はなく、数メートル先を駆けていた。

　凛以外には、まるで彼が大剣をすり抜けたかのように見えただろう。

　凛は半身に構えると、無名剣ネームレスを弓のように大きく引く。

　そして腰、肩、肘と、全身の力を余すところなく伝えるようにして、極限の一撃を解き放った。

「うおおおおおおおおおおお！」

　敵の攻撃をすり抜け、放たれる神速の突き──透過インビジブル・刺突ペネトレイト。

　その一撃はハイオーガの硬い皮膚を、そして内部の魔石さえも易やす々やすと貫いた。

「ァ、ァ、ァァァァァ」

　──まともな断末魔を上げることさえできず、崩れ落ちていくハイオーガ。

　その強敵に背を向けながら、凛は血を払うように無名剣を数回振るった。

　──決着はついた。

　それは理解できているはずなのに、その現実離れした光景を前に、八神たちはまだ声を出すことができなかった。

　やがて、その中の一人がポツリと呟いた。

　矮わい小しような身でありながら、圧倒的な強敵を打ち倒した彼を表す言葉を。

「……格上ジヤイアント喰い・イーター」

　それは奇くしくも、凛が手に持つ白銀の長剣と、彼自身の在り方を示しているかのようで。

　やがて、全員の頭の中にシステム音が鳴り響く。

　それは確かに、この死闘が終わりを告げたことの証あかしであり。

　ハイオーガを圧倒した凛の姿に、彼らは最強の面影を見た。

　かくして、天あま音ね凛とハイオーガによる戦いは、凛の圧勝で幕を閉じるのだった。
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　ハイオーガ討伐後、脳内にシステム音が響き渡る。




『エクストラボスを討伐しました』

『経験値獲得　レベルが１６８３アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが１００アップしました』

『エクストラボス討伐報酬　レベルが２００アップしました』




　討伐報酬は合わせて３００と、かなり多めだった。

　まあ、それよりも経験値獲得で増えたレベルの方が多いのは多いんだけど。

　さらにシステム音は続く。




『本ダンジョンが初めて攻略されたことを確認しました』

『エクストラボスを討伐したことを確認しました』

『挑戦者全員の残存ＨＰヒツトポイント量が50％以上であることを確認しました』

『ボーナス報酬　【全ぜん遮しやの大おお盾たて】が与えられます』




　そこでシステム音は止やみ、代わりに大きな盾が一つと、飴あめ玉だまのようなものが一つ現れる。

　俺はその二つに向かって鑑定を使用した。




　───────────────

【硬こう化か薬やく】


　・60秒間、体の強度を高めてダメージを30％軽減する。

　・クールタイム：10分間。



　───────────────

【全ぜん遮しやの大おお盾たて】


　・装備推奨レベル４００００。

　・防御力＋４００００。

　・物理攻撃を受けた後は耐久力が、魔法攻撃を受けた後は抵抗力が一時的に上昇する。上昇分のステータスを特定範囲にいる相手に分け与えることが可能。



　───────────────




「……これまたとんでもない防具だな」

　鑑定結果を見て、俺は思わずそう呟いてしまった。

　このダンジョンの本来の攻略報酬であろう硬化薬だけでも、驚くほどの効果を有している。

　だが、それ以上に衝撃的だったのがもう一つのボーナス報酬、全遮の大盾だ。

　敵の攻撃を受けるたびに防御力が上昇し、それを他人に譲渡することができるという破格の性能。

　惜しむらくは、装備推奨レベルが高いことと、盾のサイズが大きいことだろう。

　小柄な女性ならすっぽり隠れてしまいそうなほど大きなこの盾を装備できるのは、守りを専門とするタンクくらい。

　片手に剣、片手に盾といった運用も難しいサイズだ。

　……少なくとも、速度と手数を重視する俺に使う機会はない。

　となると専門のタンクに譲ってしまうのが一番いい使い道に思えるが、俺の身近にタンクなんていただろうか……あっ。

　まずい、鑑定結果に夢中になるあまり忘れていた。今は合同攻略の最中だ。

　恐る恐る視線をそちらに向けてみると、彼らは驚きよう愕がくを隠しきれていない表情のまま無言で俺を見つめていた。

「天音、お前はいったい……っ」

　呆ぼう然ぜんとしたまま何かを尋ねようとする八神さんだが、急にはっと口を閉ざす。

　恐らく先ほどのように、俺の力に関しては詮索しない決まりがあることを思い出したのだろう。

　リーダーの八神さんが質問を止めたのなら、自分たちも訊きくわけにはいかない。

　そんな微妙な空気が部屋いっぱいに流れる。

　さて、今度ばかりは言い訳できないだろうな。

　そう思い、どこまでの情報を開示するか瞬時に考えるが……

　次に発言したのは、俺ではなく八神さんだった。

「まったく、まさかたった一日のうちに、これほど驚きが続くとはな。だが、もう痛いほど理解した。先ほどの光景が、まぎれもない現実だったということは」

　そこで少し言葉を止めた後、八神さんは言う。

「天音、一つだけ訊かせてほしい。冒険者歴は一年と少しだということだが、それ以前にダンジョンに潜っていたわけではないんだな？」

　冒険者になれる十八歳以前から、不正をしてダンジョンに潜りレベルを上げていたのではないのか。

　八神さんはそう疑問を抱いたようだ。

「はい。そういうことはしていません」

　まあ、法の抜け穴的な方法でレベルアップはしてるけどね。

　さすがにそこまで言う必要はないだろう。

　すると、八神さんは静かに目をつむり、

「なら、これ以上は何も訊かないでおく。もっともこの質問に関しても、初めから答えは分かっていたが……そんな不正をするような人間が、わざわざ自分のユニークスキルを衆人のもとに晒さらし、無能と蔑まれるはずないから」

　後半部分に関しては声が小さく聞き取れなかった……と言いたいところだが、冒険者は五感も優れているから聞こえてしまった。

　うん……これは多分、俺のスキルが何であるかまではバレてそうだな。

　まあそこに関しては隠してないから別に構わないんだが、問題はその先、スパンを無視したレベルアップについてだ。

　冒険者歴一年強の人間が４００００レベルの魔物を倒すなど、普通あり得ない。

　勘がいい人間なら、零れいのように答えに辿たどり着いてしまう可能性が高い。

　八神さんたちを疑うわけではないが、さすがにこれはまだ明かしたくない。

「……ん？」

　そんなことを考えていると、いつの間にか目の前で八神さんを含めた全員が頭を下げていた。

「天音、君は一度ならず二度までも、このパーティーを救ってくれた。本当にありがとう」

　八神さんに続くようにして、他の者たちも感謝の言葉を告げる。

　なんだろう、こう、無性に背中がかゆくなる。

「顔を上げてください。それよりも、今回の報酬をどう分け合うかを話し合いましょう」

「今回、ボス討伐に最も貢献したのは天音だ。いや、貢献というよりはもはや、天音一人の力で成し遂げた成果だろう。報酬に関しては全て天音が受け取ってくれ」

「……いいんですか？　この盾なんかは、俺には使えないから喜んで譲りますけど」

「残念だが、うちのギルドにも装備推奨レベル４００００の盾を扱える者はいない。売るなり知り合いに譲るなり、好きに使ってほしい。俺たちはレベルアップ報酬だけで十分だ」

　そういえば、レベルアップ報酬はここにいる全員に与えられたのか。

　冒険者にとっては常識だが、普段ぼっちだからうっかり忘れていた。

　確かに彼らからしたら３００レベルアップはかなり価値がある報酬だろう。

　それで満足してもらえるのなら……意固地になる必要はないか。

「分かりました。ならこの二つについては俺がもらいます。それから──」

　さらに言葉を紡ごうとすると、ここにいる全員が淡い光に包まれる。

「帰還の時間だな。話は上でしよう。その前にハイオーガの死体と大剣を回収する」

　八神さんは少し慌てた様子で、残る戦利品を回収していく。

　その様子を眺めていると、ふと俺は自分に向けられた視線に気付いた。

　そちらに顔を向けると、なぜか東雲しののめさんがぽーっとした表情で俺を見ていた。

「東雲さん？　どうかしましたか？」

「えっ!?　う、ううん、何でもないわ。少しぼーっとしてただけよ」

「？　ならいいんですが……」

　納得する俺の前では、東雲さんが両手を頬ほおに当てながら「そう、そうよ。戦ってるところとかはちょっとかっこいいかなと思ったけど、年下の男の子に本気になるわけがないわよね。うん、そうに決まって──」と、一人で何かを呟つぶやいていた。

　あまり触れない方がいいなと思ったので、彼女から視線を外しておくことにした。

　すると、それから数秒も経たたないうちに転移魔法が発動する。

　こうして、俺たちの合同攻略は無事に終わりを告げるのだった。




　───────────────

【天音　凛】

　レベル：１９４３８　ＳＰスキルポイント：２６７１０

　称号：ダンジョン踏とう破は者しや（10／10）・無名の剣豪・終しゆう焉えんを齎もたらす者もの（ＥＲＲＯＲ）・賢者を越えし者

　ＨＰ：１５２６５０／１５２６５０　ＭＰ：２５７００／４１７３０

　攻撃力：３６１７０　耐久力：３０５２０　速　度：３７８４０

　知　力：３０１８０　抵抗力：３０３１０　幸　運：２９３６０

　スキル：ダンジョン内ない転てん移いLV22・身体強化LVＭＡＸ・剛力LVＭＡＸ・金剛力LVＭＡＸ・高速移動LVＭＡＸ・疾風LVＭＡＸ・起死回生LV１・浄化魔法LV１・魔力上昇LVＭＡＸ・魔力回復LV２・索敵LV４・隠おん密みつLV４・状態異常耐性LV４・鑑定・アイテムボックスLV８・隠蔽LV１・纏てん壁へきLV２・略りやく奪だつ者しやLV１

　───────────────








第五章　戦う理由






　合同攻略を終えた後。

　その後は特に何事も起きることなく、俺たちは解散した。

　別れる前、皆からはもう一度感謝の言葉と、俺の実力については決して口外しない旨を伝えられた。

　そして、できることなら俺のような実力者が、ギルドに本加入してくれたら嬉うれしいとも。

　その場での明確な返答は避けたが、帰宅した後リビングでゆっくりと考え始める。

　攻略中の様子を見た限りでも、彼らは一部の上級冒険者のような尊大な態度を見せることはなかった。少なくとも人柄については信頼できると思う。

　問題は、俺が所属するだけの価値があるかどうかだ。

　正直、現時点ではまだ判断がつかない。

　彼らが宵よい月づきギルドでトップのパーティーとの話だったが、実力だけなら俺の方が上であることは今回の一件を踏まえてもまず間違いない。

　ダンジョン内ない転てん移いを含めた俺のスキル構成がソロ特化なことも含めて、共闘者としての魅力はそこまで感じなかった。当然、俺の後ろ盾にもなりえない。

　可能性があるとすれば、単独で彼らを遥はるかに上回るという彼女だけだが……

「結局のところ、クレアの強さってどの程度なんだろうな」

　ふと、頭に浮かんだ疑問を口にする。

　Ｓランク冒険者が、冒険者の中でも一線を画した特別な存在であることは知っている。

　しかしそれはあくまで知識として知っているだけで、実際にその水準の戦いを見たことがなかった。

　以前、クレアは４００００レベルのサイクロプスを一瞬で倒していたが、本気を出していたようにはとても思えない。

　今の俺にとって、最大の興味の対象は彼女であり、彼女の本当の実力を知るまでは決断を下すことができないというのが素直な気持ちだった。

　とはいえ、これはあくまで俺一人に限定した話であり──

「お兄ちゃん、さっきから一人で何ぶつぶつ言っているの？」

「……華はな」

　寝間着姿の華が俺の前に座る。

　普段は赤色のリボンでポニーテールにしているのだが、風呂上がりのせいか艶のある黒髪を肩までさらりと垂らしていた。

　普段が活発な印象なのに対し、今はおしとやかな印象が強い。

　まあ、どっちも可愛かわいいことに変わりはないんだけどねっ。

　それはさておき。

　ちょうど華のことを考えていたところだ。俺は彼女に問いかける。

「華はギルドに入るつもりはあるか？」

「……ギルド？」

　きょとんと首を傾かしげる華。

　華はもう俺の力について知っている。下へ手たに言葉を濁すことはないだろう。

　そんな考えのもと、ここ最近の出来事について説明していく。

　俺が柳やなぎを殺したこと、本当の実力を周囲に隠していることが宵月ギルドにバレたと言った時は目を丸くした華だったが、彼らが俺を罰するつもりがない（というか、その必要がない）ことを伝えると、ほっと胸を撫なでおろしていた。

　本題はここから。

　その流れでギルドに勧誘され、今は仮入団期間となっていること。

　今日の合同攻略を経て、ある程度は前向きに考えていいんじゃないかと思っていることをそのまま華に伝えた。

　いつまでも、俺が華とダンジョンに潜るわけにはいかない。

　後ろ盾が必要だということを差し引いても、彼女には信頼できるパーティー……仲間が必要だと思っている。効率的にレベルアップするための。

　華のユニークスキルなら、加入を拒否されることはまずないだろう。

　それに、

「宵月には零れいと由ゆ衣いがいる。信頼できる相手がいるのは大きいと思うんだ」

「うん。確かに由衣先輩や零先輩がいるのは嬉しいかも。ただ……」

　少しだけ間を置いた後、華は言う。

「お兄ちゃんは本当にそれでいいの？　今の話だと、私とお兄ちゃんが一緒に加入するってことになるよね？　私はともかく、お兄ちゃんがギルドに所属するメリットってそんなにあるようには思えないけど」

「そんなことはない。華と同じギルドに所属しておいた方が色々と融通がきくし……他にも目的がないわけじゃないからな」

　そこまで言って、ようやく華は納得したようだった。

「そっか。なら、私も前向きに考えようかな。ギルドにも元々興味があったし……」

「なら、ギルドマスターに頼んで説明を受ける時間を取ってもらおう。華も自分の耳で聞いた方がいいと思うし──」

　その時だった。

　手元のスマホから着信音が鳴る。画面には知らない電話番号が表示されていた。

　誰かは分からないが、ひとまず出るか。

「はい、もしもし」

『如月きさらぎです。突然のお電話、申し訳ありません』

　まさかの人物からだった。

「クレアか？　どうしたんだいきなり。それに電話番号も教えてなかったよな？」

『父に言って教えてもらいました。あなたに伝えたいことがあったので』

「伝えたいこと……？」

　わ、わざわざ電話をかけてまで伝えたいこととはいったい。

　動揺する俺に向かって、クレアは続けて言う。

『天あま音ねさんさえよろしければ、明日、少しお時間をいただけないでしょうか？』

「ま、まあ、それは構わないが」

『ありがとうございます。場所と時間についてですが……』

　クレアから明日の集合時間が告げられるので、メモをとる。

「その時間なら大丈夫そうだ」

『よかったです。それでは、また明日』

「ああ……また明日」

　別れの言葉を交わした後、通話が切れたことを確認し、華に視線を向ける。

「悪い華、話の途中に電話に出て──」

　どうしたんだろう。

　なぜか華はジト目で俺を睨にらんでいた。

「むぅ。お兄ちゃん、今の電話の相手、女の人だったよね？」

「ああ。宵月ギルドに所属している知り合いだ」

「そうなんだ。それにしてはずいぶんと仲良さそうだったね。はっ！　まさかさっき言ってた別の目的って、その女の人と会うためなんじゃ……」

「華？」

　自分の世界にトリップしたのか、呼び掛けても返事が返ってこない。

　何か変な勘違いをしている気がするが……まあ、うん。放っておいてもいいか。

　そんなこんなで、長い長い一日がようやく終わるのだった。
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　次の日。

　事前に伝えられていた集合場所に辿たどり着くと、クレアは既に俺を待っていた。

　純白のワンピースに爽やかな水色のカーディガンを羽織っており、彼女の落ち着いた雰囲気にとても似合っていた。

「悪い、待たせたな」

「おはようございます、天音さん。まだ集合時間になっていないので大丈夫ですよ」

「そうか。それで、何か話があるんだよな？」

「はい。立ち話もあれですので、どこかお店に入りましょうか」

　クレアの提案によって、俺たちは近くのカフェに入った。

　俺はミルクティーを、クレアはカフェオレを注文する。

　その二杯が来たタイミングで、おもむろにクレアは切り出した。

「まずは昨日のことについて、改めてお礼を。八や神がみさんからだいたいの流れはお聞きしました。天音さんがいなければ、エクストラボスに勝利することは難しかったようですね。彼らを守っていただき、本当にありがとうございました」

「どういたしまして。けど、その話をこんなところでしていいのか？」

「遮音スキルを使用しているので、他のお客さんに私たちの会話は聞こえません。ご安心ください」

　そんなスキルまで持っているのかと、ちょっとだけ驚いてしまった。

「ダンジョンの話に戻りますね。あの後、Ａランクパーティーですら壊滅する危険性があると分かったため、代わりに私が単独で鬼おに塚づかダンジョンを攻略し、仕組みを詳しく調べたんです。あの場に居合わせていた天音さんには、その結果についてもお知らせした方がいいかと思いまして」

「なるほど。確かにそれは気になるな」

　……今後、あのダンジョンを周回する上での参考にできるかもだし。

「鬼塚ダンジョンが通常と違う点は大きく三つ。一つ目はダンジョン全体に漂う魔力に再生の性質が含まれていること。強力な魔石を持っている魔物ほど魔力を吸収する能力が高いので、再生する割合が高いみたいです」

　言われてみると、確かにそういった傾向があったことを思い出す。

「二つ目が、三十階層で発生する魔物のモンスター・行進パレードです。あの階層に十分以上滞在した場合、大量の魔物が出現して襲われてしまうようです。最後の三つ目は、魔物から逃げた先に待ち受けるイレギュラールーム。そこに入ってしまえば、天音さんたちが体験したように４００００レベルのエクストラボス、ハイオーガと戦わなくてはいけなくなるのでしょう」

　そこでクレアは「ただ」と言葉を区切る。

「あえてそこでボス部屋に入らず大量に湧く魔物と戦うことを選択すれば、千体を超えたあたりで発生も収まるようです」

「……もしかしてそれ、クレアが実際に試したのか？」

「はい」

　至極当然といった様子で、クレアは頷うなずく。

　１００００～２００００レベルクラスの魔物が千体……隔絶の魔塔での経験トラウマを思い出し、頭を抱えたくなった。

　クレアにとってはその程度、有象無象を薙なぎ払うような感覚なのかもしれない。

　俺たちの間にある差を強く実感する中、彼女は続ける。

「ハイオーガと戦わずそのまま下に向かえば、最下層である六十階層にも通常のボス部屋が存在していました。そこでは本来のダンジョンボスであるオーガが出現し、レベルは２５０００。攻略報酬はダメージ軽減率20％の硬こう化か薬やくのみとなっていました」

「ハイオーガを倒した時にもらえた硬化薬は30％軽減だったから、その辺りには差が出てるんだな。他に違いがあるとすれば、レベルアップ報酬か」

　ハイオーガを討伐した際は、ダンジョン攻略報酬とエクストラボス攻略報酬を合わせて３００レベルも上がった。オーガを倒した場合は、これが１００レベルとなるんだろう。

　そう考えた時、ふと疑問を抱いた。

「余計なお世話かもしれないが、ダンジョンの調査はクレアが担当しなくてもよかったんじゃないか？　Ｓランク冒険者がスパンを受け入れるだけの上がり幅だとは思えないが」

　数は限られているものの、１００レベルを大きく上回るレベルアップ報酬をもらえるダンジョンは日本にも幾つか存在する。

　それを知っているからこそ抱いた疑問だった。

　しかし、クレアは少しだけ困ったような表情を浮かべると、

「……それも含めて、ギルドに所属する者の役目ですから。私も納得しているので、天音さんが心配される必要はありませんよ」

　まるで事前に用意していた定型文を紡ぐかのように、そう言った。

「ならいいんだが」

　彼女がそう言うのなら、これ以上俺が首を突っ込む話でもない。

　カップを持ち上げ、まだ温かいミルクティーを口に含んだ。

「今日の用事っていうのは、これで終わりか？」

「いえ、ここまではお礼と事後報告です。本題はここから。といっても、個人的な内容になるのですが……」

　クレアは姿勢を正し、まっすぐと俺を見つめる。

「天音さん。あなたが冒険者を目指した理由について、お聞きしてもよろしいでしょうか？」

「冒険者を目指した理由……？」

「はい」

　質問の内容を復唱すると、クレアはこくりと頷いた。

「事後報告にて天音さんがハイオーガを討伐したと聞き、こちらの想定を遥はるかに上回る実力があることを知りました。あなたの年齢で、それだけの力を得るのは普通ありえません」

　それをお前が言うのか。

　そんなツッコミをしたくなった。

　ただ話の腰を折るのもなんだったので、とりあえず続きを聞くことにする。

「この世界にダンジョンが発生してから、約二十年。世界は大きな変遷を遂げたと言われています。現に人類はレベルシステムという超常的な力を手に入れました。当時はまだ、今でいうところのＥランクダンジョンしか存在していなかったようですが……それでも、迷宮内から価値ある資源が取れることに変わりはありませんでした」

　すると、クレアは突如として何もない空間から大小さまざまな魔石を取り出し、テーブルの上に置いた。アイテムボックスを使ったみたいだ。

「魔石から抽出される魔力がエネルギー源として使用できると分かったことで、多くの国が資源獲得を目指しました。Ｅランク魔物から入手できる魔石でさえ、当時は数十万の値がついたとされています。しかし、上位ランクのダンジョンが現れるにつれ、その価値は低下していきました。今では数十円から数百円といったところでしょうか」

「だいたいそのくらいだな。で、その傾向は今もなお続いている。今ならまだ、Ｃランク以上の冒険者になればある程度稼げるとは言われているけれど、数年後にはどうなっているか分からない」

　そしてそれこそが、俺が周囲から冒険者を辞めるよう促されていた理由でもある。

　才能のない人間は、世界の成長速度に追いつけない。

　どれだけレベルを上げたとしても、その時にはもう迷宮資源の価値が変わり、以前のように金を稼げなくなってしまうからだ。

　この世界にダンジョンが生まれてからまだ二十年。俺やクレアにとっては生きてきた期間そのものだが、世界の歴史の長さから考えるとまだまだ短い。

　ダンジョンが世界に与える影響は、現在進行形で変わり続けているのだ。

　そんなことを考えている俺の前で、クレアは続けて言う。

「さらにダンジョンのレベルアップ報酬とスパンの仕組み上、遅れて冒険者になった者は、どう足あ掻がいても先達を超えられないというのが常識です。そんな中、上位に食い込めるのは優秀なユニークスキルを保有している者だけ。他者の努力を踏みにじるようにして、彼らは才能だけで高みへと駆け上がっていく……」

　そこでクレアは、ぐっと手を握り締めた。

　彼女自身、似たようなことを言われたことがあるのだろう。

　俺には彼女が、そのことを思い出しているように見えた。

「多くの者はそう言いますが、私はそう思いません。きっと彼らにも、力があるからこその苦悩はあって。それでも上を目指し努力を続けているのです」

　クレアは俺に視線を向ける。

「だからこそ気になったんです。天音さんにハイオーガを討伐できるほどの実力があるのなら、そこに辿り着くまでそれ相応の苦労をしたはずで……それでも挫くじけることなく前に進み続けた理由を聞きたいと思ったんです」

　まっすぐで、綺き麗れいな蒼あお色いろの瞳。

　そんな目で見つめられたら、とても誤ご魔ま化かす気にはなれなかった。

　ちゃんと誠意をもって答えたくなった。

「俺は──」

　俺が冒険者を目指したきっかけ。

　いつの日か零にも話したことがあったなと思いながら、ゆっくりと言葉を紡いでいく。




　昔、俺と華が一緒に出掛けていた時のこと。

　近くのダンジョンで迷宮ダンジヨン崩壊・コラプスが発生し、大量の魔物が地上に現れるという事件があり、俺と華はそれに巻き込まれた。自分を遥かに上回る大きさの魔物に死を覚悟した次の瞬間──一人の冒険者が俺たちの前に現れて、魔物を一瞬で討伐してみせた。

　その背中に、その強さに、俺は憧れたのだ。

　今となってはもう当時の記憶はおぼろげで、その冒険者が誰だったのかさえ分からないままだけど。

　それでも、この胸に生じた熱い思いだけは覚えている。

　だから、もし自分が大人になった時、冒険者になることができたなら。

　彼のように強くなり、大切な誰かを守ることができる存在になりたいと思った。

　金を稼ぎたいだとか、無能と蔑んだ誰かを見返したいだとか、それらはあくまで後付けの理由でしかなくて。

　全てのきっかけは、そんなちっぽけな憧憬だった。




「……こんな感じかな」

　簡潔にだが、冒険者を目指した理由を語り終えた俺はそう切り上げた。

　多くの冒険者が地位、名誉、大金を求める中では少数派の──だけど、とりたてて珍しくもないよくある理由。

　それを聞き、彼女はどう思ったのだろうか。

　そんなことを思いながら恐る恐る様子をうかがうと、

「素敵だと思います」

「────」

　クレアは優しい笑みを浮かべていた。

　想定していなかった表情に驚くとともに、俺はその美しさに目を奪われた。

「由衣さんや零さんから聞いたことがあります。二人ともあなたに助けられたことがあって、それを心から感謝していると。昨日の八神さんたちに関してもそうです。あなたはもう、立派に自身の目標を叶かなえられているんですね」

「……そうなのかな」

「ええ、きっと。願わくば、私はその末にあなたが──」

　そこでクレアは何かに気付いたように、はっと口を閉ざす。

「どうかしたのか？」

「い、いえ、なんでもありません。それよりも天音さん、飲み物があと少ししかありませんね。お代わりを頼みますか？」

「いや、大丈夫だ」

　そう言って、俺は冷たくなったミルクティーをごくりと飲み干す。

　クレアの用件はこれで終わりみたいだし、そろそろ解散する頃合いだろう。

　ただその前に、一つだけ訊ききたいことがあった。

「こっちからも一つだけ質問いいか？」

「はい、なんでしょう？」

「クレアが冒険者になった理由を聞かせてほしい」

　クレアが俺に望んだように、俺もまた彼女が冒険者になった理由を聞きたいと思っていた。彼女の強さの一端を知れるかもしれないと思ったから。

　するとクレアは一瞬だけ大きく目を見開いた後、これまでの柔和な雰囲気から一転。

　店内の空気が凍るのではないかと思えるほど冷たい視線を俺に──否いや、ここではないどこかに向けて、桜色の唇を動かした。

「守ることです、全てを──だってそれが、私の使命ですから」

「……使命？」

　目標でも夢でもなく、使命と彼女は言った。

　それではまるで、その言葉が彼女自身のものではないようで──

「クレア──」

「と、こんな感じでしょうか。天音さんの理由とそう大きくは変わりませんね」

「…………」

　問いを投げかけるタイミングをずらされ、呼び声だけが空気に霧散していく。

　先ほどまでの柔らかい雰囲気に戻ったはいいものの、それがまるで、これ以上踏み込んでほしくはないと主張しているように感じた。

　俺が言葉を止めたことで、二人の間に微妙な沈黙が流れる。

　そんな沈黙を破るように、クレアはおもむろに切り出した。

「天音さん、今日はお付き合いいただきありがとうございました。貴重なお話を聞くことができてよかったです。そろそろ店を出ましょうか」

　伝票を手に取り、立ち上がるクレア。

　どうしてだろう。その背中に、寂せき寥りようのようなものを感じた。

　彼女を引き留めなければいけない気がした。

「待ってくれ、クレア」

「……はい？」

　振り返るクレア。呼び止めたはいいものの、何を言うべきかは分からない。

　永遠にも思える数瞬の思考の末──俺はその答えに辿たどり着いた。

「そう言えば今日の朝やってたけど、今度の放送でウルフんｖｅｒ２が登場するらしいぞ」

「……コーヒーのお代わりをお願いします」

「あっ、俺のもお願いします」




　　　　◇◆◇




　約一時間後。

　ウルフんの話題でひとしきり盛り上がった後、俺は帰宅するのではなく、その足で鬼塚ダンジョンにやってきていた。

　未いまだにこのダンジョンの検証は不十分であり、一般冒険者の入場は許可されていない。

　しかし、俺はここ以上にレベルアップ効率の良い場所を知らない。

　そのため人が集まってしまう前に踏破してしまおうと決めたのだ。

　無論、褒められた方法ではないが。

「ダンジョン内転移」

　ダンジョンに入り一瞬で三十層までやってくる。

　クレアは十分以上いれば魔物が大量に出現すると言っていたが、それを待たず直接ハイオーガが待ち受けるイレギュラールームに向かった。

　開かれた扉から中に入ると、扉は自動的に閉まっていく。

　そして壁から湧き上がるようにして、赤黒い肌を持つハイオーガが出現した。

「ガァァァアアアアアアアアアア！」

「どうやら二回目でもちゃんと出現してくれるみたいだな。ありがたい」

　無名剣ネームレスを構え、真正面からハイオーガに向き合う。

　昨日と違い、今日は魔奪剣グリードの中に魔法を収納していない。

　無名剣のみでこの強敵を打ち破らなければならない。

　だけど不安はなかった。

　昨日の攻略時、俺のレベルは約２０００上昇した。

　それに伴いステータスも大幅に強化され、幾つかのスキルも獲得した。

　魔法が使えずとも、負ける道理は存在しない。

「────いくぞ」

　そして、俺とハイオーガによる二回目の戦闘が幕を開けた。
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　数十、数百の剣けん閃せんが空を瞬く。

　重なり合う斬撃は一つの大きな波となり、ハイオーガの硬質な皮膚を次々と切り裂いていった。

「ガゥゥゥ!?」

「遅いぞ」

　ハイオーガは必死に抵抗を試みるが、瞬間転移タイム・ゼロを惜しみなく使用することによって敵の攻撃を軽々と躱かわす。

　パワー自体は相当なものなので油断ならないが、冷静に対処すれば何の問題もない。

　俺の瞬間転移はこういった巨大な魔物にこそ有効なのだ。

　サラマンダーやグリフォンのように体に魔法を纏まとっていたら話は別だが、物理的な攻守を得意とするハイオーガはそもそも魔法を使えない。

　唯一保有している硬化スキルでさえ、俺の瞬間転移を前に効果を発揮しなかった。

　その結果、戦闘開始から約一分。魔奪剣による魔法攻撃を行えなかったため前回より時間はかかったが、前回以上に安定してダメージを与え続けることができた。

　そうして生まれた隙をつき、無名剣を力強く振るう。

　白銀の刃がハイオーガの胸を大きく切り裂き、そのまま魔石を破壊した。




『経験値獲得　レベルが１２１３アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが１００アップしました』

『エクストラボス討伐報酬　レベルが２００アップしました』




　鳴り響くシステム音。

　俺がハイオーガに勝利したことの証明とともに、莫ばく大だいな経験値を獲得することができた。

　ステータスを確認する。

　金剛力や疾風、そして瞬間転移を常時発動しているためＭＰマジツクポイントの消費が激しい。

　だが、まだ少しは余裕がありそうだった。

「まだまだ、ここからだ」

　転移魔法によって地上に帰還した後、俺は再度ダンジョンの中に入る。

「っと、このまま続けて攻略するのもいいけど、その前にこっちも確認しておかなくちゃな」

　俺は小さくそう呟つぶやいた後、ステータス画面を開く。

　そして昨日、新たに獲得したスキルに視線を向けた。




　───────────────

【忍　　耐LVＭＡＸ】：耐久力を＋３０００

【金こん剛ごう不ふ壊えLV５】：耐久力を＋50％（１秒につき10ＭＰを消費する）

【精神強化LVＭＡＸ】：抵抗力を＋３０００

【不ふ撓とう不ふ屈くつLV５】：抵抗力を＋50％（１秒につき10ＭＰを消費する）

　───────────────




　これらは耐久力や抵抗力の数値を上げてくれるスキル。

　高速移動や疾風の別バージョンといったところだ。

「常に瞬間転移や纏てん壁へきに頼るわけにはいかないからな」

　瞬間転移を使えば敵の攻撃を軽々と回避できるし、纏壁を使えば一定のダメージを無効化できる。普通のスキルと比べても、この二つはとびぬけて優秀だ。

　だが、強力だからこその問題もあるのだ。

「瞬間転移を使用できるのはあくまでダンジョンの中だけだし、そもそもＭＰ消費量が尋常じゃない。あまりに多用すれば一秒で１０００近く持っていかれるからな。これを使用しない戦い方にもしっかりと慣れておくべきだ」

　それに、戦闘が常にダンジョンの中だけで行われるとは限らない。

　地上に魔物が現れた際、足手まといになるのでは笑い話にもならない。

　その時にも備えておくべきだ。

「瞬間転移を使えなくなった時こそ、ダメージを無効化できる纏壁が最大限に活躍するんだが……それはそれで問題点があるんだよな」

　纏壁は再び発動するためのクールタイムが一分もある。

　一見大したことがないように思えるかもしれないが、このレベルの戦いになってくるとコンマ一秒以下で勝負が決まる。

　敵の攻撃がどうしても回避できないものだった場合、纏壁を突破された後、再発動が可能な時間まで生身で攻撃を浴びるのはあまりにも危険だ。

　というわけで、今回耐久力や抵抗力を高めてくれるスキルを獲得しようと思ったのだ。

　本当ならこれらを使わずに済むのが一番なのだが、もしもの時の保険として持っておく。

「纏壁はともかく、一度瞬間転移を封印した状態でハイオーガに挑むのもいいかもしれないな。この二回の戦いでだいぶ行動パターンは読めてきたし」

　そうと決まればさっそく行動だ。

　俺は三十階層に行き、三度目となるハイオーガとの戦いを繰り広げる。

　力だけならば相変わらず俺を大きく上回っているが、冷静に観察するとかなりの隙があった。

　適切に対処することで少しずつダメージを与えることに成功する。

　そして戦闘開始から約三分後。俺の前にはハイオーガの死体が転がる。




『経験値獲得　レベルが１０２２アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが１００アップしました』

『エクストラボス討伐報酬　レベルが２００アップしました』




「相変わらず、貰もらえる経験値はとんでもないな……」

　エクストラボスの発生条件が易やさしいおかげで、一回攻略するごとにレベルアップ報酬が３００も貰える。さらにはハイオーガのレベルが俺よりかなり高いため、経験値獲得のレベルアップがそれを大きく上回るくらいだ。

　たった一回攻略するだけで上がるレベルでさえも、通常の冒険者にとっては喉から手が出るほどの数値だ。それを俺はダンジョン内転移のおかげで、一日に何度も獲得できる。

　改めてこのユニークスキルの力を思い知る。

　俺のレベルが上がり、優秀な攻略報酬をもらえるダンジョンに入れるようになるほど、この力は真価を発揮するのだ。

　これまでのさらに数倍の速度でレベルアップが可能となる。

　結局その後、もう一度だけダンジョンを攻略した。

　そして俺のレベルは驚くほど上昇するのだった。




　　　　◇◆◇




　翌日からも、俺のレベルアップは順調に続いていく。

　劇的に上昇するステータスのおかげで、ハイオーガの討伐はどんどん容易になっていた。




『経験値獲得　レベルが４２３アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが１００アップしました』

『エクストラボス討伐報酬　レベルが２００アップしました』




　ハイオーガと剣けん戟げきを繰り広げる中、ふと脳裏に先日のクレアとの会話が浮かび上がる。

　あの日、やけに印象に残った言葉が二つあった。

　一つは、俺が冒険者になった理由を話した直後のこと。




『由衣さんや零さんから聞いたことがあります。二人ともあなたに助けられたことがあって、それを心から感謝していると。昨日の八神さんたちに関してもそうです。あなたはもう、立派に自身の目標を叶かなえられているんですね』

『……そうなのかな』

『ええ、きっと。願わくば、私はその末にあなたが──』




　あの後、彼女は何を言おうとしたんだろうか。

　俺が強くなり続け、大切な人を守ることができるようになったその先に、彼女は何を望もうとしたのだろうか。




『経験値獲得　レベルが２５３アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが１００アップしました』

『エクストラボス討伐報酬　レベルが２００アップしました』




　そして、それ以上に気になった言葉がある。

　俺がクレアにも冒険者になった理由を尋ねた時、彼女はこう答えた。




『守ることです、全てを──だってそれが、私の使命ですから』




　目標でも夢でもなく、使命と言った理由は結局分からないままで。

　ただ一つ思うのが、その言葉は決して、大きな力を持った人にはそれ以外の者たちを守る義務があるなどという、ありきたりな理由ではないということ。

　少なくとも俺はそう感じた。




『経験値獲得　レベルが87アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが１００アップしました』

『エクストラボス討伐報酬　レベルが２００アップしました』




　彼女が強さを求める理由も、なぜあれだけの力を持っているのかも今はまだ分からない。

　俺もあの領域Ｓランクに辿たどり着くことができれば、それを知ることができるんだろうか。

　これまでただひたすらに強さを求めてきた。

　そんな俺が、一人の相手についてここまで想おもいを馳はせている理由はまだ分からない。

　だけど、俺の思考の大部分をその存在が占めているのは紛れもない事実で。

　俺自身すら自覚していないその理由を知るためには。

　きっと、追いつかなくちゃいけないんだと思う。

　だから俺は、レベルアップを続ける。




『経験値獲得　レベルが13アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが１００アップしました』

『エクストラボス討伐報酬　レベルが２００アップしました』




　ソロ攻略を始めること六日。

　計四十回目となる、エクストラボスとの戦闘。

　眼前には、大きく大剣を振りかぶったハイオーガの姿があった。

　それに対し、俺は逃げも隠れもしない。

　ハイオーガと同じように両手で無名剣を構え、真正面から迎え撃つ。




「ガァァァアアアアアアアアアア！」

「うおぉぉおおおおおおおおおお！」




　振るわれる二つの刃やいば。

　交錯する白銀の光。

　決着は一瞬だった。

　刃と刃がぶつかった瞬間、その圧力に耐えられないとばかりに大剣の刀身が折れ、切り離された部分がくるくると宙を舞った。

　それだけでは無名剣の勢いを止めることはできず、そのままハイオーガの胴体を魔石ごと一刀のもとに切り裂く。




『経験値獲得　レベルが８アップしました』

『ダンジョン攻略報酬　レベルが１００アップしました』

『エクストラボス討伐報酬　レベルが２００アップしました』




　続けて、聞きなれたシステム音が響き渡る。




『貴方あなたは本ダンジョンを規定回数攻略しました』

『ボーナス報酬　レベルが５００アップしました』

『今後、貴方が本ダンジョンを攻略しても報酬は与えられません』




「……これで終わりか」

　そのシステム音を聞き、俺はゆっくりとそう呟つぶやく。

　こうして俺は、鬼塚ダンジョンを踏破するのだった。




　───────────────

【天音　凛りん】

　レベル：３９８３０　ＳＰスキルポイント：３４７１０

　称号：ダンジョン踏とう破は者しや（10／10）・無名の剣豪・終しゆう焉えんを齎もたらす者もの（ＥＲＲＯＲ）・賢者を越えし者

　ＨＰ：３１２６６０／３１２６６０　ＭＰ：８５６４０／８５６４０

　攻撃力：７３７７０　耐久力：６２４５０　速　度：７７７２０

　知　力：６１５２０　抵抗力：６１８１０　幸　運：６１０３０

　スキル：ダンジョン内転移LV29・身体強化LVＭＡＸ・剛力LVＭＡＸ・金剛力LVＭＡＸ・忍耐LVＭＡＸ・金剛不壊LVＭＡＸ・高速移動LVＭＡＸ・疾風LVＭＡＸ・精神強化LVＭＡＸ・不撓不屈LVＭＡＸ・起死回生LV１・浄化魔法LV１・魔力上昇LVＭＡＸ・魔力回復LV２・索敵LV４・隠おん密みつLV４・状態異常耐性LV４・鑑定・アイテムボックスLV８・隠蔽LV１・纏壁LV５・略りやく奪だつ者しやLV１

　───────────────

【ダンジョン内転移LV29】

　使用ＭＰ：１ＭＰ×距離（Ｍ）。

　条　　件：全てのダンジョン内に対して転移可。

　転移距離：最大で１０００メートル。

　発動時間：０・２秒×距離（Ｍ）。

　対象範囲：発動者と発動者が身に纏まとうもの。

　───────────────

【派生スキル：瞬間転移】

　１００ＭＰを使用することにより、半径20メートル以内なら０秒で転移可。

　───────────────

　ダンジョン内転移LV29→LV30（必要ＳＰ：５００００）

　───────────────








第六章　ターニングポイント






　鬼おに塚づかダンジョンの踏破を終えた後、俺は自身のステータスを改めて確認していた。

「……まさかこの一週間で、レベルが倍以上になるとはな」

　感慨深くそう呟く。

　このとんでもなさは、誰に説明されるまでもなく理解している。

　俺はそのまま視線をスキル欄に向けた。

　注目するのは、纏てん壁へきLV５とダンジョン内ない転てん移いLV29の文字。

「纏壁は普通のスキルと同じで、スキルレベルを上げるごとに必要ＳＰスキルポイント量が増えてくるから、LV５の段階でいったん止めてダンジョン内転移に回したんだが……結局LV30には届かなかったか」

　LV29まで上げたというのに、大きな成長は見られない。

　だが落ち込む必要はない。ダンジョン内転移をLV１からLV10に、LV10からLV20に上げる時も似たようなものだったからな。

　それよりも、

「ここまで一つスキルレベルを上げるのに必要なＳＰ量が１００００だったのに、LV30にする時だけ５００００ときたか……いったい、どんな成長をしてくれるのやら」

　もしかして、瞬間転移タイム・ゼロに匹敵する技を覚えられたりとか？

　いや、それはさすがに高望みか。

　というか俺には、このスキルがこれ以上どの方向性で成長するのか皆目見当がつかない。

　LV30になったらドンッと成長するという予想も、ただ俺がそう信じ込んでいるだけかもしれないしな。

「まあ今考えることじゃないか。どうせすぐに分かることだしな」

　５００００ＳＰを獲得するまでには、あと１５００ちょいレベルを上げる必要があるが、二日もあれば到達できる数字だ。

　その時を楽しみに待っておくとしよう。

　俺はそんな風に考えるのだった。




　その日の夜。

　夕食の場で、俺は華はなに向かって言った。

「そうだ、華。この前言ってたギルドに関する説明だけど、明日の午後なら時間を取ってもらえるみたいだ。いけそうか？」

「うん、午後なら平気だよっ」

「午前は何か用事があるのか？」

「由ゆ衣い先輩や零れい先輩と一緒に遊ぶ約束してるんだけど……そうだ、せっかくだしお兄ちゃんも一緒に来る？」

「俺もか？」

　聞くところによると、遊ぶ場所は都心のショッピングモール。

　宵よい月づきの本部には近いし、改めて待ち合わせする必要がないから悪い案ではないんだが……

「いきなり俺が現れたら、二人が困るだろ」

「そんなことないと思うけど……ちょっと待ってて」

　華がスマホに何かを打ち込む。

　そして、

「ほら！」

　メッセージアプリが開かれた画面を見せられる。

　華、由衣、零の三人のグループがあるみたいだ（知らなかった）。

　俺が参加してもいいかという問いに対して、

　由衣からは『大丈夫だよ！』という言葉と元気いっぱいな顔文字。

　零からは『ＯＫ』と書かれたスタンプと、『やったー』と書かれたスタンプが返事として送られてきていた。

　なんだか二人の性格が見えるようでちょっとだけ面白い。

「なら、せっかくだし参加させてもらおうかな」

「それでこそお兄ちゃん！」

　華はルンルン顔で、俺の参加が決定したことを二人に伝える。

　こうして、俺の明日の予定が決まるのだった。




　　　　◇◆◇




　翌日。

「んー、由衣先輩と零先輩はまだ来てないみたいだね」

「集合時間まではあと少しあるからな」

　ショッピングモールにやってきた俺たちは、そんなやりとりをしつつ二人を待つ。

　すると、

「あっ、華ちゃんに凛りん先輩！　おはようございます！」

　先にやってきたのは、明るい色の長髪を靡なびかせる少女──由衣だった。

　ぱっちりと開かれた瞳には、周りを引き込むような力がある。

　表情や服装も相まってか、女の子らしい可愛かわいさが前面に出ている印象だ。

「みんな、久しぶり」

　続けてやってきたのは、肩まで伸びる髪が特徴的な少女──零だ。

　落ち着いた表情や声というのも手伝ってか、見た目だけなら可愛い系よりも綺き麗れい系といった感じ。その辺りにいる通行人に訊きいても同じように答えるだろう。

　まあ、実際に話してみたら色々と抜けているところがあるし、子供っぽい面があることもよく知っているので、個人的には可愛い印象も強かったりするが……

「二人に会ったのはこの前のギルド以来だな。元気にしてたか？」

「はい！　今日は凛先輩も来ると聞いてすごく嬉うれしかったです！」

「わたしもわたしも」

「そうか、それは何よりだ」

　お世辞ではなく本当にそう言ってくれているようだったので、ちょっぴり安心。

「これで全員集まりましたね！　さあ、行きましょうか！」

　どんどん前に突き進んでいく華に向けて俺は言う。

「華、そんな早足で歩いてたらはぐれるかもしれないぞ」

「大丈夫だよお兄ちゃん。今日はそんなに人もいないし、心配いらないよ！」




　五分後、俺たちははぐれた。




「まさか本当にはぐれるとは」

「あはは、お店に気を取られて少し立ち止まってるうちに、二人ともいなくなっちゃいましたね」

　取り残されたのは俺と由衣の二人。まあ、華と零は我先にと進んでいくタイプだから、立ち止まる俺たちに気付けなかったんだろう。

「それにしても、今日は買い物というよりも集まるのが目的で、ウィンドウショッピングを楽しむって聞いてたんだけど。いきなり別行動になることなんてあるんだな」

「あはは、私もちょっと驚きです。普段友だちと遊びに行く時はこんなことないですし」

　由衣は頬ほおをかきながら、困ったように言った。

　社交的な由衣は友だちも多そうだし、こんな風に遊ぶ機会も多いんだろう。

　それを言うと華も友だち自体は多いはずなんだが……あんまり遊びにいってる印象がないんだよな。

　家事の大部分を任せてしまっているから仕方ない部分はあると思うが、それを差し引いたとしてもだ。昔から俺が家にいる時は、華もいることが多かった。

　俺が冒険者になってからは、どうなのか分からないけどな。

　そして零に関しては……どうなんだろう。あまり人を寄せ付けないタイプなんじゃないかとは思っているが……ふっ、孤高を愛するという意味では俺と一緒だな。

　って、そんなことはどうでもよくて。

「よし、それじゃ俺たちも行くか」

「えっ？　二人を待たなくていいんですか？」

「一応メッセージは送ったし、後で合流はするつもりだけど、ただ待つのも時間の無駄だろ。せっかくだし二人で色々と見て回ろう」

　そう提案すると、由衣は少しだけぽかーんとした表情を浮かべた後、

「は、はい！　ぜひお願いします！」

　満面の笑みを浮かべて、そう答えるのだった。




　俺たちは適当に店を見て回りながら、華たちがいるであろう方向に歩いていく。

　その途中、アクセサリーショップで伊達だてメガネやネックレスなんかをつけてみたり、店員からカップルと間違えられたので否定したらなぜか由衣が俺をジト目で睨にらんでくるといった出来事がありつつも、それなりに楽しい時間を過ごしていた。

　通路を歩く中、由衣は自分の家族について教えてくれた。

「そうか、由衣には妹がいるのか」

「はい。妹と私の二人姉妹ですね」

　言われてみると、なるほどという気分だった。少し抜けているところはあるが、確かに由衣には面倒見のいいお姉ちゃんといった印象がある。

「妹はどんな子なんだ？」

「物静かな子です。昔から体が弱くて、季節の変わり目なんかは体調を崩して学校に行けないことも多いので、それが関係しているのかもしれませんが……でも、すっごく優しい子なんですよ！　それにめちゃくちゃ可愛いんです！」

「由衣にとって自慢の妹ってわけか」

「はい！」

　パアッと顔を輝かせて、由衣は頷うなずく。

　本当に妹が大切なんだろう。その気持ちは俺もよく分かる。

　妹を誇らしげに語る由衣を見るだけで、俺まで心が満たされるようだった。

　そんなことを思っていると、由衣は「あっ」と声を上げる。

「妹の写真があるんですけど見てみますか？」

「いいのか？」

「はい」

　由衣から渡されたスマホの画面には、由衣と並んで座る女の子の姿があった。

　肩口で切りそろえられたボブヘアが特徴的な、落ち着いた雰囲気の可愛らしい女の子だった。

「今は中学三年生で、名前は紗さ衣えっていいます。可愛いですよね？」

「ああ。さすが、由衣の妹なだけあるな」

「……んへっ!?」

「ん？」

　どうしたんだろうか。由衣は突然奇妙な言葉を零こぼし、その場で飛び跳ねる。

　ついでに言うと顔は真っ赤になっていた。

　どうしてそんな反応をしたのか分からないまま様子を見ていると、由衣はむぅ～と頬を膨らませて言う。

「り、凛先輩！　いきなりそういうのは卑ひ怯きようだと思います！　どうせ零ちゃんたちにも同じことをしているに違いありません！」

「いきなりどうしたんだ。流れが見えないが」

「ご自身の言葉を思い返してください！」

「はい」

　必死な様子の由衣に従うようにして、俺は会話の流れを思い出す。

　由衣の妹である紗衣ちゃんの写真を見せられた後、由衣が可愛いですよねと同意を求めてきたので俺は相あい槌づちを返した。

　確かに、由衣の妹なだけあるなと──

「──ッ」

　そこで俺はようやく、由衣が顔を赤くしている理由に気付いた。

　今の言い方だと、俺が由衣を可愛いと言ったも同然じゃないか。

「いや、今のはそういう意図じゃない……わけでもないんだが」

「っっっ」

　一瞬否定しようと思ったが、それはそれで少し違う気がする。

　だって、俺が由衣のことを可愛いと思っているのは事実だし。

　さっきのは、実際にそう思っているからこそ出た言葉だ。

　零が綺麗な高たか嶺ねの花はなタイプだとすれば、由衣は誰に対しても優しく接してくれる、同級生の男子全員勘違いさせて絶望させる系タイプだといえるだろう。なんだそのタイプ。

　って、そんなことはどうでもよくて。

　俺と由衣の間に不思議な空気が流れ気まずさを覚え始めた、その時だった。

「……ラブコメの気配を察知」

「私たちがちょっと目を離したすきに……ふーんだ」

「「っ！」」

　いつの間にかやって来ていた零と華が、頬を膨らませて俺たちを見ていた。

　俺と由衣は二人に対して慌てて弁解する。

　その途中、俺は心の中だけで気まずい空気を断ち切ってくれた二人に感謝を告げた。




　その後、合流した俺たちは今度こそ四人でショッピングモールを見て回った。

　十一時を過ぎたタイミングで少し早めの昼食を食べることにした俺たちは、ショッピングモールの中にあるフードコートに足を運んだ。

　席を確保した後、まずは華と由衣が料理を買いに行き、俺と零の二人が残る。

　すると、

「凛」

「ん？」

　俺の隣に座った零が、ぐいっと距離を詰めてくる。

　そして周りには聞こえないような声で言った。

「凛と二人で話したいことがある」

「二人で話したいこと……？」

「うん」

　零はこくりと頷いて続ける。

「わたしが凛に助けてもらった時から、かなりの時間が経たった。あれから凛がどれだけ強くなったのかずっと訊きたかったの」

「どれだけ……か」

　そう告げる零の姿からは、切実さを感じた。

　その理由は分からないが、既に俺の秘密を知っている彼女に対して無理に隠すこともないだろう。

　そう思った俺は右手を出し、親指を除いた四本の指を立てた。

　それを見た零は大きく目を見開く。

　それが４００００レベルを意味していることを理解したのだろう。

「なるほど。もうそこまで成長していたんだ。ちなみにだけど、ほかにも凛の力について知っている人はいるの？」

「華は全部知っている。少し前に明かす機会があった。あとはギルドマスターやクレア、八や神がみさんたちのパーティーも俺の実力に関してだけは知っている。ダンジョン内転移の秘密についてバレるのも、たぶん時間の問題だ」

「そっか。もうそんなに多くの人が知っているんだ」

　零はそう言って寂し気な表情を浮かべる。

　数秒の無言の後、彼女は口を開いた。

「ずっと前、わたしは凛にこう言った。いつかまた、凛と一緒にダンジョンに行きたいって。覚えてる？」

「ああ、もちろん」

「あれは心からの言葉だったの。華や由衣と一緒にダンジョンへ行ったことはあったけど、ああいうのとは違って。わたしは凛の力になりたかった。凛に頼られるような存在になりたかった。だけど、あれから必死に頑張ったけど、今の私はようやく１０００レベルを超えたあたり。きっとこれからも、凛の力になれることはないんだろうなと思う」

「……零」

　落ち込んだ様子の彼女に向かって、名前を呼び掛ける。

　だけどそれ以上、俺は紡ぐべき言葉を持っていなかった。

　だってそうだ。

　俺のレベルはもう、零のそれから大きくかけ離れている。

　彼女の特訓に付き合うという目的でダンジョンに潜ることはあったとしても、攻略に同行を願うことはありえない。

　俺はダンジョン内転移という特別な力を使って、誰よりも早くレベルアップしてきた。

　その過程で多くの格上を追いかけ、並び、そして置き去りにしてきた。

　彼らの意思など考慮せず、ただ強くなりたいという俺の目的のためだけに。

　一週間前、クレアが言っていた言葉を思い出す。

　この世界においてトップクラスに強くなれるのは、優秀なユニークスキルを持っている者だけ。

　彼らは他者の努力を踏みにじるようにして、才能だけで高みへと駆け上がっていく。

　そう彼女は言っていた。

　俺はこれまで数多あまたの強敵と戦い、数々の死線を乗り越えてきた。

　だから自分が得た力も、その成果にふさわしいものだと思っている。

　だけどダンジョン内転移という特別なユニークスキルがなければ、このレベルまで辿たどり着けなかったのもまた事実で。

　そんな俺が、果たして零にどんな言葉をかければいいというのだろうか？

　分からなかった。

　だけど、何もせずにはいられなかった。

　だから──

「……凛？」

「悪い、嫌ならどけてくれ」

　──ポンと、零の頭に手を乗せた。言葉で慰めることができない以上、これくらいしか俺にできることが分からなかったからだ。

　零は少しだけ驚いたような顔をした後、柔らかい笑みを浮かべて言った。

「ん、嫌じゃない」

　そして、頭を俺の肩に預けてきた。
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　俺は黙ってそれを受け入れる。

　こんなことで、零の抱える思いが消えたりなんかしない。

　そんなことは俺も零も分かっている。

　それでもこの行動を通して、俺と零がお互いを尊重し大切に思っていることだけは間違いなく伝わったと、俺は確信するのだった。

「また少し、目を離したすきに……」

「やっぱり零ちゃんにも同じことを……いえ、それ以上のことをしちゃってますね！」

「「────あ」」




　　　　◇◆◇




　一波乱あった後、俺たちは宵月ギルドを目指していた。

　由衣と零もギルドに用事があるということでついてきている。

　するとその途中、見知った顔を見つけた。

「八神さん？　それに他の皆も」

　そこにいたのは、八神さんを含むＡランクパーティーの八人だった。

　先頭にいた八神さんはこっちを見て目を見開く。

「……天あま音ね。それから黒くろ崎さきに葛か西さいか」

　八神さんは続けて華に視線を向ける。

「彼女は？」

「妹です。華、この人たちは宵月ギルドに所属している方々だ」

「あ、天音華っていいます。よろしくお願いします！」

「八神だ、よろしく頼む。そうか、そういえば今日、一人ギルド加入の説明を受けに来ると聞いていたが、天音の妹さんのことだったのか」

　八神さんは納得したように頷うなずく。

　そんな彼に向けて、俺は疑問を投げかけた。

「八神さんたちは何をしていたんですか？　パーティー全員が揃そろっているみたいですが、スパンは今日いっぱいですよね？」

「明日ダンジョン攻略に行くため、ダンジョン協会の訓練場を借りて軽く事前演習を行っていた。それを終えたから、一度ギルドに戻る途中だ」

「なるほど」

　そんな会話を繰り広げていると、八神さんの後ろにいた東雲しののめさんがひょこっと顔を出す。

「それにしても天音くん、すごいわね。可愛かわいい女の子を三人も引き連れて」

「言い方……」

「ふふっ、冗談よ。せっかくだし、皆でギルドに行きましょうか」

　東雲さんの提案によって、十二人という大所帯で俺たちはギルドを目指す。

　その途中、見慣れた……否いや、見慣れていた頃からは少し変わってしまった場所に辿り着いた。

「ここって……」

「剣けん崎ざきダンジョンの跡地ね。今はもう見る影もないけれど」

　俺たちが通りかかったのは、少し前まで剣崎ダンジョンがあった場所だった。

　しかし東雲さんの言う通り今はただの公園になっていた。

　その光景を眺めながら、東雲さんはしみじみと言う。

「それにしても、本当に不思議よね。ダンジョンが消滅するや否や、発生する前の光景が戻ってくるだなんて」

「……そうですね」

　俺は小さく相あい槌づちを打つ。

　この世界にダンジョンが発生する際、その場所にあった物は人や動物を除いて跡形もなく消滅する。

　かと思えば、ダンジョンが消えた後にはすっかり元通りの姿に戻ってしまうのだ。

　そういった意味でも、ダンジョンの発生を置換と表現する専門家もいるが、なぜこういった仕組みになっているのかは分かっていない。

　何はともあれ、この場所は剣崎ダンジョン発生前まで大きな公園だった。

　その時の光景が、今も変わることなく眼前に広がっているというわけだ。

　もともと綺き麗れいな草花が咲く有名な公園であり、それを数年ぶりに見られるとあって、それなりに人数が集まっていた。

「何をしている、早く行くぞ」

「あっ、は～い」

　そんな風にダンジョンの不思議を思い出しながらも、俺たちは宵月を目指して再び歩き始める──その、次の瞬間だった。




「────ッ！」




　ぞわりと、背筋を駆け上がるような寒気があった。

　全身を突き刺すような鋭い視線を感じた。

　脳裏によぎったのは、かつての柳やなぎ戦。

　ああ、俺はこれを知っている。

　悪意──否、殺意と称すべき感情だ。

　震えそうになる足でしっかりと地面を掴つかみ、周囲を見渡す。

　だけど何も怪しいものは見つからない。

　そんな俺の行動に対して、華たちは不思議そうな表情を浮かべた。

「お兄ちゃん？　急にどうし──」

　だが、彼女の言葉が最後まで紡がれることはなかった。

　それよりも早く、信じられないような現象が発生したからだ。

　突如として俺たちの足元に漆黒の闇が広がり、地面だったものが沼のような何かへと変貌する。

　その闇は俺や華たちを巻き込み、公園いっぱいに広がった。

「きゃあっ！」

「何だこれ!?」

　その闇に呑のみ込まれた者たちが驚きよう愕がくの声を上げる。

　俺はこの現象を知っていた。

　だけどなんでこのタイミングで!?　ありえない！

　疑問と焦燥が思考を埋め尽くす。

　それでもやらなければならないことがあった。

「全員、今すぐ逃げろ！」

「巻き込まれるぞ！」

　俺と八神さんの叫び声が、辺り一帯にこだまする。

　だが、逃げ出せる者などいなかった。

　いや、俺一人なら可能だったかもしれない。

　だがここには華たちや一般人がいる。だからその選択肢を取ることができなかった。

　それ以上の猶予が与えられることはなかった。

　どぷんと、地面に生じた闇に俺たちは呑み込まれていく。

「────ク、ソッ」

　最後に吐き捨てるようにそう零こぼすも、返ってくる言葉は当然存在しない。

　そして──俺たちはいともたやすく、迷宮ダンジヨン・発生アウトブレイクに呑み込まれたのだった。




　　　　◇◆◇




　足場のない、浮遊感の中に居続けること数十秒。突如としてその時間は終わった。

　目の前に現れる、ダンジョン内特有の硬い地面。そこに俺たちは放り出された。

「っと」

　空中で体勢を整え着地。

　周囲を見渡していると、冒険者たちはしっかり着地できている。

　だけどステータスを獲得していないであろう者たちは腹や背中から落ちていた。

　とはいえ、大おお怪け我がなどはしていないようなので、ほっと一息つく。

　そんなことを考えていると、そばに零がやってくる。

「凛、これってもしかして……」

「ああ、間違いなく迷宮発生だな」

「っ。けれどおかしい。ダンジョンの跡地に再びダンジョンが現れることはまずない。あったとしても、最低一年以上は期間が空くはず」

　零の言う通りだった。

　しかも不思議なのはそれだけじゃない。

　年々ダンジョンに関する研究が進むうちに、発生を防ぐことはできずとも、人や建物の少ない地点に誘導することは可能となっていた。

　そのため、ここ数年は迷宮発生に人が巻き込まれるといった事件は起きていないのだ。

　にもかかわらず、俺たちは迷宮発生に巻き込まれた。

　イレギュラー続きの現状に、思わず頭を抱えたくなる。

「なんで巻き込まれたのかは分からないが、ダンジョンの中なら魔物がいつ襲ってきてもおかしくはない。装備に着替えておいた方がいい」

「っ、わかった」

　零はこくりと頷く。

　さっきまで遊んでいた俺たちは今、当たり前のように普段着だ。

　アイテムボックスに収納してある装備を身に着けた後、俺は由衣や華に視線を向けた。

「由衣はアイテムボックスを持っているか？」

「はい、少し前に手に入れました！」

「ならひとまず安心だ。けど、確か華はまだ獲得してなかったよな……」

「わたしが昔使っていた簡易コートなら、華でも着れるはず。それを貸す」

「ありがとうございます、零先輩！」

　そんなやり取りの後、この場にいる冒険者の全員が戦闘態勢を整える。

　最低限、今するべきことが終わった。

　ここからどう動くべきか、八神さんと話し合いたい。

　そう思って八神さんのもとに向かおうとした瞬間だった。

「凛先輩、危ないです！」

　由衣の叫び声が響く。

　直後、俺の足元の影から真っ黒い何かが飛び上がってきた。

　鋭い漆黒のナイフが、まっすぐに俺の喉に迫ってくるが──

「邪魔だ」

　一いつ閃せん。

　左手に召喚した魔奪剣を振るい、真っ二つに両断する。

　それだけで、その謎の魔物は死んだ。

　手応え的には２００００レベルやそこら。

　それはこのダンジョンが最低でもＡランク以上であることを示していた。

「えっ？　えっ？　今、いったい何が……」

　その光景を見た由衣は、目の前で何が起きたのか分からないといった表情を浮かべていた。由衣は俺の本当の実力を知らないため、そうなってしまうのも仕方ないだろう。

　だけど今は説明してやる暇がない。

「華、零。ひとまず由衣を頼む」

「うん！」

「わかった」

　由衣が混乱しないよう、二人に対応を頼む。

　そして索敵を使って、俺たちが今いる部屋には他の魔物がいないことを確認した後、八神さんたちのもとに向かう。

　全員が神妙な顔をしていた。

「天音か。これは厄介なことになったな。今お前を襲った魔物がどれくらいの強さか分かるか？」

「だいたい２００００くらいかと」

「最低でもＡランク以上か……となると、彼らを引き連れて地上を目指すのは現実的ではないな」

　俺と八神さんはある方向に視線を向ける。

　そこには、公園とその周りにいた人たちまで巻き込まれたのか、六十人近い一般人がいた。

「なんだ!?　いったい何が起きたんだよ！」

「決まってるだろ！　ダンジョンに巻き込まれたんだよ！」

「魔物が襲ってくるってこと!?　私たち、ここで死ぬの!?」

　突然のできごとに、誰もが混乱し冷静さを失っている。

　常日頃からダンジョンに潜っている俺たちでも動揺しているのだ。

　彼らがそうなってしまうのも仕方ないだろう。

「……まずは彼らを落ち着かせる方が先だな」

「そうみたいですね」

「窮地には変わらないが、俺たちや天音がいるのがせめてもの救いだったな。わずかとはいえ、全員が生き残る可能性は残っている」

「……俺たちがいるのが、せめてもの救い？」

「？　どうかしたのか？」

「いや、何でもありません」

　首を横に振りつつも、その言葉に俺は違和感を覚えていた。

　同時に思い出すのは、迷宮発生に巻き込まれる前に感じた殺気。

　……俺たちがここにいるのは、本当に偶然なのか？

　疑念はあるが、確かめる方法はない。

　ひとまず有名ギルドである宵月のメンバーがここにいることを彼らに伝え、落ち着かせようという結論になった。

　しかし、

「──ッ、これは！」

「魔物の群れ……!?」

　鳴り響く行進の音。

　それは奇くしくも、鬼塚ダンジョンで俺たちが体験した魔物のモンスター・行進パレードによく似ていた。

　俺たちが今いる部屋には二つの通路が繋つながっている。

　その両方から、大量の魔物の気配がした。

「まずは魔物の群れをどうにかするべきだな」

「そうですね。八神さんたちはあちらの通路をお願いします」

「まさか片方は一人で食い止める気か!?　最低でも３００はいるぞ!?」

　俺は頷うなずく。

　レベル差的にも経験的にも、俺は彼らとうまく連携を取れる自信がない。

　ならば一人で全ての敵を相手にした方がやりやすい。

　右手に速そつ剣けんを召喚し、魔奪剣との双剣の構えを取る。

　格下相手には、無名剣ネームレスよりもこっちの方がやりやすい。

　それを見た八神さんは覚悟を決めて頷く。

「わかった。そっちは任せる。危ない時は早めに助けを呼べ」

「わかっています」

　そんなやりとりの後、俺たちは大量の魔物との消耗戦を開始した。

　幅に限りがある通路で、魔物が同時に十体程度しか襲い掛かってこないとはいえ、数は数百体に及ぶ。さらに魔物のレベルは１５０００～２５０００と、決して油断することのできない力を有していた。

　最初は速度に頼った戦いを続けていたが、想像以上に魔物の数が多い。

　徐々に押され始めてからは、瞬間転移に頼らざるを得なくなっていた。

　現在の俺のＭＰマジツクポイントは８５０００程度。一回の発動につき１００ＭＰ消費する瞬間転移を連発していては、瞬く間に尽きてしまう。

　この能力は一対一で敵を蹂じゆう躙りんする際にはこの上ない効果を発揮するが、今回のような消耗戦には向いていないということを強く実感する。

　それでも、戦い抜くしかなかった。

　そしてそのまま戦闘を続けること、約五分──

「これでラストだ！」

　こちら側の通路から現れる魔物を全て討伐し、反対側に視線を向ける。

　するとそこでは、八神さんが呪文を唱えていた。

「プロミネンス！」

　燃え盛る炎の奔流が、通路を埋め尽くすようにして放たれる。

　その一撃によって、魔物たちは一網打尽となった。

　あちら側の方が魔物の数が少なく通路の幅が狭かったためか、苦戦することなく討伐できたみたいだ。

「お、終わったのか……」

「何があったのかは全然分からなかったけど、あの人たちが魔物を全部倒してくれたってことでいいんだよな？」

「これで助かったの？」

　どうやら一般人の彼らには、俺たちの戦いを視認することすらできていなかったようだ。

　それに状況も理解できていない。まだ第一陣を退けただけだが、それで助かったものだと勘違いしている者もいる。

　……もっとも、彼らにとっては突然、命の懸かった非日常に巻き込まれたようなものだ。

　ダンジョンの知識もないだろうし、そうなってしまうのも仕方ない。

　なんにせよ、魔物の討伐を終えた俺たちはひとまず冒険者だけで部屋の中心に集まった。

「とりあえず魔物の襲撃を退けることはできたが……正直に答えてくれ。今のと同じ規模の戦いをあと何回できる？」

　八神さんの問いに対し、全員が神妙な顔つきになる。

　それは俺も同じだった。できる限りＭＰを消費しないように意識していたにもかかわらず、既に６００００ＭＰを切っている。

　恐らくは八神さんたちも同じだけの量を消費しているはずだ。

　全員の反応を見た八神さんは、顔をしかめる。

「……そうか。なら、やはり彼らを引き連れて地上を目指すのは無理そうだな」

「っ、それはやってみないと分からないんじゃ！」

「いや、分かる。戦闘中に索敵を発動してみたが、恐らくここが最下層だ。ここがＡランクダンジョンであると仮定すれば、最低でも六十階層には到達していると考えた方がいい」

「ならどうするんだリーダー。ただここで魔物たちに襲われてやられるのを待つってのか？」

「当然そんなつもりはない。俺たちに残された選択肢は二つ。一つは救援が来るまで魔物の襲撃に耐えること。もう一つはこのまま全員でボスに挑戦し、攻略時の帰還魔法で地上に戻ることだ」

「っ！　正気か!?」

「できることなら選びたくないが、挑むなら早い方がいい。ＨＰヒツトポイントやＭＰが少しでも多く残っているうちに挑戦するべきだからな」

　全員でボスに挑む。その提案を聞き、全員が目を丸くする。

　俺もそれしか方法はないと考えていた。

　ダンジョン攻略時、ステータスを保有していない者に攻略報酬は与えられないが、帰還時の転移魔法はそこにいる全員に適用されるのだ。

　この仕組みを利用すれば、確かにこの窮地から逃れることも可能かもしれない。

　ただ、この作戦はあまりにもリスクが高すぎる。

　もしダンジョンボスに敗北した場合、俺たちは全滅する。

　それならばまだ、魔物の襲撃に耐えて救援を待つ方がいいと思う者がほとんどだろう。

　しかしここで待っていたところで、いったい誰が救援に来てくれるというのだろうか？

　突然発生したイレギュラーダンジョンに挑み、Ａランクダンジョンの最下層まで一瞬で辿たどり着ける者など、Ｓランク冒険者くらいしか──

「……いないこともないのか」

　──脳裏によぎったのは、白銀の長髪を靡なびかせる少女クレア。

　だが、俺はすぐ首を横に振った。

　彼女は言っていた。俺たちが鬼塚ダンジョンを攻略した後、彼女も検証のため攻略したと。

　であるならば現在は彼女もスパン中のはず。迷宮発生に巻き込まれた俺や八神さんたちとは違い、クレアはダンジョンに入ることができない。

　となると、残された選択肢は一つしか残っていな──

「……どうやら、考える時間は与えてくれないみたいだな」

　再び辺り一帯に鳴り響く行進の音を聞き、俺は小さく呟つぶやいた。

　八神さんは一度舌打ちした後、覚悟を決めた表情で言う。

「あと数分放置してくれたなら、待機策を取るつもりだったが……これはいよいよ決断した方がよさそうだ」

「ってことは……」

「ボス部屋に向かうべきだと俺は思う。ただ──」

　八神さんは言葉を止めると、俺に視線を向ける。

「──天音。どちらを選ぶにせよ、恐らくお前に頼ることになる。お前の意見も聞いていいか？」

　俺の答えはもう決まっていた。

「ボスに挑みましょう」

「……分かった。今から移動を始める。全員、協力して一般の方々を誘導してくれ。時間がない。ついてこない者は置いていくと脅しても構わない。責任は全て俺が持つ！」

「「「はい！」」」

　魔物がやってくるまでの間に、一般の方々に説明する。

　これから全員でボス部屋に行き、そこから地上への帰還を目指すと。

　ほとんどの者がより危険なところに行くことに対し強く反対していたが、この場から俺たち冒険者がいなくなることを告げると、しぶしぶといった様子でついてくることになった。

　索敵を発動したことでもう分かっているが、ボス部屋はここから近い。

　数分も経たたないうちに辿り着くはずだ。

「八神さんたちは魔物を突破しながら突き進んでください！　しんがりは俺が務めます！」

「頼む！」

　八神さんたちのパーティーは先頭につき、その後ろに一般の方々が、さらにその後ろに華たち三人がついていき、最後に俺という形になった。

　そして、俺たちは八十人近い人数での移動を開始したのだった。




　　　　◇◆◇




　五分後。

　魔物の猛攻を退けた俺たちは、とうとうボス部屋に辿り着いていた。

　八神さんを先頭に、次々と全員が中に入っていく。

「お兄ちゃんも早く！」

「ああ！」

　俺を除く全員が中に入ったタイミングで、華が俺を呼ぶ。

　魔物を切り伏せた後、俺は踵きびすを返しボス部屋に向かった。

　俺が中に入ると同時に、ボス部屋の巨大な扉が閉まっていく。

　魔物の猛攻がひとまず止やんだことに安あん堵どのため息をついた後、改めてボス部屋の中に視線を向ける。

　──そして、驚きよう愕がくに目を見開くこととなった。

「なんだ、これは……？」

　そこには信じられないような光景が広がっていた。

　まず頭上には夜空が広がり、満月が輝いていた。

　地には草花が咲き乱れる庭園があり、大きな池が設置されている。

　そして俺が最も驚いた原因は、その先にあった。

「あれは……宮殿か？」

　庭園の先にあったのは、巨大な城──宮殿だった。

　しかしなぜ、あんなものがダンジョンの中に？

　草花や池はまだ分かる。ダンジョンによっては、出現する魔物次第でフィールドの条件が変わるところもあるという。

　しかし、宮殿だけは聞いたことがなかった。

　それもそうだろう。だって宮殿は決して魔物の暮らす場所ではないからだ。

　だが、驚愕はこれだけでは終わらなかった。

　宮殿を照らすように浮遊していた数十の炎が、突如として空高く舞い上がる。

　それらは一か所に集まっていった。

「なんだ、何が起きているんだ？」

「分からない！　こんな現象、見たことも聞いたこともない！」

　誰もが困惑する中、俺は言葉を発することすらできなかった。

　一つになっていくあの炎を見ているだけで、体の震えが止まらなくなる。

　それが触れてはならないものだと、直感的に理解してしまった。

「……まさか、このダンジョンのボスは」

　俺が小さくそう呟く中、その炎はとうとう一つの体を成した。

「嘘うそだろ……」

「こんなことが、ありえるのか……？」

　一言で表現するなら、それは炎の怪物だった。

　全長が10メートルを超えるその巨体は、燃え盛る深紅の炎で形作られている。

　あまりの熱量に大気は歪ゆがみ、周囲に凄絶な熱波が拡散する。

　今すぐにこの化物の前から逃げなければならない。本能がそう告げていた。

　この中で最もレベルの高い俺でそれなのだ。

　一般人に至っては、そのオーラを浴びただけで意識を失っていた。

　この時点で、俺たちは失敗を悟った。

　ダンジョンボスに挑むのではなく、魔物の襲撃に耐える方が、まだ生き残る可能性が高かったと。

　だけどもう退ひくことはできない。

　こいつを倒さないことには、俺たちは生き残ることができない。

　俺は鑑定を使用した。

　絶望をこの目に焼き付けるようにして。




　───────────────

【イフリート】


　・レベル：１０００００

　・ダンジョンボス：■■ダンジョン



　───────────────




「イフリート……！」

　それは俺が初めて戦うことになる、Ｓランク魔物の名前だった。




　───────────────

【天音　凛】

　レベル：３９８５２　ＳＰ：３４９１０

　称号：ダンジョン踏とう破は者しや（10／10）・無名の剣豪・終しゆう焉えんを齎もたらす者もの（ＥＲＲＯＲ）・賢者を越えし者

　ＨＰ：３１２８３０／３１２８３０　ＭＰ：５９３４０／８５６９０

　攻撃力：７３８１０　耐久力：６２４８０　速　度：７７７７０

　知　力：６１５５０　抵抗力：６１８４０　幸　運：６１０７０

　スキル：ダンジョン内転移LV29・身体強化LVＭＡＸ・剛力LVＭＡＸ・金剛力LVＭＡＸ・忍耐LVＭＡＸ・金こん剛ごう不ふ壊えLVＭＡＸ・高速移動LVＭＡＸ・疾風LVＭＡＸ・精神強化LVＭＡＸ・不ふ撓とう不ふ屈くつLVＭＡＸ・起死回生LV１・浄化魔法LV１・魔力上昇LVＭＡＸ・魔力回復LV２・索敵LV４・隠おん密みつLV４・状態異常耐性LV４・鑑定・アイテムボックスLV８・隠蔽LV１・纏壁LV５・略りやく奪だつ者しやLV１

　───────────────

【無名の騎士ネームレス・ナイトの剣】


　・無名の騎士が装備していた剣。

　・装備推奨レベル：１００００（ＭＡＸ）

　・攻撃力＋１００％

　・敵（人・魔物）のレベルが自分より高かった場合、ＨＰとＭＰを除くステータスの全パラメータを＋１００％。



　───────────────

【魔奪の短剣】


　・隔絶の魔塔を制覇した者に与えられる報酬。

　・装備推奨レベル：３３０００

　・攻撃力＋72％

　・刃に触れた魔法を、魔法発動時と同量のＭＰを消費することで吸収することができる。吸収した魔法を発動することも可能。その際にＭＰは消費しない。

　・保管可能数：最大で７種類。



　───────────────








第七章　白はく銀ぎんと蒼あお






　無名の騎士ネームレス・ナイト、オークジェネラル、纏てん雷らい獣じゆう、柳やなぎ、ハイオーガ。

　俺はこれまで数々の強敵と戦い、その全てに打ち勝ってきた。

　中には倍以上のレベル差があった敵だっている。

　それでも無名剣ネームレスや魔奪剣グリード、ダンジョン内ない転てん移いといった俺にしかない強力な武器と、これまでに培ってきた経験を駆使することによって苦難を乗り越えてきた。

　だけどそれは、全て薄氷の上に成り立っていた奇跡なのかもしれない。

　レベル差は２・５倍。

　相性は最悪。

　力のない者たちを守りながら戦う必要がある。

　最悪の条件が揃そろってしまったこの状況において。

　──俺は、どうしようもなく無力だった。




　　　　◇◆◇




　イフリートが発する魔力に当てられただけで、一般人は全員気絶した。

　この敵があまりにも規格外な存在であるということがよく分かる。

　ここで一つ、俺は大きな決断をした。

　そしてアイテムボックスから、とあるマジックアイテムを取り出す。




　───────────────

【硬こう化か薬やく】


　・60秒間、体の強度を高めてダメージを30％軽減する。

　・クールタイム：10分間。



　───────────────




「八や神がみさん、これを冒険者全員に配ってください」

「っ、これは硬化薬か？　それも人数分。この前のダンジョンでは一つしか与えられなかったはずだ。なのにどうしてこんな数を……」

　途中で八神さんは言葉を止める。

　俺が隠していた秘密に、だいたいの察しはついたのだろう。

　だとするなら話は早い。

「それから結界をお願いします。一般の方々が戦いに巻き込まれないように」

「……止やむを得えんな。松まつ本もと、三み坂さか、聞いての通りだ。お前たちは防衛に徹してくれ」

「うっす」

「はい」

　頷うなずき、散っていく魔法使いの二人。

　結界を張ったところで、イフリートの攻撃には耐えきれないことは分かっている。

　ただ、このまま放っておけば、高密度の魔力に当てられただけで全員が死んでしまう。

　俺はもう一方に視線を向ける。

「華はなたちもそっちに合流してくれ。これは三人が入れる戦いじゃない」

「……うん、分かった」

「正直、まだ何がどうなっているのか理解しきれていませんが……凛りん先輩がそう言うのなら信じます」

「………………」

　華と由ゆ衣いはすぐに頷き、結界の中に入りに行く。

　零れいだけが少しの間、苦痛に耐えるような表情を浮かべた後、遅れて二人を追っていった。

　ついさっき彼女の気持ちを聞いたばかりで申し訳ない気持ちはあるが、それでも戦いに参加させるわけにはいかない。

　様々な能力を秘めた剣を作り出すことのできる魔ま法ほう剣けん。

　ありとあらゆるスキルをコピーできる技能模倣ストツク。

　回復魔法や強化魔法に対する高い適性。

　三人には卓越した才能があるが、だからといって現時点でイフリートと渡り合えるはずがない。

　八神さんたちはおろか、俺ですら体が震えるほどだ。

　俺一人なら、今すぐ撤退を決意していただろう。

　そんな強敵を、俺たちは今から倒さなければならないのだ。

　そして、とうとうイフリートは動き始める。

　ギロリと。燃え盛る火炎の中にある、金色に輝く二つの目が俺を見据えた。

「一番レベルが高い奴やつを標的にしているのか？　そいつはありがたいな──纏てん壁へき」




　───────────────

【纏壁LV５】


　・ＭＰマジツクポイントを消費することにより、対象者を包み込むような魔力の壁を生み出す（強度、持続時間はスキルレベルにより変動）。

　・クールタイム：60秒。



　───────────────




　俺は纏壁を使用した後、イフリートの周囲を回るようにして駆け出した。

　ここから少しでも離れたら、彼らを戦いに巻き込まずに済む。

『グルォォォオオオオオオオオオオ！』

　俺の動きを見たイフリートは、その巨体に見合わない素早さで腕を振るう。

　ゴウッと。大気を押し潰すような轟ごう音おんを鳴らしながら、火炎の大おお槌つちが眼前に迫った。

「────ッ！」

　速度を上げることによって、回避には成功。

　１メートルほど離れた地点にイフリートの拳が振り下ろされる。

　そして、視界が一瞬で深紅に染まった。

「なッ!?」

　大爆発。

　そんな表現が生なま温ぬるく思えるほどの、圧倒的な衝撃だった。

　軽々と放たれた一撃によって地面には巨大なクレーターが生じ、火炎が周囲に拡散する。

　尋常ならざる熱量を誇る火炎は草花を燃やし尽くし、池の水を蒸発させた。

　これだけ離れ、さらには纏壁を使用しているにもかかわらず、圧倒的な熱量を感じ汗が流れてくる。

　これはまずい。

　一撃でも喰くらえば、俺の矮わい小しような体はひとたまりもなく砕け散るだろう。

　いや、骨の髄まで燃やし尽くされると言った方が正しいかもしれない。

　ならばどうする？

　どうすればこの強敵に勝てる？

　考えろ。考えるのを止めた瞬間、力の劣る俺たちは敗北が確定する。

　打開しようのない状況に心が折れそうになる中、ふと俺は気付いた。

　炎が周囲に拡散した後、イフリートの腕が露出しているのが見えたのだ。

　全身が炎で構成されているのかと思っていたが、どうやら生身があるらしい。

　生身があるのなら、物理攻撃が効く。

　活路はまだ残されている。

「だけど、まだ足りない。問題はどうやってあの炎の壁を突破するかだ」

　サラマンダーと戦った時のように体を覆う炎そのものを魔奪剣で奪うのはまず無理だ。

　俺の残存ＭＰ量でどうにかなるとは思えない。

　いや、全快だったとしても難しいだろう。

　ならば、振り下ろされた腕から炎が消えた瞬間に攻撃を仕掛ける？

　腕を攻撃したところで致命傷にはならないが……それくらいしか、今できることはない。

『グラァァァ！』

「いまッ！」

　再度腕を振り下ろしてきたタイミングで、攻撃を仕掛ける。

　無名剣の白銀の刃やいばがイフリートの硬質な肌を切り裂いた。

　かなり硬いが……刃が通らないというほどではない。

　これならダメージは通る。しかし致命傷にはならない。

「天あま音ね！　上だ！」

「──瞬間転移タイム・ゼロ」

　八神さんの呼びかけによって上からもう一本の腕が迫っていることに気付いた俺は、瞬間転移でその場から離脱する。

　連続攻撃か。どうやらイフリートも、ちょこまかと動き回る俺にイラついているようだ。

　瞬間転移の特性上、回避はお手の物。そう簡単にやられるつもりはない。

「俺が、やるしかないんだ」

　自らを奮い立たせるようにそう呟つぶやいた後、俺は改めてイフリートに挑んでいった。




　その後、しばらくは膠こう着ちやく状態が続いた。

　イフリートは俺に狙いを定めて二本の腕を振るい、時には炎の塊を放ってくる。

　俺は瞬間転移でそれらの攻撃を躱かわし、攻撃を加えていく。

　その時々で八神さんたちが魔法を使いイフリートの気を引いてくれたりもした。向こうに矛先を向けさせるわけにはいかないため、その辺りのヘイト管理は大変だったが。

　そんな一進一退の攻防を繰り広げながらも、俺はイフリートの一挙手一投足に注目していた。

　奴の体のどこに魔石が埋め込まれているのかを考えていたのだ。

　魔物である以上、必ず魔石を持っている。地道にダメージを与えるより、直接魔石を破壊してしまった方が早いのではないかと考えていた。

　魔石は体の内側にあることも関係し、多くの場合で魔石が破壊された時には魔物も絶命しているため、普通ならこの策は使えない。

　だけど今に限っては条件が違う。

　俺の持つ力と、イフリートが10メートルを超える巨体であることを考慮すれば、打てる手が一つだけ残されている。

　どのタイミングでその手を使うべきか探っていた、次の瞬間だった。

『ゴォォォオオオオオオオオオオ！！！』

「────これは！」

　イフリートは突如として天を仰ぎ咆ほう哮こうする。

　大気に激震が走り、威圧感に押し潰されそうになる。

　それだけでも厄介な行動だったが、本当の脅威はここからだった。

　イフリートの炎の一部が、奴の頭上に集い大きな塊と化す。

　それはさながら太陽のようで。

　上空に浮かんでいた満月を掻かき消すようにして、そこに姿を現した。

　眩まばゆい光が、ボス部屋全体に注がれる。

　とはいえ、当然それは俺たちに暖かい光を届けてくれるためのものではない。

　太陽は数十の塊へと分裂し、神の鉄てつ槌ついのようにして降り注いだ。

「冗談だろ!?」

　その一つ一つに、驚くほどの魔力が込められていた。

　絶望の炎えん塊かいが容赦なく俺たちに襲い掛かってくる。

　ああ、くそっ、そうか。

　コイツはまだ、これっぽっちも本気を出していなかった。

　自分よりも圧倒的に劣る者たちを片手間に殺すつもりが、思っていた以上に食い下がってきたため、面倒になって一気に殲せん滅めつできる攻撃手段を選んだのだ。

　頭上に浮かぶ数十の塊のうち、八割近くが俺のもとに降り注ぐ。

　俺は一つ一つの動きを見極め、必死に回避していく。

　直撃こそ避けたものの、圧倒的な熱量の炎塊が瞬く間に俺の周囲を火の海に変えた。

「ッ、向こうは！」

　反対側に視線を向ける。

　するとそこには、最初の数発こそタンクを中心に食い止めたものの、大きなダメージを負い地面に横たわる皆の姿があった。

　そんな彼らのもとに、最後に一つだけ残された一際大きな炎塊が迫る。

「さ、せるかぁぁぁあああああ！」

　瞬間転移を連続で使用し、一瞬で彼らのもとに移動する。

　俺はそのまま左手に魔奪剣を召喚し、その炎塊を迎え撃った。

「──喰らえ！」

　ごっそりと３００００近いＭＰが奪われる。

　それでも、かろうじて炎塊を奪うことに成功した。

「大丈夫か!?」

「あ、ああ。助かった！」

　両膝を地につけながら、八神さんが苦しそうな声でそう答える。

　その光景を見て、俺は覚悟を決めた。

「──限界を、超えろ」

　かつての纏雷獣戦での発言を思い出し、自分自身を奮い立たせる。

　ここが正念場だと判断した俺は硬化薬を飲む。

　その後、イフリートのすぐ手前まで迫り、小さく口を開いた。

「瞬間転移」

　刹那、視界が黒に染まる。

　イフリートの内部に侵入した証拠だ。

　結局、どこに魔石があるのかは分からないまま。

　それでもこれ以上時間をかけてはいられない。

　魔石は破壊できずとも、これなら内部から大ダメージを与えられ──

「ご、ほっ」

　──むせた。

　なぜ？

　煙が気管に入ったから。

　圧倒的な熱量を感じたから。

　纏壁にヒビが入っていたから。

　イフリートの内部にもまた、地獄の業火が満ちていたから。

「────!?!?!?」

　驚きよう愕がくすると同時に、瞬間転移を発動する。

　それは理性を超えた本能的行動だった。

　空中に放り出された俺は遅れて理解する。

　──今の決断が一瞬でも遅れていたら、俺は死んでいたと。

　なんとか空中で体勢を整え、片膝をつくように着地する。

　イフリートと視線があった。

　イフリートの右側には華たちがいるが、奴やつは俺にしか興味がないようだった。

　自分の体内に侵入した愚行を決して許しはしないと、そう言っているように思えた。

「それは、こっちだって同じだ」

　自分で自分の胸を殴り、ヒビの入った纏壁を破壊した。

　そして前回の発動から六十秒以上が経過していたため、再度発動する。

　これで再び、俺は傷一つない強固な結界を纏まとう。

　最も有効だと思われた策は無駄に終わった。

　なら、もう、俺に残された選択肢は一つしかない。

　駆けろ、全力で。

　誰よりも速く。

　纏壁が俺の体を守ってくれている間に。

　イフリートの炎が俺を燃やし尽くすより先に、奴の体を貫け！

「うおぉぉぉおおおおおおおおおお！」

　俺は駆けた。

　搦からめ手てもなしに、まっすぐと。

　全速力でイフリートに向かった。

『ヴゴォォォオオオオオ！』

　そんな俺に向かって、イフリートは炎塊を放つ。

　その時にはもう、俺は急に方向を変えられないほどの速度を出していた。

　それで構わない。なぜなら────！

　加速、転移、透過。

　俺の全てを使った全身全霊の一撃──透過インビジブル斬撃・スラツシユ。

　炎塊をすり抜けた俺は、そのまま転移の連続使用によって宙を駆け──

「喰くらえぇぇぇええええええええええ！」

　──右手に握る無名剣を、全力で振り切った。

　炎の中で白銀の刃が閃ひらめき、イフリートの胸を深々と切り裂く。

　手応えあり。俺はそう確信した。




「────え？」




　だからこそ、理解できなかった。

　俺の左側面を叩たたく何かがあった。

　纏壁は一瞬で破壊され、熱量を持った一撃が俺の全身を叩く。

　そして、俺の矮わい小しような体は勢いよく弾はじき飛ばされた。

　ドンッ、と。背中から何かにぶつかる。

　恐らくは壁だろう。

　血を流しながら、地面に落ちた。

　視界の端に映るＨＰが一割を切っていた。

　かすむ視界の中、俺は顔を上げて見た。

　イフリートが右腕を振り切った姿を。

　ああ、そうか。俺は殴られたのか。

　それで、弾き飛ばされたのだ。

「ごほっ」

　口から血ち反へ吐どが噴き出す。

　だが、まだ終わっていない。

　イフリートをよく見てみると、切り裂かれた胸元を左手で押さえるような行動を取っていた。

　そうだ。ダメージは確かに通っているんだ。

　あと一撃。あと一撃だけでも同じものを浴びせることができたら、奴を倒せる可能性は十分にある！

「凛！」

「お兄ちゃん！」

「凛先輩！」

　傷だらけの体を気力だけで起き上がらせ前に出ると、後ろから皆の呼び声が聞こえた。

　それでも、立ち止まることはできない。

　いま俺が止まったら、いったい誰がアイツの相手をしてくれるんだ。

「くっ！」

　一歩進むたびに体中に激痛が走り、その場に倒れそうになる。

　そうこうしているうちにも、イフリートは既に次の準備を終えていた。

『ゴォォォオオオオオオオオオオ！！！』

「…………くそっ、たれ」

　再びの咆哮。

　頭上に浮かぶ巨大な太陽。

　先ほどよりもさらに大きい。

　その全てが、余すことなく俺たちに降り注ごうとしていた。

　あれが放たれれば、ここにいる全員が死ぬ。

　──いや、正確には俺以外は、か。

　俺だけなら今すぐ瞬間転移を使ってボス部屋から逃げれば、生き残ることができるかもしれない。

　もっと言うと、イフリートに勝つための算段は、既に頭の中に浮かび上がっていた。

　瞬間転移と纏壁を利用した回避と攻撃をさらに洗練させれば、問題なくダメージを与え続けられるはず。

　今度は不意打ちも喰らわない自信がある。

　厳しい戦いになるが、勝てる可能性は十分にあるはずだ。

　もっとも、それはここにいるのが俺一人だけだったらの話。

　他の者たちを守りながらでは、どう足あ掻がいても敵かなうはずはなくて。

　だけどそれじゃ意味がないんだ。

　だって、ここには華たちがいるから。

　大切な人たちがいるから。




　────ああ。俺は、なんて無力なんだ。




　俺は何のために強さを求めたんだ。

　ここで大切な人たちを守れないなら、何の意味もないだろう！

　俺はイフリートの金色の双そう眸ぼうを睨にらみつけた。

「聞け、イフリート。全て、俺を狙え」

　そして駆け出す。

　ここにいると、華たちまで巻き込んでしまうから。

　今は纏壁を使用していない。

　この身を守ってくれるものは何もない。

　それでも振るえる刃やいばはある！

　たとえ炎でこの体が燃え尽きようが、奴の命だけはもらっていく！

「──待って！」

　それが誰の声だったのかさえ、もう分からない。

　俺はただ愚直に、イフリートへと向かっていった。

　ＨＰが一割を切っているからだろう。

　起死回生のスキルが発動し、速度がさらに上昇する。

　限界を超えた、さらにその先へ俺は挑む。

　そして────

　何かが壊れる音がした。




「────氷葬剣カースド」




　　　　◇◆◇




　それは、突如として起こった。

　盛大な破砕音が、空間いっぱいに木霊こだまする。

　俺は。いや、ここにいる誰もが空を見上げた。

　天井が砕け散り、太陽が真っ二つに両断される。

　その狭間はざまから、これまで隠れていた満月が姿を現した。

「──いや、違う」

　それは満月ではなかった。

　そう見間違えるほどにまで美しく輝く、白銀の長髪を靡なびかせる少女──クレアだった。

　直後、真っ二つにされたことによって魔力を留とどめておくことができなくなった太陽が暴発する。

　数十の炎塊が、辺り一帯に降り注ぐ。

　その一部が俺たちに向かってくる中、クレアは小さく口を開く。

「────氷葬剣カースド」

　それは骨の髄まで凍え切ってしまいそうなほど、冷たくも透き通った声だった。

　その小さな一言とともに、クレアは手に持つ氷葬剣を振るった。

　振るわれた刃から放たれた冷気は、地獄の業火をやすやすと喰らう。

　空に氷の花々が咲き乱れる中、クレアはスッと俺の前に着地する。

　その様子を見ながら、俺の頭の中は疑問で埋め尽くされていた。

　なぜスパン中の彼女がここにいるのか。

　ボス部屋の天井をどうやって破壊したのか。

　訊ききたいことがありすぎて、何から尋ねるべきか分からない。

　そんなことを考える俺の前で、クレアは事も無げに言う。

「やはり破壊不能である外装に比べたら、こちらはいくらか脆もろいですね」

[image: ]

「…………」

「お待たせして申し訳ありません。あとは私に任せてください」

　クレアは振り返ることもなくそう告げると、体を半身にし、切っ先をイフリートに向けるようにして剣を構える。

　そして、




「氷葬アブソリユー領域ト・ルーラー」




　そう唱えると同時に、彼女を中心にして氷の魔法陣が展開される。

　魔法陣は俺や後ろの華たちまで巻き込むほどの大きさだった。

　その魔法陣から、大量の魔力が俺たちの体に注がれる。

「うそ、だろ……？」

　死ぬ一歩手前だった傷が瞬く間のうちに治っていくのを目の当たりにし、俺は目を見開いた。

　いや、それだけじゃない。この一瞬のうちに、ＨＰはおろかＭＰまで全回復していた。

　これはいったい……？

「クレア、これは……」

　ようやくまともに話せるようになった俺は、疑問を口にしようとして、止やめた。

　いや、無意識のうちに止めてしまっていた。

　そんな疑問がどうでもいいと思えるほど、彼女の姿が綺き麗れいだったから。

　氷の花々が咲き乱れる中で、氷の剣を構えるクレアはただただ美しかった。

　その背中が、今はもう曖昧になった、かつての記憶を書き換える。

「あなたに罪はないかもしれませんが……これ以上、彼らを傷つけさせるわけにはいきません」

　そう言って、クレアは深い海のような蒼あお色いろの双眸で炎の怪物を見据える。

　そして────




「今ここで、殲せん滅めつします」




　────そして、俺は最強を知る。




　　　　◇◆◇




『ゴゴォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！』

　目の前に突如として現れたクレアを見て、いったい何を感じ取ったのか。

　その咆ほう哮こうはこれまでのものとは違い、自分の命を脅かす上位者に対する精いっぱいの抵抗のように聞こえた。

　イフリートの頭上に五つもの太陽が浮かび上がる。

　太陽と太陽は細い炎で結ばれ、五ご芒ぼう星せいを描き出す。

　そしてこれまでで最も熱量を含んだ一撃が放たれた。

「邪魔です」

『グルゥゥゥ!?』

　刃を一いつ閃せん。

　それだけで地獄の猛火は氷漬けにされ砕け散っていく。

　その光景は、両者の間に広がる絶対的な差を物語っていた。

　このままクレアを狙っても埒らちが明かないと判断したのか。

　五芒星を描き出していた太陽は上下左右に拡散し、後ろにいるこちらに矛先を向けた。

　強力な火炎放射が俺たちを襲う。

　が──

「させると思っているのですか？」

　氷の魔法陣が強く輝き、俺たちを守るようにして氷の結界が展開される。

　小さな氷山が幾つも連なったような、分厚い結界。

　その結界に、火炎放射は一切傷を与えることもできずに掻かき消されていく。

『ヴルゥゥゥ!?』

　その光景を前に、イフリートは一歩後ずさった。

　俺たちをかばったクレアがダメージを負うことを期待していたんだろうが、その狙いまで打ち消された今、勝ち目がないことを悟ったのだろう。

　それを見たクレアは小さく息を吐いた後、冷たい声で告げる。

「では、そろそろ終わりにしましょう」

　そんな前置きの後。

　クレアは氷葬剣を上段に構え──力強く振り下ろした。

　そうして放たれるは、巨大な氷結の斬撃。

　その斬撃は大気と炎をまとめて凍らせ、そのままイフリートの本体に直撃する。

　それで終わりだった。

　イフリートの硬質な肌であったとしても、その一撃には耐えられない。

　ほんの一瞬で真っ二つに両断された。

　剥むき出しになる、額に埋め込まれた魔石。

　ピシピシとヒビが入り、次の瞬間には粉々に砕け散る。

「…………」

　その光景が本当に現実のものなのか。

　そんなことも分からなくなる夢心地の中で、俺はクレアの後ろ姿を眺めていた。

　こうしてイフリートはいともたやすく、クレアの手によって討伐された。




『経験値獲得　レベルが９２３アップしました』




　脳内に鳴り響くシステム音。

　俺が与えたダメージが討伐に貢献したと判断されたのだろうか。

　急激にレベルアップするも、そんなことはもはやどうでもよかった。

　その白銀の背中に、俺は目を奪われていたから。

「終わりました」

　イフリートの消滅を見届けた後、クレアはこちらに振り返りそう呟つぶやいた。

　ふと、俺とクレアの視線がぶつかる。

　彼女は一瞬だけ蒼色の双眸を大きく見開いて動きを止めた後、柔らかい笑みを浮かべて歩いてくる。

　そして俺のすぐ前で立ち止まると、白い手袋に包まれた手を差し伸べた。

　まるで強者が、弱者に救いの手を差し伸べるように。

　その手を見て、俺の心臓はドクンと跳ねた。

「俺、は────」

　何かを言わなければと思った。

　だけど何を言っていいのかが分からず、結局は促されるままに手を伸ばした。

　そして、俺の手とクレアの手が重なる──




「「──────！」」




　──直前、その気配を感じた俺とクレアは、同時にそれを見た。

　この空間において、最も異質な存在である宮殿。

　その宮殿の前には、見知らぬ誰かが立っていた。

　音もなく、いつの間にか。

　まるで初めからそこにいたかのように。

　それは男だった。

　鮮血のような赤色の長髪に、同色の目。

　黒色のマントを着ている。

　纏まとっているオーラもまた異質だった。

　威圧感だけならば、イフリートの方が遥はるかに上だろう。

　しかしイフリートからは感じられなかった、底知れぬ恐ろしさが男にはあった。

　いずれにせよ、俺より明らかに強いことだけは直感的に理解できた。

「……天音さん、彼は迷宮ダンジヨン・発生アウトブレイクに巻き込まれた中にいた方ですか？」

「いや、違う。いま突然現れた」

　俺とクレアが短く言葉を交わす中、その男は鋭い眼光をこちらに向けた。

「────ッ!?」

　俺はそれを知っていた。

　決して、男の顔を見たことがあるという意味ではない。

　その眼光に込められた感情に心覚えがあったのだ。

　忘れるはずがない。

　ついさっきのことだ。

　迷宮発生に巻き込まれる前、俺に向けられていた殺意は、間違いなくアイツのものだ。

　俺は無名剣を、クレアは氷葬剣を構えて男を見据える。

　にもかかわらず、男は全く気にする素振りも見せず、笑いながらこちらに近付いてくる。

「これは驚いたぞ。有象無象がイフリートに敗北する様を宮殿から眺めていたのだが……アレに辿たどり着いた者がいる世界だというのに、この程度かと呆あきれ果はてていたら、まさか貴様のような強者が現れるとはな。これはこれで少々面倒なことにはなるが、取るに足らない弱者ばかりであるよりかはよっぽどマシか」

「……あなたはいったい」

「ふむ、せっかくだ。褒美に教えてやろう」

　クレアの問いかけに対し、立ち止まった男は小さく微笑ほほえむ。

　そして俺たちにとって──否いや。

　この世界にとってあまりにも重要な情報をさらりと告げた。

「我が名は吸血王カイン・フォン・ヴェルティーア。貴様たちに分かりやすく告げるならば──異世界の存在だ」

「「「──────ッ」」」

　カインと名乗る男から発せられた言葉を聞き、この場にいる全員が驚きよう愕がくに目を見開く。

　それはクレアであっても同様だった。

「異世界の存在？　本気で言っているのですか？」

「当然であろう。いや、貴様も本当は気付いているのではないか？　自分と我が纏う魔力が大きく異なることに」

「……仮にそれを信じるとして、なぜあなたはこのような所にいるのですか？　この異質な空間を含め、不可解な点が多すぎます」

「決まっている。このダンジョンの発生時に管理権の一部を上書きし、管理者として君臨しているだけのこと」

　カインの発言に、俺は違和感を覚えた。

　今の言い方だとむしろ──

　同じことをクレアも疑問に思ったのだろう。

　眉をひそめて尋ねる。

「あなたが、このダンジョンを生み出したわけではないのですか？」

「当然であろう。それは神の御み業わざだ。我々に再現できるものではない」

　管理権、管理者、神。聞き捨てならないワードが次々と出てくる。

　カインが言う神とは、システム音のことだろうか？　ダンジョンのシステムを支配する存在には意思があると、そうカインは考えているのか。

　そもそも異世界とはなんだ？

　その世界におけるダンジョンの立ち位置とは？

　今ある情報だけではまだ何も分からない。

　それでも俺たちは今、間違いなくダンジョンの真理に少しずつ近付いている。

　だけど、その知識欲を満たすよりも先にするべきことがあった。

　カインは言った。このダンジョンの管理権の一部を上書きしたと。

　管理権が具体的にどのようなものかは分からない。

　けれど、分かっていることが一つだけある。

　少なくとも俺以上の実力を誇るであろうカインが、イフリートによって殺されかけていた俺たちを、何もしないまま見届けていたのは確かな事実で。

「そうですか。他にも色々と訊ききたいことはありますが、これだけは教えてください」

　そんな前置きの後。

　クレアは言った。




「おまえはなぜ、この世界にやってきた？」




　それは本当にこの少女から出たのか、そう疑いたくなるような声だった。

　イフリートに向けた、鋭くも凍えるようなそれとはまた違う。

　怒りと憎しみに満ちた響きをしていた。

　しかし、その迫力ある問いかけに対してカインは動じない。

　それどころか、大きく口角を上げた。

　ここまで抑え込んでいた感情を解放するかのように。

「クハッ、クハハハハ！　よくぞ聞いてくれた！　我らが目的はただ一つ！　ダンジョンを媒介としてこの世界に精鋭を送り込み──」

　そして、告げた。




「──世界中の人間を殺し、この世界を支配することだ」




　ドンッと。

　カインの魔力が膨れ上がる。

　威圧感が、イフリートと同等の水準まで上昇した。

　それはすなわち、カインが臨戦態勢に入った証拠であり──

「くそっ！」

　俺は反射的に無名剣を構えた。

　しかし敵の動きは速く、カインの周囲には瞬く間のうちに、十を超える鮮血の魔法陣が展開される。

　だが、それさえも上回る存在がいた──クレアだ。

「させません」

「ッ!?」

　冷徹に、冷酷に。

　薙なぐようにして振るわれた氷の刃から幾重もの斬撃が放たれる。

　全ての魔法陣が一瞬で両断され、発動を防がれる。

　それを確認したクレアは、直接カインの首を狙った。

「はあぁッ！」

「チッ、血けつ壁ぺき！」
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　カインがそう唱えると同時に、両者の間に血の壁が十枚以上出現する。

　一枚斬っていくごとに勢いは衰え、最後の一枚となったタイミングで剣の動きは完全に止まった。

　クレアは不満げに目を細めた後、反撃を嫌ってか後方に飛びのく。

「……今のを防ぎますか」

「我が自慢の血壁をやすやす切り裂いておきながら、その物言いか」

「ほかにもまだ手はあるのでしょう？」

「さて、どうか」

　睨にらみ合う両者。

「…………」

　その傍らで、俺が抱いた感情は憤ふん怒ぬでも焦燥でもなく──安堵、だった。

　だってそうだ。

　カインは強い。少なくともイフリートと同等かそれ以上だと考えた方がいい。

　それでも、今の攻防を見ただけで分かった。カインよりもクレアの方が圧倒的に強い。

　俺一人ではとても敵かなわない相手だったとしても、クレアならきっと打ち勝ってくれるはずだ。

　だから安あん堵どしたんだ。思ってしまったんだ。

　俺がこの強敵を倒す必要はない。

　クレアをサポートし、後ろにいる華たちを守るよう立ち回るだけで、全員が救われるはずだって。

　だけど、現実は残酷で。

　本当の問題はここからだった。

　クレアとカインはただ向かい合っているようにも見えるが、その間にもお互いに次の攻撃の手を探りつつ、魔力を高めていた。

　纏うオーラはクレアの方が圧倒的に上。

　それを見たカインは小さく笑う。

「なるほど、恐ろしい力だ。イフリートに向けていたものですら一端に過ぎなかったか。このまま戦ったところで今の我に勝ち目はないだろう──だが残念だったな、時間切れだ」

「時間切れ？　いったい何を言っ──ッ!?」

「なっ！」

　直後に起きたその現象を前にして、クレアと俺は驚愕に目を見開いた。

　それほどまでに信じられない──否、信じたくない光景だった。

　クレアの体を包み込む淡い光。

　それはダンジョンから地上に帰還するための転移魔法が発動される合図。

　ダンジョンボスであるイフリートを討伐したのだ。それ自体は不思議なことではない。

　信じられないのはそこからだった。

　俺は冷静さを失ったまま叫ぶ。

「どうして、クレアだけに転移魔法が!?」

　そう。今、淡い光に包まれているのはクレアだけ。

　俺や他の者たちに、その現象は起きていないのだ。

　このままだとクレアだけが地上に帰還することになる！

　ありえない。ありえない。ありえない。

　理解できない光景に頭がパンクしそうになる中、カインは告げる。

「事前に保険を用意しておいたのが得策だったな。管理権を用いて仕組みを書き換えておいた。帰還するのはダンジョンボスを倒した者ただ一人──つまり貴様だけということだ」

「ッ！」

　そんなことが可能なのか？

　いや、思い出せ。

　確かにクレアがイフリートを討伐した時、俺の頭の中には経験値獲得を示すシステム音しか流れなかった。

　ダンジョンを攻略したという音声は流れていない！

　カインの持つ管理者としての力に驚愕する。

　が、その驚きは一瞬で消きえ失うせた。

　そんなことよりも今、大切なことがあったから。

　カインは強い。イフリートよりも。

　そして奴やつには俺たちを殺す意思がある。

　そんな状況で、クレアがいなくなってしまったら──！

「クレア！」

　だから俺は手を伸ばした。

　消えないでくれと、そう縋すがるように。

「────ッ」

　クレアは氷葬剣を強く握りしめたまま、戸惑いの表情を浮かべていた。

　しかし次の瞬間、なぜかその蒼あお色の双そう眸ぼうを大きく見開く。

「……え？」

　そして、彼女は俺を見た。

　今この場において、あまりにもちっぽけな存在である俺を。

　そんな俺を見て、何を思ったのか。

　クレアは氷葬剣を地面に深く突き刺した。

　そして唱える。

「氷葬アブソリユー領域ト・ルーラー」

　展開される魔法陣。

　氷の結界が、俺、クレア、カインを除く全員を守るようにして展開された。

　そして彼女は最後に、俺を見て小さく呟つぶやいた。

「──託します」

　そう告げた後、光の輝きが急激に増す。

　そして光が収まった時、そこには誰もいなかった。

　カインに勝つための、最後の希望が消えたのだ。

　行き場を失った手が、ただ宙に留とどまる。
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　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺を見て、カインは同情するような声で言った。

「力の劣る者たちを守る氷の結界か。それから排除されたのは我と貴様のみ。愚かなものだ、このような弱者に後を託すなど。言っておくが、助けを求めようとはしない方がいい。これ以上救援が来られては厄介だ。あの女が来た時点でゲートは閉じさせてもらった。貴様たちは抗あらがうこともできないまま、我に命を奪われるのだ」

「…………っ」

　赤色の眼光で俺を睨むカイン。

　たったそれだけで、心臓が止まってしまうような衝撃を覚えた。

　後ろからは、氷の結界に阻まれているせいか、くぐもった声が幾つも聞こえてくる。

　氷を隔てたその場所に、華たちがいる。

　大切な人たちがいる。

　そんな中で、今、彼女たちを守るために戦えるのは──

「……俺しか、いない」




　かくして、この場にいる全員の命は再び俺に委ねられた。

　相対するは、先ほど敗北を喫したイフリートをも上回る存在。

　そして、俺は挑むことになる。

　勝てる可能性なんて一切ない、絶望カインとの戦いに。








第八章　支配者と王






　カインに勝つための、唯一の希望であるクレアは消えた。

　残された氷葬剣カースドは地面に突き刺さり、氷の結界が俺とカインを除く全員を守る。

　氷葬剣の刀身は生命体のように脈動し、それに呼応するように結界も波打っていた。

　現在進行形で、結界を維持するためのリソースが氷葬剣から注がれているのだろう。

　氷葬剣が地面から抜ければ魔法陣が消滅し、同時に結界も消え去ってしまうことを俺は直感的に悟った。

　これがクレアの残していった最後の置き土産。

　他人を守ることには意識を割くことなく、敵を倒すことだけに集中できる環境を整えてくれた。

「…………」

　クレアは言った。後を託すと。

　彼女がいなくなった今、カインを倒せる可能性があるのは俺だけだ。

　だが、どうやって勝つ？

　カインの実力はイフリート以上で、勝てる見込みなど一切見つからない。

　いや、違う。考えるんだ。

　俺がこの強敵に打ち勝つための術すべを探し続けろ。

　俺は策を考える時間を稼ぐためにも、カインに問いかける。

「……どうして、俺たちには転移魔法が発動されない？」

「先ほども言ったであろう。管理者たる我が、このダンジョンの仕組みを一部変えたのだ」

「お前はダンジョンを神が生み出したものだと言った。そんなものを、管理権とやらで好き勝手操れるものなのか？」

「無論、全てを掌握できるわけではない。今の転移魔法に限ったとしても、ダンジョンボスが討伐された後、部屋にいる全員を排除し、本来の形に復元されるという元々のシステムを一部上書きしたに過ぎん」

「…………」

「そしてその結果、先ほどの現象が発生したのだ。ひとたび確定されたシステムはもう二度と変更できん。ゆえに貴様たちが地上に戻りたければ、管理者たる我を殺し、ダンジョンそのものを消滅させるほかないということだ」

　カインが死ねば、ダンジョンが消滅する。

　つまり管理者とは、迷宮ダンジヨン崩壊・コラプス時におけるラストボスに近い存在なのだろう。

　全員で地上に戻れる方法があることに一いち縷るの希望を抱くが……問題はそれを成し遂げるのが不可能に近いということ。

　会話をしながらも思考を働かせていたが、カインを倒すための策はとうとう思いつかなかった。

　そして絶望は、それだけではなかった。

「……ッ、これは！」

　地面の凹へこみが。燃え尽きた草花が。蒸発した池が。砕け散った天井が。

　そのことごとくが次々と修復されていく。

　ボス部屋が元の形に戻る光景を、俺は初めて目にした。

　ものの数秒後、ここに足を踏み入れた時と全く同じ光景がそこには広がっていた。

　それはすなわち、宮殿を照らす数十の炎も復活したという意味であり。

　数多あまたの炎は一か所に集まると、炎の怪物──イフリートへと変貌する。

「……冗談、だよな？」

　絶望の上に絶望を重ねるような状況。

　思わず言葉を失う俺を見て、カインはあざけるように笑った。

「残念だったな、弱者よ。貴様は時間稼ぎを狙っていたようだが、我はそれを理解したうえで乗ってやっていたのだ」

「ッ。どうしてイフリートが復活するんだ！」

「これは呆あきれた。この場にはまだ攻略者たる貴様らが存在しているではないか。それを排除すべく、ボスが再出現するのは道理であろう」

「ッ」

　否定したい気持ちが湧き上がる。

　が、今となってはもう、そんな理屈はどうでもいい。

　問題はカインとイフリートが束になってかかってきたら、今度こそ本当に勝ち目が０になるということ。

　ギリッと歯ぎしりをする。

　そんな俺の前でイフリートがとった行動は予想外のものだった。

『グォォォォォ！』

「なっ！」

　炎の剛腕を振り下ろすイフリート。

　驚きよう愕がくしたのはここから。

　イフリートが狙ったのは俺ではなく、カインだった。

「血けつ壁ぺき」

　カインは焦ることなく、落ち着いた声でそう唱える。

　それに応じて出現した分厚い一枚の壁が、その一撃を受け止める。

　爆発音が鳴り響き、辺り一帯に凄絶な熱波が広がる。

　イフリートの一撃をやすやすと防いでみせたカインは告げる。

「驚いたか？　面倒なことに、ボスはひとたび出現してしまえば管理者たる我をも見境なく攻撃してくる。宮殿の中にいれば話は別なのだが……何はともあれ戦いの邪魔をされては面倒だ。ひれ伏せ」

『グルォォォォォ!?』

　カインの手から、数百本の細い糸がイフリート目掛けて伸びていく。

　鮮血の糸はイフリートの体に絡みつき、その巨体を地面に押さえつけた。

　身動きの取れなくなったイフリートは苦く悶もんの悲鳴を上げる。

「さて。これでもう、戦いの途中に邪魔者が乱入するというつまらぬ事態にはならんだろう。イフリートに貴様たちを殺させてもよかったのだが……せっかくの機会だ。異世界人の貴重な経験値は我自らが獲得することにしよう」

「……チッ！」

　どうやら、余興はここまでのようだ。

　深紅の魔力を体に纏まとったカインは、じっとこちらを見つめる。

　そして、

「さあ、蹂じゆう躙りんの時間だ」

　絶望の戦いが、今、幕を開けた。




　　　　◇◆◇




　蹂躙。

　まさに、その言葉にふさわしい猛攻だった。

　カインを中心に、浮かび上がるようにして展開される数十の魔法陣。

　その一つ一つから、深紅の魔法が次々と放たれる。

　刃、槍やり、砲弾、矢。

　形状は様々だが、その全てが確実に俺を殺しうる力を有していた。

「くっ！　瞬間転移タイム・ゼロ！」

　瞬間転移を連発し、それらの攻撃をギリギリで躱かわしていく。

　一瞬前まで自分のいた場所が、カインの魔法によって次々と破壊されていった。

　爆発音が響き砂さ塵じんが舞う中を、俺は全速力で駆けていく。

　ただ敵の攻撃を躱すために。

「フハハハハ！　どうした、我が吸血魔法の前には手も足も出んか！　だが恥じることはない！　それが我と貴様の差なのだから！」

「────ッ」

　反論することはできなかった。

　言葉が思いつかなかったのではない。そんなことに思考を割くほどの余裕がなかったからだ。

　カインの放つ魔法は、少しずつ俺に近付いていた。

　俺がどこに転移するのか読まれ始めているのだ。

　これ以上、劣勢に立たされるわけにはいかない。

　余力があるうちに攻めるしかない！

「次はこっちの番だ！」

　そして、俺は駆けた。

　右手に無名剣ネームレスを握ったまま。

　瞬間転移を利用し、大量の魔法を潜くぐり抜けながらカインに迫る。

　その勢いのまま無名剣を振り下ろした。

「ようやく攻めに転じたか。だが甘い！」

「ッ！」

　ガキィン！　と、甲高い音が鼓膜を大きく震わせる。

　カインの前に現れた血壁によって攻撃は防がれた。

　刃が血壁の半分ほどにまで沈んでいるが、それ以上はどれだけ力を入れても動かない。

　敵の攻撃を躱しながら放った一撃ではここまでか──なら！

「魔奪剣グリード！」

　左手に魔奪剣を召喚し、無名剣と入れ替えるようにして突き出す。

　これならば血壁の強度は関係ない。

　それが魔法でできている以上、奪うことが可能なはずだ！

　しかし、

「悪いが、それはイフリート戦で見させてもらった」

「なっ!?」

　魔奪剣が触れるよりも早く血壁が消え、俺の攻撃は空振りに終わる。

　支えを失い体勢を崩した俺目掛けて、カインは蹴りを放ってくる。

　転移が間に合わないと察した俺は、間に無名剣を差し込んだ。

「グッ！」

　鈍い音と、体の芯まで響く重々しい衝撃。

　威力を和らげることには成功するも、俺の体はそのまま後方に吹き飛ばされた。

「まだだ」

　俺に生まれた最大の隙をカインは逃さない。

　追い打ちをかけるようにして大量の魔法を放つ。

　どこに転移しても直撃してしまう程の広範囲放射だった。

　それを見た俺は、ギリッと歯を噛かみ締しめた。

　魔奪剣を使うべきか？　いや、違う。

　魔奪剣に保管できる魔法は計７つ。今迫っているのはその数倍だ。

　ＭＰマジツクポイントにも限界はあるため、全てを奪うことはできない。

　極力、魔奪剣に頼らずに回避するしかない！

　魔法の規模と威力を、一つ一つ見極めていく。

「────くぅッ！」

　致命傷に至る攻撃は回避に徹し、威力の弱い魔法だけを纏てん壁へきで防ぐことによって、何とかその包囲網から抜け出すことに成功する。

　カインは感心したように言う。

「これは驚いた。致命傷にはならずとも、それなりにダメージを与えられる計算だったが……よほど格上との戦闘経験が多いようだな。弱者なりに立ち回る術すべを知っているといったところか──だが、それがいつまでも続くかな？」

「チィッ！」

　狙い通りにいかなかったことを悔いるでもなく、カインはすぐさま次の魔法陣を展開していく。

　また大量の魔法を掻かい潜らなければならないのかと舌打ちする。

　そもそも、なぜコイツはこんなに魔法を使える？

　攻撃にも防御にも応用できる吸血魔法。

　これほどの力だ。発動には大量の魔力を消費しているはず。

　まさかどこかから魔力の供給を受けているとでもいうのか？

　しかし、だとするならいったいどこから──

「──まさか！」

　一つの可能性に至った俺は、今もなお地面に押さえつけられたままのイフリートに視線を移す。

　イフリートを押さえる数百本の糸はカインに繋つながっている。

　あの糸によって、カインはイフリートから血液──ひいてはその内部にある魔力を吸収しているのかもしれない。

　仮にそうであるなら、先ほどの不審な行動にも納得がいく。

　カインは俺の時間稼ぎに応じた理由として、戦闘中にイフリートが邪魔してくるのを避けたかったからだと告げていた。

　しかし、冷静に考えてみるとそれはおかしい。

　戦闘中にイフリートが現れても、それを初めから把握し、さらに攻撃を防ぐ手段を持っているカインにとっては大した問題ではない。

　俺が劣勢に立たされる可能性の方がよっぽど高かった。

　それが分からない相手だとは思えない。

　もしそこに何か別の意図があったとすれば。

　イフリートを魔力の供給源として必要としていたという推測は、恐らく正解だ。

「なるほど。ゆえに、吸血か」

　なんて厄介な力だ。

　だが、タネが分かればやりようはある。

　俺は矛先をイフリートに変える。

　まず、あちらを倒すべきだと思ったからだ。

　クレアがイフリートを両断する際、魔石が額に埋め込まれているのは確認した。

　討伐は不可能ではない！

　そう考え、俺はイフリートに向けて駆け出そうとする。

　直後、カインは言った。

「ほう、どうやら気付いたようだな。だがいいのか？　それを倒してしまえば、お前まで地上に帰還することになるぞ」

「────ッ」

　急ブレーキをかけ立ち止まる。

　そうだ、カインの言う通りだ。

　カインの言葉を信じるなら、このボス部屋におけるルールとして、ボスを倒した者のみが地上に戻るという仕組みが適用されている。

　先ほどのことを思い出すならば、討伐から転移発動までの時間はおよそ一分。

　一分以内に俺がカインを倒せなければ、華はなたちだけがここに取り残される！

　この方法は選べない。

　あまりにもリスクが高すぎる。

　それでしくじってしまえば、今度こそ取り返しのつかないことになる！

「それでいい。貴様は何もできないまま、ただ我に蹂躙されるのだ」

「────ッ」

　その言葉とともに、再び始まる蹂躙。

　魔法を回避しながら、思考を働かせる。

　その間にも、俺のＭＰは少しずつ減少していた。

　時間がない。早く決断しなければ。

　考えろ。考えるんだ。

　今の俺が持つ全てを使って、カインに打ち勝つための策を考えろ！

　何でもいい！　突破口を見つけ出せ！

「──そうだ。思い出せ」

　初めてカインを見た時に覚えた違和感。

　底知れぬ恐ろしさを感じたものの、威圧感はイフリート以下だった。

　イフリート以上のオーラを感じたのは、深紅の魔力を解放して以降。

　それにもう一つ違和感がある。

　先ほど、俺はカインから蹴りを浴びた。

　間に無名剣を差し込んだとはいえ、大したダメージは受けていない。

　Ｓランクの攻撃とはとても思えない。

　これらから立てられる仮説が一つだけある。

　もしかしたらカインの生身は──基礎ステータスはそこまで高くはないんじゃないか？

　無名剣の効果が発揮される以上、俺より格上なのは間違いないが、それでもＳランク水準には到達していないはずだ。

　カインの使う吸血魔法は、恐らくユニークスキル、もしくはそれに準ずるもの。

　あくまで奴やつの実力がその力によって底上げされたものだとするならば──

　勝てる可能性はある。

　一撃。たった一撃でも浴びせることができれば、奴を倒せる！

「──これしかない」

　唯一の活路を見つけた俺は、頭の中で一瞬のうちに作戦を組み立てる。

　チャンスは一回だけ。カインを騙だましきれるかどうか。

　全てを尽くして、カインが予想していない一撃を繰り出せ！

　俺は両手で無名剣を握ると、まっすぐにカインを見つめる。

　俺の雰囲気が変わったことを察したのだろう。

　カインは不敵な笑みを浮かべる。

「何かを閃ひらめいたのかもしれんが、無駄だ。貴様の刃やいばは我には届かん」

「そんなことは、やってみなくちゃ分からない」

「ほう。ならばやってみろ。貴様が抱く希望の全てを粉砕してやる！」

　幾重にも展開される魔法陣。

　それを見て、俺は小さく呟つぶやいた。

「──いくぞ」

　そして駆け出す。

　カイン目掛けて、まっすぐと。

　数々の魔法を躱かわしながら。

　どこまでも、どこまでも速く。

「ハッ！　何を企たくらんでいるかと思えば、最初と同じではないか！　そんな攻撃が届くはずなかろう！」

　そして、俺たちの間を隔へだてるように血壁が現れる。

　その壁は厚く、全力の一振りでも断ち切れはしないだろう。

　なら、ここで瞬間転移を使ってカインの背後に回り込む？

　いや、そんなことは奴も想定しているはず。

　だからこそ刺さる技が一つある。

　俺は半身に構え、無名剣を弓のように大きく引く。

　腰、肩、肘と。全身の力を余すところなく伝えるようにして、極限の突きを放つ。

　無名剣の切っ先と血壁が触れる直前──小さく呟いた。

「武器交換スイツチ」

　次の瞬間、無名剣と入れ替わるようにして魔奪剣が現れる。

　これこそが、俺の繰り出す最後の一撃──スイッチ・ペネトレイト。

　カインは血壁で俺の攻撃を防げると考えているはず。

　血壁を突破してきた刃を防ぐための準備はしていない！

　これで終わらせる！

「うおぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおお！！！」

　咆ほう哮こうとともに放たれる、全てを費やした一撃。

　血壁を喰くらった刃が、そのまま奥にいるカインに迫せまり──

　バシッ、と。

　右手首を掴つかまれた。

「──は？」

　想定していなかった事態に、頭が真っ白になる。

　なぜ防がれた？

　決まっている。俺の狙いが読まれていたのだ。

　コイツには！

「やはり、そう来ると読んでいたぞ」

「解リリ──」

「させん」

「ガハッ！」

　混乱した頭のまま、せめてもの抵抗として魔奪剣の中に吸収していたイフリートの炎を放つ。

　が、その直前にカインは蹴りを放ち、奴のつま先が俺の腹に深く突き刺さった。

　宙に蹴り飛ばされ、視界がぐるぐると回転する。

　その最中、魔奪剣から解き放たれた炎が明後日あさつての方向に飛んでいくのが見えた。

「さあ、死ね」

「────ぁ」

　そして俺は、鮮血の波に呑のみ込まれた。




　　　　◇◆◇




　合計で幾つの魔法が直撃したのかは分からない。

　最初の数発で纏壁は破壊され、咄とつ嗟さに魔奪剣から放った血壁すらも一瞬で砕け散った。

　そして残る全てが、この体に直撃した。

　もはや、何が起きているかを把握することすらできなかった。

　背中から何かにぶつかり、ズルズルと落ちていく。

　それが華たちを守る氷の結界だということに、遅れて気付いた。

　気付けたのは、隣にクレアが残した氷葬剣があったからだ。

　視界の端を見ると、30万以上あったＨＰが１０００を切っていた。

「狙いはよかったが残念だったな。我は貴様の持つ全てを警戒し対処に当たっていた。貴様の力では、我に勝つことなど不可能だ」

　朦もう朧ろうとする頭に、そんなカインの言葉が届く。

　それを聞き、俺は悟った。

　これまで俺は、様々な強敵と戦ってきた。

　オークジェネラルや纏てん雷らい獣じゆうといった、俺を遥はるかに上回る身体能力を誇る魔物。

　柳やなぎのような、同等の思考力を持つ人間。

　その二つの性質を併せ持った敵は、カインが初めてだったということを。

　奴の前には……自分が唯一勝る部分を押し付けるという弱者の戦い方が通じなかった。

　その土俵にすら立たせてもらえなかった。

　イフリートにやられかけた時でさえ、感じなかった思いが湧き上がる。

　恐怖に絶望。

　ああ、そうか。

　きっとこれが、完膚なきまでに敗北するということなんだろう。

　どこまでも自分を上回る強敵を前に、俺の存在はあまりにもちっぽけで。

　積み重ねてきた強さは、あまりにも脆もろく──




「────凛りん」




　──だけど。

　だけど、声がしたんだ。

　絶望に打ちひしがれ、心が折れそうになっていた時。

　その声は聞こえた。

　氷の結界が隔たっているからだろう、その声はくぐもっていた。

　それでも俺の名前が呼ばれたことだけは分かった。

　ドクンと、心臓が跳ねる。

　怖かったけど、振り返らずにはいられなかった。

　たった一人でカインと戦い、なす術すべもなくやられた俺。

　そんな俺を見てきっと彼女たちは絶望している。

　だからせめて、最後に謝らなければと思ったんだ。

　そう思っていた。

　だから。

「────えっ？」

　振り返り、氷越しに零れいたちの顔を見た時。

　俺は戸惑いの声を零こぼした。

　彼女たちの目は、死んでいなかった。

　自分の無力さを、不ふ甲が斐いなさを噛かみ締しめるようにして。

　苦痛の表情を浮かべて。




　────それでも、俺を信じていた。




「……な、んで」

　イフリート戦でも、この戦いでも、俺は無様な姿をさらし続けた。

　それでもなお、俺を信じる彼女たちの姿に驚きを禁じ得なかった。

「どう、して……」

　訳が分からなかった。だって俺は無力で。皆を守る力なんて持っていなくて。

　なのにどうして、そんな俺を信じることができるのか。

（ああ……そうだ。それを言うなら、あいつだって）

　皆の目を見て、俺はふと思い出した。

　消える直前、クレアが俺に向けたまっすぐな目。

　その背中を、その声を。

『──託します』

　あの状況で。

　なぜ、彼女はこんな俺に後を託したのか。

　イフリートから俺たちを救い、理不尽にこの場から排除されてなお、皆を守り続ける最強の少女。

　俺はきっと、彼女の足元にも届いてなんかなくて。

　全てを守る力なんて持ち合わせてはいない。

　俺は弱い。

　きっと、どこかで驕おごりがあったんだ。

　ダンジョン内ない転てん移いが覚醒して、誰よりも早くレベルアップして。

　偶然であったとしても、自分の力で大切な人たちを救うことができて。

　特別な存在になれたんじゃないかと、そう思い込んでいた。

　だけど、実際の自分は弱くちっぽけで。

　一人では何もできなくて。

　どうしようもなく無力で──




　──ああ、そんなことはもう、痛いほどよく分かった。




　それでも──それでも、譲れないものがあったから。

　後ろにいる彼女たちの想おもいと、新たに得たその憧しよう憬けいが、ちっぽけな俺の体を突き動かす。

　諦めるなと、俺の心を強く打ち付ける。

　だから俺は地を掴み、血ち塗まみれの体を持ち上げた。

　誰もが自らの弱さを悔いることしかできない中で。

　俺が。俺だけが、絶望に抗あらがうことを許されている！

　そんな俺が、真っ先に諦めるわけにはいかない！

　俺が弱いのはもう分かった。

　それでも構いはしない。

　それでも──そんな自分でも、ここにいる大切な人たちを守りたいと思ったから。

　こんなちっぽけな俺を、それでも信じる皆に、誇れる自分自身でありたい！

　だから、俺は。

　俺は────




「────俺は、力が欲しいんだ」




　そう、願った。

　たとえここで、俺の全てを使い果たすことになったとしても。

　今、カインに勝てるだけの力が──彼女のような強さが欲しい！

　だから俺は。

　絶望の果てに瞬く、その一筋の光に。

　白銀の背中に。




　────手を、伸ばした。




　　　　◇◆◇




　地面に這はいつくばる男──天あま音ね凛を見ながら、カインは警戒を強めていた。

　凛は既に致命傷を負っている。

　しかし彼は先ほど、同じ状態でイフリートに挑もうとしていた。

　手負いの獣が最も危険であることは理解している。

　ゆえに、カインは一切の油断なく、全力で蹂じゆう躙りんするための魔法を構築していた。

「……なんだ？」

　しかしその直後、カインが想定していなかった行動を凛は選択した。

　銀髪の女が残していった置き土産である、氷の剣を引き抜いたのだ。

　それに伴い、凛の後方にいた者たちを守る氷の結界が消滅していく。

　消滅を最後まで見届ける間もなく、凛はこちらに向かって駆けてきた。

　右手には白銀の剣を、左手には氷の剣を握ったまま。

「まさかここで、仲間を見捨てての特攻か？」

　ここにきて、初めて奴やつの思考が読めない。

　ここで直感に委ねるのは危険。

　他は弱者ばかり。いつでも殺すことができる。

　ならば今は、不可解な行動を取る凛に注意する。

　刹那、凛の姿が消える。

　彼が保有する転移スキルを使用したのだろう。

　いつどこに現れてもいいように身構えるカインだったが、それは無駄に終わった。

　凛はカインを素通りし、その奥にいるイフリートに向かったからだ。

　まさか狙いが自分ではなくイフリートとは。

　そう気付いた時にはもう手遅れだった。

　氷の剣がイフリートの額に突き刺さる。

　魔石が破壊され、イフリートの纏まとう炎が消滅する。

　その死体の上に、彼はただ立ち尽くしていた。

　魔力の供給源を失ったカインは、しかし動揺することなく凛を見る。

「これは驚いた。何をするのかと思えば、まさかイフリートを倒すとは。言っておくが、魔力の供給を止めた程度で貴様は我に勝てん。それとももしや、味方を守る氷の結界を奪ってでも、自分一人だけが地上に帰還するのが狙いか？」

「俺は逃げない。この剣を抜いたのは、代わりに俺が皆を守るという誓いの表明だ。それに、お前を倒すための力なら──今、得た」

「……なに？」

　ここでカインは一つ、違和感を覚えた。

　凛の纏う雰囲気が先ほどまでとは明らかに違う。

　そのあまりにも異質なオーラに、カインは思わず一歩後ずさった。

（……我が退ひいた？　いや、違う。これは気のせいだ。我らの実力差は歴然。それは気力だけで埋められるものではない！）

　カインは深紅の魔力を纏い、それを上空に集めていく。

　奴の考えがどれほど愚かなものか、それを今から証明してやればいい。

「世よ迷まい言をぬかしたところで無駄だ。貴様たちが今から我に殺されるのは確定しているのだから──死ね、血けつ舞ぷ万ばん雷らい」

　そうして降り注がれるは、百を優に超える鮮血の雷光。

　それは凛だけではなく、この部屋全体──零たちにも迫っていた。

　転移スキルを持つ凛ならば、この攻撃すら回避することは可能かもしれない。

　だが、残る者たちを守り切ることは不可能だ。

　そんな力を凛は持ち合わせていない。

　奴が氷の剣を抜いた瞬間に、この未来は確定していたのだ。

（さあ、これで終わりだ！）

　カインは大きく口角を上げて、魔法の行く末を見届けるのだった──




　　　　◇◆◇




　──自分たちを殺すべく放たれた数々の魔法を前に、凛は思考する。

　脳裏によぎるのは、一人の少女。

　その白銀の背中に──彼女に憧憬を抱いた。

　たった一人で、全てを守れる力を持った彼女のような存在になりたいと思う。

　強さを求めた先にあるのが、きっとあの背中なんだろう。

　だけど、今の自分はあまりにもちっぽけで。

　全てを守れる力なんて持ち合わせていない。

　それでも──




「たとえ俺に、全てを守れるだけの力がなかったとしても──せめて、この視界に映るものだけは守りたいと思ったから」




　だから告げる。

　この絶望に打ち勝つために。

（ダンジョン内転移LV30──）

　世界の理ことわりを超越する、その言葉を。




「────全景支配ピース・ルーラー」




　そして今、世界の仕組みは書き換えられる。

　凛の視界に映る百を超える魔法の数々が、突如としてその場から消える。

　次の瞬間──それらはカインを取り囲むようにして出現した。

「なんだと!?」

　突如として狩人かりゆうどから獲物に成り下がったカインは、驚きよう愕がくに目を見開きながらも咄とつ嗟さに血壁を展開する。

　しかしそれだけでは全てを防ぎきることはできず、幾つもの魔法がその体を襲った。

　舞う砂さ塵じん。

　その中から姿を現したのは、自分の魔法によって血塗れになったカイン。

　カインは怒りに満ちた目で、凛を睨にらみつける。

「そうか！　そういうことか！　イフリートを殺したのは、供給源を断つためでも地上に逃げるためでもない！　今ここでレベルを上げ、新たなスキルを獲得するため！　そして得たのか──自分だけではなく、魔法さえをも支配する力を！」

　凛は氷葬剣の切っ先をカインに向ける。

　その問いに応える義理はないと告げるかのように。

　君臨するは新たなる超越者。

　空間の支配者は静かに、だけど力強い意志でカインに宣言する。




「──いくぞ、吸血の王。ここにある全てを使って、俺はお前を打ち倒す！」




　その瞳は、深い、深い海のような蒼あおをしていた。




　───────────────

【ダンジョン内転移LV30】

【派生スキル：全景支配ピース・ルーラー】

　発動対象に含まれる魔力と同量のＭＰを消費することにより、視界に映るものを転移させることが可能。人や魔物、およびそれらが身に纏っているものに対しては使用不可。

　継続時間：10秒

　クールタイム：10時間

　───────────────








第九章　ちっぽけな英雄






　数多あまたの攻防が繰り返され、ボロボロになったその空間にて。

　一対一の戦いでありながら、空間全体を利用した激戦が繰り広げられていた。

　魔法が行き交うごとに、大気に激震が走る。

　そんな中を、俺は駆けていた。

「──くッ！」

　全景支配ピース・ルーラーでカインの魔法を転移させるたび、消費した魔力を補給するようにして、氷葬剣カースドから大量の力が流れ込んでくる。

　氷の結界を維持するために使用されていた魔力が全て俺のものになっているのだ。

　本来の持ち主であるクレアが使用していないためか、それとも他の要因か。

　魔力が体を巡るたびに、言葉では言い表せないほどの激痛が襲い掛かってくる。

　それでも俺は止まらない。

　止まるわけにはいかなかった。

　一度でも止まってしまったら、全てが台無しになることが分かっていたから。

　だからこそ俺は、苦痛さえも推進力に変え、前に突き進んでいく！

　そんな俺を見たカインは、苛いら立だちを隠すことなく叫んだ。

「ありえん！　こんなことがありえていいはずがない！　我が最強の魔法が、こんな風にして打ち破られるなど！　これ以上は好きにはさせん！」

　今の俺を近づけてはならないと、直感的に理解しているのだろう。

　カインはどれだけ支配権を奪われてもなお、諦めることなく次々と魔法を展開していく。

　50、１００、２００──５００。

　それは俺が同時に処理できる量を軽々と上回っていた。

　さらにその一部の矛先は、俺ではなく華はなたちを向いている。

　だけど──

「やらせない」

　守ると誓った。だから！

　全てを奪い切ることができないのなら──！

「相殺するまでだ！」

「なッ!?」

　放たれた魔法のうちの半分の支配権を奪い、残る半分にぶつける。

　相殺されていく魔法の数々。

　響く激震。吹き荒れる爆風。

　その戦場を乗り越え──俺はとうとう、カインに肉薄するまでに至った。

　刃やいばが、奴やつに届く距離にまで来た。

「くそッ！」

　剣を振りかざす俺を見たカインが、その体に鮮血の鎧よろいを纏まとう。

　人の体に纏っているものは転移できないことを、この短い時間の中で把握していたのだろう。鮮血の鎧は分厚く、明らかに血けつ壁ぺき以上の硬さを誇る。

　だが、そんなことは関係ない！

　その全てを断ち切る！

「うらぁぁぁああああああああああ！」

　白銀の剣けん閃せんと、青の剣閃が交互に瞬く。

　その連撃は音速をも凌りよう駕がし、やがて白銀と青の光は混ざり合う。

　それらは巨大な波となり、怒ど涛とうの勢いでカインに押し寄せた。

　起死回生の効果も大きいが、予想通り、単純な接近戦ではわずかに俺が勝っていた。

　カインは魔法で迎撃を試みるが、俺が全ての支配権を奪い無効化する。

「ありえん！　こんなことが、現実に起きていいはずが──くッ！」

「！」

　そしてとうとう、カインを纏う鎧は完全に破壊された。

　これでもう、カインを守るものはなにもない。

　あと一撃。

　あと一撃でカインを倒せる！

　全景支配の制限時間はもうほとんど残っていない。

　この一撃に、全てを懸けろ！

　俺は氷葬剣を振り上げ、渾こん身しんの一撃を浴びせるべく──

「ナメるなぁぁぁああああああああああ！」

「ッッッ!?」

　──直後、信じられないような光景を目にした。

　鮮血とともに、一本の腕が宙を舞う。

　それはカインの右腕だった。

　ついさっきまで右腕があった場所の奥では、赤色の魔法陣が輝いている。

　そこから飛び出た鮮血の槍やりは、カインの右腕を吹き飛ばしただけでは止まらず、俺に迫ってきた。

　信じられない。

　コイツはわざと、自分の右腕を犠牲にしたのだ。

　俺の視界外からの攻撃を成立させるためだけに！

　その効果は絶大だった。

　気付いた時にはもう魔法は眼前に迫せまり、転移は間に合わない。

　鮮血の槍は氷葬剣を弾はじき飛ばし、そのまま俺の体に直撃した。

　粉々に破壊される纏てん壁へき。

　あと一撃でも浴びれば、この命は呆あつ気けなく朽ち果てる。

　──だとしても！

「────ッ」

　それでも一歩、前に出る。

　仕切り直す時間はない。

　今ここで、コイツを倒す！

　右手で無名剣ネームレスを握り、大きく振りかざす。

　だが、全てを懸けていたのはカインも同じだった。

　右腕の切断面から噴き出る鮮血が集い、それは一振りの刃と化した。

　そして、俺とカインは同時に神速の刃を振るう。




「うぉぉぉぉぉおおおおおおおおおお！」

「ルァァァァァアアアアアアアアアア！」




　────これ、は。

　白銀の刃と鮮血の刃が交差する刹せつ那な。

　極限の集中状態の中で、世界がスローモーションになっていく。

　そこで俺は悟った──悟ってしまった。

　カインの一撃の方がわずかに速い。

　先ほどの不意打ちで、こちらの勢いを削そがれてしまったせいだ。

　ここからでは転移も間に合わない。

　カインの刃は、間違いなく俺の命を奪うだろう。

　──なら！

　たとえここで、刺し違えることになったとしても！

　決意とともに、剣を握る力を強める。

　そして俺は、全身全霊の一撃を繰り出し──




「────魔ま法ほう剣けん」




　──刹せつ那な、声が響いた。

　それはとても小さく、だけど力強い声だった。

　直後、どこからともなく伸びてきた風の鞭むちが、鮮血の刃に絡みつく。

「なッ!?」

　驚きよう愕がくするカイン。

　そして、俺は見た。

　その風の鞭を放った少女を。




　────黒崎零を。




「──────」

　ああ、そうか。

　そうだったんだ。

　俺だけじゃなかった。

　自らの無力さを悔い、それでも立ち上がった者は。

　絶望に抗あらがおうとした者は、俺一人なんかじゃなかった。

　彼女が勇気をもって振るった刃は、カインにとっては取るに足らないもので。

　それでカインの攻撃を止められたりなんかしない。

　それでも、彼女の勇気はコンマ一秒にも満たない──俺にとっては永遠にも等しい、何よりも欲しかった時間を与えてくれた。

　俺と零の視線が交差する。

　彼女は強い意志を感じさせる青色の目でまっすぐ俺を見つめる。

　そして、言った。

「────いけ、凛りん」

　ああ。任せろ。

　今、止まっていた時間が動き出す。




「うぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！」




　咆ほう哮こうとともに放たれる、神速をも凌駕する白銀の刃。

　その刃は停止した時間ごと──カインの体を深く切り裂いた。

「──────」

　自分の体から噴き出す、致死量を遥はるかに上回る鮮血を見てカインは目を丸くする。

　なぜ自分がやられたのか。

　それが理解できないといった風に。

　魔法を維持する力すら残っていないのか、鮮血の刃は宙に霧散していった。

「……ありえない。我が、負けただと？　貴様たちのような弱者に……」

「……俺たちは確かに弱かったかもしれない。けど、だからこそ得られる強さもあるんだ。そうして立ち上がった俺たちは──決して無力なんかじゃなかった」

「……そうか。強者たる我には理解できぬ考えだ。だが、その無知が我の敗因だというのなら……仕方あるまい。受け入れるほかなかろう」

　どさりと、両膝を地面につけるカイン。

　焦点の合わない目で、最後の言葉を紡ぐ。

「最後に、貴様の名を教えろ」

「……天あま音ね凛だ」

「そうか。忠告しておくぞ、リン。我を倒しただけで安寧の日々が訪れると思うな。貴様たちにとっての本当の地獄は、これから始まるのだから……」

　その言葉を最後に、カインの体は塵ちりになっていく。

　やがて全てが塵に変わり、空気に溶けるようにして消えていった。

　遅れて鳴り響くシステム音。

　それは俺たちがカインに勝利したという証拠であり。

　絶望を乗り越えた証明でもあった。

　そして、

「────凛！」

　俺の名を呼ぶ少女たちの声を聞きながら。

　皆を守りきれたことに安あん堵どした俺は、そのまま意識を失うのだった──




　　　　◇◆◇
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　凛とカインが激闘を繰り広げているのと、時を同じくして。

　地上に帰還したクレアは、自らの不ふ甲が斐いなさを嘆いていた。

（──何が、全てを守る、ですか）

　そう誓った自分が、どうしてこんなところにいる？

　ギリッと。手を強く握ると、手のひらに爪が食い込み血が流れていく。

　しかしその傷は、ほんの数秒で治っていった。

　突如として発生したダンジョン。

　周囲には野や次じ馬うまが集まり、その先頭にクレアはいた。

　不可解な点が一つ。

　本来ダンジョンに必ずあるはずのゲートがそこにはなかった。

　これではどれだけの実力者でも──たとえクレアであったとしても、中に入ることはできない。

　皆を助けに行くことができず、やるせなさを感じる中で、クレアは思い出す。




　数分前。

　クレアの体を転移魔法の光が包み込んだ時。

　彼女には二つの選択肢があった。

　一つは転移が発動するまでのわずかの間に、カインの討伐を試みること。

　もし失敗した場合でも、もう一度中に入るつもりだった。

　ただ、ボス部屋に辿たどり着くまでの間に残された皆が殺されてしまう可能性の方が高い。

　そう考えた直後──クレアの脳裏に、数瞬前の映像が浮かび上がった。

　クレアがイフリートを一撃で討伐し、振り返った時、彼女は凛の目を見た。

　憎しみや怒りとはまた違う。無力さや不甲斐なさに悔いる中で、それでもクレアの姿を見る彼の目には光が灯ともっていた。

　そんな凛を思い出した瞬間、クレアはすぐさまもう一つの選択肢にすると決断した。

　それはすなわち、凛に後を任せること。

　そうするべきだと本能が告げていた。

　せめてもの手助けとして、氷葬剣カースドを残し他の者たちだけは守ろうと思った。

　その後、無情にも転移魔法が発動し今に至る。

　ダンジョンに今、ゲートはない。

　一つ目の選択肢にしていたら、目も当てられない事態になっていたことだろう。

　そういった意味ではクレアの選択は正しかった。

　けれど、それで割り切れるものではなかった。

　全てを守ると誓ったはずの自分が、今ここにいるという事実は。

（また、私は、何も守れずに──）

　自分には何もすることが許されないという現状に、苦痛の表情を浮かべていた時──

「おい、誰かが戻ってきたぞ！」

「────ッ」

　衆人の声を聞き、クレアはハッと顔を上げる。

　するとそこには、ボロボロになった凛が立っていた。

　意識を失っており、その場に崩れ落ちそうになる。

「天音さん！」

　凛に駆け寄り、その体を受け止める。

　なぜ、彼一人だけが戻ってきた？

　まさか生き残ったのが凛だけなのか？

　ドクンと、心臓が跳ねる。

　だけど鼓動はすぐに収まった。

　自分の胸の中にいる凛は、確かに何かをやり遂げた顔をしていたから。

「────」

　その笑みを見て理解する。

　中で何があったのかは分からない。

　それでも凛が、皆を守り切ることに成功したのだということは分かった。

「ありがとう、ございます……」

　礼を言った後。

　ひとまず、凛の傷だらけの体に治癒魔法をかける。

　傷が治ったのはいいが、この体勢のままでは体に負担がかかる。

　とはいえ地面にそのまま寝かせるわけにもいかない。

　……仕方ない。

　クレアはその場に座り、その膝の上に凛の頭を乗せる。

　そしてゆっくりと、凛の頭を撫なでた。

　ほんの少しでも、彼の労ねぎらいになるように。

「お疲れさまでした、天音さん」

　そして柔らかい声でそう告げる。

　凛が小さく笑ったように見えたのは、果たして気のせいだったのか。




　それから数十秒後。

　ダンジョンが消滅し、残された全員が地上に帰還する。

　かくして、長い長い一日が、ようやく幕を閉じるのだった──








エピローグ






「……ここは」

　目が覚めた時、視界いっぱいに広がるのは白一色の天井だった。

　俺はすぐにここが病室であることに気付いた。

　だが、なぜこんなところに俺はいるのか？

　記憶をさかのぼろうとした時、声がした。

「おはようございます、天あま音ねさん」

「……え？」

　顔だけで横を向く。

　するとそこにはクレアが座っており、リンゴの皮を剥むいていた。

　ウサギではなく、ウルフんの形をしている。

　器用だな──って、違う！

「皆は!?　皆は無事なのか──ッつ！」

　ここに至るまでの経緯を思い出し、クレアに尋ねようとした時。

　体中に激痛が走り、ベッドの中に落ちる。

　それを見たクレアが慌てた様子で言った。

「落ち着いてください、天音さん。天音さんの体は今ボロボロなので、動いてはいけません。それから皆さんも無事ですよ。天音さんのおかげで」

「……よかった」

　俺はどうやら皆を守り切れたみたいだ。

　ホッと胸を撫でおろす。

　ところで、

「俺はどれくらい眠っていたんだ？」

「三日ほどです」

「三日!?」

　想像以上に眠っていたようだ。というか、

「いつ起きるか分からないのに、リンゴを剥いてたのか？」

「いずれにせよ、お見舞いに来た由ゆ衣いさんたちが食べて帰るので、まあいいかなと」

　由衣たちは見舞いに来られるほど元気らしい。

　なら、まあ、いいか。

　それじゃ、そろそろ本題に入ろう。

「あの後、どうなったか聞いてもいいか？」

「はい。ダンジョン消滅後、念のため全員が病院で検査を受けました。強い魔力を浴びて気絶していた一般の方々も、もう元気になっています」

「そうか。それで、アイツについては……」

「……カインと名乗る男と異世界の存在については、ダンジョン協会に報告しました。事情が事情ですので、世間一般に公表するのはタイミングを見計らってからになります。それまでは一部の上位冒険者のみに伝えられるとか」

「まあ、そりゃそうなるよな」

　ダンジョンに関して、俺たちはまだ知らないことだらけで。

　世界規模で手探り状態といってもいい。

　そんな中、異世界や意図的に自分たちの命を脅かそうとする存在がいることが判明すれば世界は混乱に陥るだろう。

「こちらからも一つ、天音さんにお聞きしてもよろしいですか？」

「ああ」

「あの後、天音さんが氷葬剣カースドを使用したと零れいさんたちから聞きました。それは本当ですか？」

「本当だな。というか、あの剣のおかげで助かったんだよ。あの剣から供給される魔力がなかったら、ＭＰマジツクポイント切れを起こしてただろうしな」

「────えっ？」

　ここでなぜか、クレアは目を丸くする。

　えっと、何かまずいことを言ったか？

「もしかして、あの剣を勝手に使ったのはまずかったか？」

「い、いえ。あれが天音さんの力になったのなら、それに越したことはありません。お気になさらず」

「？　ああ、わかった」

　正直かなり気になったが、あまり訊きいてほしくはなさそうだったのでやめておいた。

　何はともあれ、最低限いま話し合っておかなければならないことが終わり、俺たちの間を静寂が支配する。

　ゆったりとした時間が流れる中……不意に、クレアは切り出した。

「天音さん」

「ん？」

　名前を呼ばれたため、彼女の顔を見る。

　そして俺は言葉を失った。

　どこか悲しげで儚はかない、それでいて美しいその笑みに、思わず見み惚とれてしまったから。

「本当にありがとうございます。今回の一件、あなたがいなければ皆を救うことは叶かないませんでした」

「それは、クレアが礼を言うことなのか？」

「……確かに違うかもしれません。それでも、言わなければと思ったんです」

　その物憂げな表情を見て、俺は十日前のことを思い出す。

　カフェで見た彼女の姿に、とても似ていた。

　あの日、彼女は言った。

　全てを守ることが自分の使命だと。

　それを成し遂げられなかった自分を不ふ甲が斐いなく感じ、代わりに皆を守った俺に感謝しているのかもしれない。

　そう考えるなら辻つじ褄つまは合う。

　だけど俺は、その姿に何か違和感を覚えた。

　それを確かめなければならない気がした。

「クレア──」

「さて。これ以上私がここにいても迷惑になりますね。そろそろお暇いとましようかと思います」

　だけどそれを尋ねるより早く、クレアは立ち上がると俺に背を向ける。

　それを見て、俺は彼女がイフリートを一瞬で倒した時の背中を思い出した。

　誰よりも強かったはずの背中が、自らの弱さを悔いる今の彼女となぜか重なって見えた。

　俺はそれが、どうしても気になって仕方なかった。

　もし、仮に。

　クレアが言う使命とやらが、たった一人で全てを薙なぎ払うほどの彼女の強さに起因するものだったとしたら。

　そして、

『ええ、きっと。願わくば、私はその末にあなたが──』

　あの日、俺が冒険者になった理由を語った時。

　クレアが言おうとしたことが、俺の予想通りだったとしたら。

　伝えなくちゃいけないことがある。

　いや、違う。

　ただ俺が伝えたいって思ったんだ。

　だから、

「待ってくれ、クレア」

「……天音さん？　動いては！」

「大丈夫だ。このくらいなら」

　扉に手をかけた彼女を呼び止め、俺はベッドから降りる。

　あの日のカフェでは、ここから何も言うことができなかった。

　だけど今回は違う。

　俺はもう、彼女に伝えるべき言葉を持っている。

　彼女がいったい何を背負っているのか。

　それはまだ分からない。

　それでも、俺の想おもいを伝えることだけはできるから。

「感謝を告げるのは俺の方だ、クレア。あの時、クレアが来てくれたから俺たちは救われた──俺なんかとはかけ離れた、君の圧倒的な強さに憧れた」

「強さに、ですか……」

　クレアは困ったような表情を浮かべる。

　それもそうだろう。

　きっと彼女はこれまでに多くの人から、それに対する称賛を受けていて。

　だけど、俺が本当に伝えたいのはここからだった。

「──だから、追いつきたいと思ったんだ」

「……え？」

「俺は強くなりたい。全てを守れるだけの力が欲しい。そのためにクレアのような強さが必要だと言うのなら、絶対に追いついてみせる──いや」

　そうじゃない。

　これでもまだ足りない。

　かつて、俺は世界最強を目指すと誓った。

　なら──

「その末に、必ずお前を追い越してみせる。だから待っていてくれ、クレア」

「────ッ」

　それはきっと、あまりにも身勝手な宣言で。

　とてもじゃないけど、クレアのことを思っての発言なんかじゃなくて。

　でも、だからこそ、彼女の心にまで届いたのだろうか。

　クレアは蒼あお色いろの双そう眸ぼうを大きく見開いた。

　わずかに潤いを溜ためるも、それは一瞬のことで。

　笑みを浮かべた彼女は、力強く告げる。

「申し訳ありませんが、その宣言が現実のものになることはありませんよ。私だって、これからも強くなり続けますから」

「なら、俺はそれを超えてレベルアップしてやるまでだ」

「そうですか……では、受けて立ちましょう。勝負です、天音さん」

「ああ、望むところだ」

　光差す病室で、俺たちは誓い合う。

　まだお互いのことなんて、ほとんど知りもしないけれど。

　それでも構わない。いま俺たちが交わした言葉が本物であることは、俺たち自身が誰よりも知っているから。

　それでも足りないものがあるというのなら……これからゆっくりと知っていけばいい。

　だって。




　俺たちの物語は、まだ始まったばかりなのだから。
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　この三巻は、クレアという本作における超重要キャラが本格的に登場し、さらにはダンジョンに関する新たな謎が提示されるなど、本作を通してもかなり重要なパートが含まれている巻になります。そのため戦闘シーンにもこれまで以上に力を入れました。特にカイン戦では熱量を含んだ激闘を書き上げるべく尽力しましたので、その熱が少しでも読者の皆様に伝わっていれば、私としても作者冥利に尽きます。




　さて。そんな戦いを経て、凛りんは本巻で大きな成長を遂げました。

　初めて本物の強者と出会い、憧憬を抱き、改めて世界最強になることを誓った凛が今後どのように活躍していくのか。

　ぜひ楽しみにお待ちいただけると幸いです。




　─謝辞─




　担当編集のＳ様。

　これまでに引き続き、本作をより良くしようと尽力してくださり、まことにありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします。




　イラストを担当してくださったｆａｍｅさん。

　一、二巻に引き続き、かっこよく素敵なイラストをありがとうございました！　どのキャラクターも魅力的で、戦闘シーンのイラストは迫力満点で最高でした！




　その他にも。

　コミカライズを担当してくださっている鈴すず見み敦あつし先生、本作の宣伝にご協力いただいた皆様、この本を世に出すために尽力くださった関係者の方々、そして以前から応援してくださっている読者の皆様に心よりお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました。




　それでは、また皆様とお会いできるのを楽しみにしています。
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